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石森　　サタ ワル島の数 占い

サ タ ワ ル 島 の 数 占 い

その基本体系について

石 森 秀 三*

Number Divination on Satawal, Central Caroline Islands

 ShUZ0  ISHIMORI

   This paper describes the so-called "knot divination" (which I 

prefer to call "number divination" or "divination from number") 
as practiced on Satawal, in the Central Caroline Islands. This 

phenomenon was studied during field research conducted in 1978. 
Divination based on the number of knots randomly tied in coconut 

pinnas was used by the inhabitants of most of the Caroline Islands 
until just prior to World  War. II. Few people, however, now 
believe in this kind of divination. I was instructed in the secrets 
of "number divination" on Satawal Island by one of the few old 
diviners  who recalls the major  features of the process. 

   Divination begins with the stripping of a coconut frond pinna 
into four segments. The diviner then ties  a  _random  number  of 
knots in each of the strips and counts the knots in each one. The 
knots are counted into independent groups of four. The sequen-
tial number of the last knot on each strip is the significant number 
as it is combined with its corresponding number of the second 
strip of the pair. The two sets of paired  numbers derived from 
the four frond strips are interpreted for the omen. The actual 
number of possible combinations is 16 times 16, or 256.  The 
names and omens of all 256 combinations were ascertained, and 
the stories of 139 combinations which tell why good or bad omens 
are given to a particular combinations were collected. 

   The myth of how man acquired the art of divination tells 
of a mythological canoe that belonged to the spirits of heaven 
being let down to earth and teaching man the art. It is most 
significant that the 16 spirits represent the 16 combinations of 
numbers derived from the random making of knots. A detailed
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explanation of the mechanic of divination in relation to the 16 
mythological spirits that act important roles in deciding omens 
is given, as is a description  of divination rituals. Finally, the 
importance of the number four (its multiples and divisions) in 
divination, as well as on many ceremonial occasions, is noted.
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Ⅵ.お わ りに

1.は じ め に

1.問 題 の 所 在

　　　1)秘 術 と して の数 占 い

　 ミク ロネシアのカロ リン諸島の島々で は,コ コヤ シ(Co60∫naczfera　 L・)の 葉 に結び

目をつ くり,そ の数 によって,吉 凶を占 うことが古 くか らお こなわれていた。 この種

の占いはいままで,欧 米 の研究者 によ って,"結 び占い"(knot　 divination)と よ ばれ

てきた もので ある。ココヤ シの葉 に結び 目をつ くって 占いをする ことか らそのよ うに

名付け られた もので ある。 しか し,正 確 にい うな らば,そ れは適 切な表現 とはいいが

たい。 なぜな ら,こ の種 の占いで もっと も重要な ポイン トは,結 びの"数"で あ り,

そ の数の組み合 わせ によ って吉凶が決め られ るか らで ある。 そのた め,本 稿では,こ

の種の 占いの ことを,"数 占い"と よびな らわす ことにす る。

　 カロ リン諸島において,数 占いが存在す ることを最初 に記録に とどめたのは,18世

紀 の初頭 にGuam島 に居住 していたスペ イン人Juan　 Antonio　 cantova神 父 で
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あ った。神父 は,1721年 にGuam島 の近 くで座礁 した,一 隻のカヌーの乗組 員を保

護 した。 その カヌーは,中 央 カ ロ リン諸 島のPuluwat環 礁 か らきた もので あ った。

その ときに,こ れ らのPuluwat環 礁 か らきた人 びとが,コ コヤ シの葉を もちいて結

び 目をつ くり,そ の数によ って吉 凶を占って いた,と 報告 してい る[CANTovA　 1728:

233-234]。 そ れか ら約1世 紀 ののちに,ロ シヤの探検家Otto　 von　Kotzebueに ひ き

い られた調査隊が中央力uリ ン諸 島の島 々をお とずれ,隊 員の一人で あるAdelbert

von　Chamissoが,　 Wolcai環 礁 において数 占いを調査 し記録に とどめている[KoT-

ZEBUE　 1821:204]。 また,ほ ぼ同時期に,　Guam島 で 調査 をお こな った,フ ランス

の探検家Louis　 de　Freycinetが,　 Guam島 に居住す る中央 カ ロ リン諸島か らの移住

者が同様の占いをお こなっていた ことを報告 して いる[FREyclNET　 1827:114]。

　 その後,1899年 に,ド イツが ミクロネシアのほぽ全域 を手中 にお さめるにいた り,

多 くの ドィッ人学者 が各地で学術調査 に従事 する こと とな った。その結果 これ らの

学者 によって,ミ クロネシアの各 島の社会 と文化 に関す る民族誌 がつ ぎつ ぎとうみだ

された。その うちのい くつかの民族誌のなかに,数 占いにつ いての記述がみ られ る。

Palau群 島 に関 して はJ・s・Kubary[1888],　 Yap島 に 関 してはS.Walleser[1913]

とW.Muller[1917,1918],　 Truk群 島 に関 してはL・・Bo11ig[1927]とA.Kramer

[1932],Namoluk環 礁 に関 して はM・Girschner[1912],　 Puluwat環 礁 に関 して は

H.　DammとE.　 Sarfert[1935],　 Ngulu環 礁 に関 してはW.　 MUIIer[1917],　 Fais

島 に 関 して はA.Kramer[1937],　 Ponape島 に 関 して はM・Girschner[1912]な

どが,数 占いについて調査報告を おこなって いる。 これ らの報告 か ら,数 占いがカ ロ

リン諸 島の全域でみ られる ことがあき らかとなった。

　 その上 に,こ の種の占いが,社 会生活 において重要な役割をはた して いた こと もあ

き らかとなった。カ ヌーで船 出す るときはもちろんの こと,病 人 がでた とき,家 を建

て る とき,漁 にでかけ るときな ど,一 日の うちで何 かの ことを おこな うときには,か

な らず数 占いを した といわれている。 けれ ど も,社 会生活 における数占いの重要性 の

指摘 に もかかわ らず,数 占いを体系的に研究する試 みはいままでな されなか った。一

つの島の社会 と文化 に関する包括 的な民族誌 の一部 として,断 片的 に記述 され るのみ

であ った。

　 このよ うに数 占いが体系的に研究 され る ことがな かったの は,数 占い についての伝

統 的知識 と技術が少数の 占い師によ って独 占され,秘 術化 されていたためセあ る。 カ

ロ リン諸島の島々において は,数 占いだけでな く,航 海術やカヌーづ くりなどに関わ

る伝統的な知識 と技術 は,特 定の熟練者によ って独 占されて お り,そ れ らの知識 と技
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術の継承については,厳 格な社会的規範が存在 した。つまり,そ れらの知識 と技術は,

熟練者の直系親族にうけつがれてい くことが多 く,そ れ以外の人が教授をうけようと

する場合には,か なりの財貨の贈与を必要 とした。同じ島の人間であって も,そ れ ら

を知ることが容易でない状況にあったわけであるから,民 族学者のような完全なる部

外者が,数 占いや航海術やカヌーづくりなどに関する知識と技術を体系的に教授され

ることは稀なことであった。

　　 2)数 占い とキ リス ト教

　カロリン諸島の島々における社会生活のうえで重要な役割 をはた してきた数占い

ではあるが,現 在ではこの種の占いがおこなわれることはきわめて稀なこととなった。

その原因は,島 民がキリス ト教を受容 した ことにある。

　カロリン諸島の島々においては,第 二次大戦後のアメ リカによる信託統治のはじま

りとともに,急 速にキリス ト教化がすすみ,固 有の伝統的な宗教が崩壊した。それに

ともなって,数 占いも迷信とみなされるようになり,現 在ではほとんどおこなわれな

くなった。カロリン諸島における数占いも,他 の多くの占いと同様に超自然的世界と

密接な関わりをもったかたちで成立していたために,固 有の伝統的宗教の否定にとも

なって,数 占いの成立基盤そのものが崩壊 したのである。

　数占いが社会的支持をな くしたことによって,占 いに関する知識と技術の継承がお

こなわれなくなった。若い世代が社会的に不要な数占いに興味を示さなくなったか ら

である。それによって,何 世代にもわたってうけつがれてきた数占いは,ご く少数の

長老だけが知りうるものとなった。そして,そ れらの少数の長老の死とともに,数 占

いに関する伝統的知識と技術が完全に消滅する危機にさらされている。

　　 3)本 稿 の 目 的

　筆者は,文 部省科学研究費補助金(海 外学 術調査)の 交付を うけて,1978年6月 か

ら9月 にかけて,中 央 カ ロリン諸島のSatawal島 で,「 中央 カロ リン諸 島における伝

統的航海術の民族学 的調査」のための予備調査 をお こな った。調査は,共 同調査者 の

須藤 健一(国 立民族学博物館第3研 究部助手)と と もにお こなったが,そ の際 に筆者

は数 占いを体系的に修得す る幸運 にめ ぐまれた。

　 Satawal島 で は,航 海術 カ ヌーづ くり,数 占い,カ ヌー小屋の建築 ・修理 の4分

野 に関す る伝統的知識 と技術 については,と くに社会的 に重視 されてお り,そ れ らの

分 野の熟練者 はそれぞれ,palu 1),　 sennap,　 sawpwe,　 sawpwangin　 imwと い う社会

1)Satawa1語 の表記は,原 則としてS.　ElbertのPuluωat　Dictionar2に依拠しておこなった。
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的称号があたえ られている。 なかで も,航 海の専 門家で あるpal丘 は,社 会 的に もっ

とも重要な地 位を占めている。 その理 由としては,pal丘 に なるためには,航 海に関

す る天文 ・海洋の知識 だけで な く.カ ヌーづ くり,数 占い,民 族 医学,各 種の儀礼な

ど,多 くの伝統的知識 と技術を一身 にそなえていなければな らないか らであ る。 ひと

た び,カ ヌーで海にの りだ したな らば,ど の ような不測の事態 が生 じよ うとも,palU

が適 確 な判断を下 して,乗 組員の生命 を守 らな ければな らないか らである。 したが っ

て,す ぐれたpalUは,　 senllapやsawpweを 兼 ね ることが多い。

　筆者 は,Satawal島 に おけるpalUの 最 長老であ り,ま たsawpweで もあるLamo-

nur氏 か ら,数 占いを体系的 に教授 される とい う幸運 にめ ぐまれた。 もちろん,調 査

期 間が短 かかったので,数 占いについてのすべてを修得 した とはいいがたい。 しか し

なが ら,1978年12月 にLamonur氏 が逝去 された との報を うけた筆者 は,氏 の遺志

にむ くいるた めに,不 完全 なが らも氏か ら教授 を うけた数 占いについて報告 をお こな

うことに した。 したが って,本 稿 は,Lamonur氏 が 教授 して くれた,　Satawal島 の

数 占いについて,で きるかぎ り体系的 に民族誌 的記述 をお こな うことを 目的 として書

かれた もので ある。

　 しか しなが ら,占 いについて は,い くつかの異な る視点 か らアプ ローチが可能であ

る。た とえば,社 会的脈絡における占いの問題が ある。それは,占 いをめ ぐる人間関

係などをは じめとす る占いの社会的機能の問題 である[Park　 l963]。 しか し,占 い

はまた,社 会 的脈絡 を離 れて,独 自の体系を もってい る場合 があ り,そ の体系を研究

す ることによ って,そ の社会 の人び とのいだ く世界観 を解明す る,一 つの足が か りと

す ることがで きる。Satawal島 の 数 占い は,後 述す るように,占 いが一つの明確 な基

本体系を もってお り,社 会 的脈絡 とは関係な く,そ の基本体 系を記述 ・分析す る こと

が可能である。社会 的脈絡 のなかにおける数 占いについては,別 稿 で詳述す る予定で

あ り,本 稿で はSatawal島 の数 占いの基本体系にのみ焦点 をあわせ て,民 族誌的報

告 をおこなうことにす る。

　 また,本 稿では,サ タワル島 にお ける数占いの基本体系の特質を より明確 な ものに

す るた めに,カ ロ リン諸 島のい くつかの島 々における数 占いの基本体系を比較考 察す

る予定で ある。

2.調 査地および調査方法

　筆者が調査をお こな ったSatawal島 は,中 央カ ロ リン諸 島の中部 に位置す る島で

ある。周囲約6キ ロメー トル ほどの小 さな隆起サ ンゴ礁の島で あ り,人 口は492人 で
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あ る(1978年8月 現在)。Satawal島 は行政的 には,国 連信託統治領太平洋諸島(Trust

Tcrritory　 of　the　Paci丘c　Islands)のYap地 区 に属 している。 しか し,　Yap地 区 の

最東端 に位置 しているために,地 区の行政の中心地 であ るYap島 か ら,約1,000キ

ロメー トル も離れている。 そのため,Yap島 か ら生 活物資 をは こんで くる連絡船が

2～3カ 月 に一度の割で しか こないので,外 来文化 を影響を うけ ることが比較的少 な く,

ミク ロネ シアのなかで もっと も伝統文化を色濃 くの こす 島の一つ とみな されてい る。

　 Satawa1島 には,調 査当時,数 占いを熟 知す るsawpweが4人 いた。筆者 は,そ の

4人 のsawpweの う ち,最 年 長者 であるLamonur氏 か ら数 占いに関する伝統的知識

の教授を うけた。Lamonur氏 は 当時約70歳 であ り,数 占いに関す る知識を もっとも

詳細 にわた って保有 しているとみな されていた。Lamonur氏 は,　Satawal島 の生れ

であるが,幼 少 の頃にPuluwat環 礁 の著 名なpal丘 で あ ったShutturの 養 子 となっ

た。 当時,Puluwat環 礁 は中央 カロ リン諸 島のなかで もっとも盛んに遠 洋航 海をお

こな ってお り,す ぐれたpal丘 が 多数いたといわれて いる。なかで もと くに,　Lamo-

nur氏 の 養父 とな ったShutterは,当 時 もっとも偉大なpal丘 と して著 名な人であ り,

Lamonur氏 は その人か ら直伝 で各種 の伝統的知識 と技術を授 け られたので ある。 し

たが って,数 占いについても,養 父の知識を継承 した ものであ る。

　 調査 にあた っては,主 として英語 をもちい,副 次的にSatawal語 を もちいた。そ

のため,筆 者の調査助手をつ とめて くれたSabino　 Sauchoman氏 を通訳 として もち

いた。Sauchoman氏 は現在24歳 で,　Truk群 島 にある,　Xavier　 High　 Schoolを 卒

業 してお り,英 語に 堪能で ある。 その上に,な お幸いな ことに,Sauchoman氏 は

Lamonur氏 の 養子 であ り,そ の点で もより円滑に調査をすす めることがで きた。数

占いなどに関する伝 統的知識 は,本 来,父 親 か ら息子 に継承 されてい くべ き ものであ

り,そ の点,今 回の調査 の場合,こ のル ールにの っとったかた ちでお こな ったので,

何 の障害 も生 じなか った。

　 しか し,Lamonur氏 に とって,筆 者は部外者 であ り,本 来,数 占いを教 授 しては

な らない関係 にある。 それに もかかわ らず,部 外者 である筆者 に数 占いを教授 して く

れたの は,Satawal島 の若者 が非実用的意味 しか もたな くなった数 占いについてま っ

た く興味を しめさな くな ったためであ る。その ような社会的背景のなかで,Lamonur

氏 は 自分が うけついできた伝統的知識が 自らの死 と ともに消え さることを憂えてお り,

数 年前 に若者を集めて,航 海術や数 占いな どに関す る伝統的知識 を教授す る機会 を積

極的 にもうけたが,若 者 はそれほ ど興味を示 さなかった といわれている。 そのよ うな

社会的状況の なかで,筆 者お よび共 同調査者の須藤健一 が,伝 統文化 に関す る調査を
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はじめたために,Lamonur氏 が 筆者 らの仕事 の意味を理解 して くれた うえで,積 極

的 に調査 に協力 して くれたので ある。

　 このよ うな経緯の もとで,Lamonur氏 は筆者 に数 占いの秘術 を教授す ることに同

意 して くれたので,そ れに対 して筆者 もSatawal島 の社会 的規範 に準ず るかたちで,

伝 統 的知識 の教授 にみあ うだけの財貨 の 贈与を お こな った。 換言 すれば,筆 者 が

sawpweに な るために,　Lamonur氏 に弟子入 りを したかたちで調査をお こな った と

い うことにな る。

　 なお,Satawal島 につ いては,土 方久功氏が,1931年10月 か ら1938年12月 ま で滞

在 し,島 の生活について,多 くの記録を書 きとどめて いる。 しか し,数 占いについて

は,そ れが島民のあいだで よ くお こなわれている,と 記 しているだけで[土 方 　 1975:

161],そ の詳細 につ いて はまった く記録 に とどめていない。土方氏が,Satawal島 に

滞在 していた当時 は,数 占いがまだ盛 んにお こなわれていた ときであ り,部 外者 がそ

れ についての詳細 を聞きだす ことはむず か しかった とお もわれる。

　 なお,本 稿は,Satawa1島 の社会 と文化に関する調査報告の第1報 であ る。 ただ

し,筆 者は,共 同調査者の須藤健一 および秋道智彌(国 立民族学博物館第2研 究部助

手)と ともに,1979年5月 か ら1980年3月 にか けて,Satawal島 で 本調査 をおこな う

予定 である。 そのため,本 稿での資料 の不備 などについて は,本 調査において補充す

る予定 である。

Ⅱ.3種 類 の 数 占 い

1.　 pwe

　 Satawal島 で は,コ コヤ シの葉 をもちいてお こな う数 占いの ことを,　 pweと よん

で いる。 カロ リン諸 島のほ とん どの島で,同 種の 占いがお こなわれていたことが,各

島に関す る民族誌 に記 されて いる。その上,各 島 にお ける数 占いについての名称を調

べて みると,ほ ぼ共通 して いることがわかる。た とえば,Yap島 で はbei[FURNEss

1910:130],Fais島 で はbe[LEssA　 l959:188],　 Woleai島 で はbe[SoHN　 and

TAwERILMANG　 l976:7],　 Ifalik島 で はbweng[BuRRows　 and　 SPIRo　 1957:235],

Puluwat島 で はpwe[ELBERT　 l972:139],　 Namoluk島 で はpwe[GIRscHNER

1912:199],Truk群 島で はpwe[BoLLIG　 1927:72]な どで ある。

　名称だけでな く,占 いの方法 もほぼ共通 してい る。 ココヤ シの葉を爪で切 りさき,
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それに無作為に結 び 目をつ くる。それか ら結 び目の数をかぞえ,そ の数に よって吉凶

が占われ る。 占いにと もな う儀礼な どについては,島 ごとに独 自性が あるが,占 い方

の基本 は共通 している。

　 これまで に蓄積 された民族誌 によると,コ コヤ シの葉を もちい る数占いと して は,

2種 類だ けしか報告 されていない。一つは4条 の ココヤシの葉片を もちいる場合 であ

り,も う一つ は2条 の葉片を もちいる場合である。 しか し,筆 者が調査をお こな った

Satawal島 で は,そ の ほかに,1条 の 葉片 だけを もちいて おこなう占い もあ った。

つ まり,Satawal島 で は,コ コヤ シの葉を もちいる数 占いには3種 類 あ り,そ れぞれ

が固有 の名前を もっている。1条 の ココヤ シの 葉片 を もちいる占いはpweniyes,2

条 もちい る占いはpwenifiriytip,4条 もちい る占いはpwenimmwaylongで あ る。

pweと い う名称 はこれ らの3種 類 の数 占いの総 称 として もちい られて いる。 しか し,

一 般的 には
,pweと い う場合,4条 の葉片 を もちいる占いを意味 している。 それだ

け,pwenimmwaylongが 社 会 的に重要な 占いだか らである。

2.pweniyes

　 1条 の ココヤ シの葉片を もちいてお こな う占いが,pweniyesで あ る。　pweは 数 占

いの総称であ り,yesは 「ひ とつ」を意味 している。つ ま り,1条 の ココヤ シの葉片

だけで占うとい う意味である。 この 占いは,主 と して,失 せ物 がみつ かるかどうかを

占 うときにもちい られる。そのほか,漁 にで かけた カヌーが魚をた くさん とって くる

か どうかを占うときに ももちい られ る。

　 占い方 は簡単で ある。1条 の ココヤ シの葉片 に無作為に結 び 目をつ くり,そ の数を

かぞえる。その際 に,5ま でかぞえると,ま た1に もどる。たとえば,結 び 目が13あ

った とす ると,3が 最後にの こる。 問題 とな るのは この最後 にの こった数である。そ

の数 によって,占 いの結果 がきまる。 したが って,こ の 占いの場合 には,5と お りの

吉 凶があ りうる。

　 最後にの こった数が1の 場合,sukutoと よばれ,そ の 日が三 日月 の 日をあれ ば,

吉 である。つ ま り,失 せ物 はす ぐにみつかる。また,漁 にでた カヌーがた くさんの魚

を もってかえ って くる。 しか し,そ の 日が三 日月の 日以外,た とえば満月 の 日であれ

ば,凶 であ る。 失せ物 はまだみつ か らない とい う占いになる。sukutoと い うのは,

「あ らわれる,み つ かる」 とい う意味である。

　 の こった数 が2の 場合,sowururと よばれ,そ の 日が新月であれば,吉 で ある。

wurは 「あそぶ」 を意味す る。それ以外 の言葉の意味 は不明である。
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　 3が の こった場合,liwoylongと よ ばれ,占 いを した 日が,半 月であれば吉であ

る。1iは 人間 につ ける接頭辞 であ る。 それ以外の言葉の意味は不 明で ある。

　最後に,4と5が の こった場合 には,そ の 日が満月 であれ ば吉である。ただ し,こ

の二つについては,名 前が あたえ られていない。

　 いずれに して も,こ のpweniyesの 場 合 には,最 後 にの こった数字 と月の満ち欠 け

の相関関係によ って,占 いの吉凶が きめられている点が,一 つの特徴 となってい る。

pweniy6sは 占 い方が簡単であ るために,占 いの専 門家であ るsawpweだ けてな く,

だ れで も知 っている。現在 で も,漁 にでた カヌーの帰 りを待つ人が,カ ヌー小屋で,

この 占いをお こな っているの をみか けることがある。

3。　 pwenifiriytip

　 2条 の ココヤ シの葉片を もちいる占いがpwenifiriytipで あ る。pweは 数 占いの総

称,firiyは 「よい」,　tipは 「気分,気 持ち」 をそれぞれ意味する。つま り,直 訳す る

と,「 気分 がよいかど うかを 占う」ということにな る。 なぜ そのよ うに名づ けられた

のかとい うと,む か しは,ほ とん どの人が,朝 お きて,ま ず は じめに これをお こな っ

て,そ の 日の運勢を占 っていたためで ある。つま り,そ の 日一 日を いい気分です ごせ

るかどうかを 占った ことに由来 してい る。

　 占い方 は,pweniyesの 場 合 と同様 であ り,コ コヤ シの葉片 に無作為 に結び 目をつ

くり,そ の数をかぞえ るだけである。 ただ し,こ の占いの場合に は,pweniyesと は

ことな り,4ま でかぞえ ると,1に もどる。た とえば,結 び 目が13あ れば,最 後 にの

こる数 は1で あ る。そのよ うに して,2条 の葉片に結び 目をつ くるので,二 つの数が

最後 にの こることとな る。 そ して,そ の二つの数の組みあわせ によって,吉 凶が 占わ

れる。

　 この占いでは,最 終的に,1か ら4ま での数が二つ の こることになるので,数 の組

みあわせ と して は,つ ぎの16と お りの可能性 があ る。つま り,1+12》,1+2,1+3,

1十4,　 2十1,　 2十2,　 2十3,　 2十4,　 3十1,3十2,　 3十3,　 3十4,　 4十1,　 4十2,　 4十3,　 4十4

で ある。Satawal島 で は,こ の16と お りの数 の組 みあわせ にそれぞれ固有 の名前 と吉

凶があたえ られてお り,そ れに もとつ いて,占 いの結果 をうることになる(表1を 参

照)。

　現在 のSatawal島 においては,キ リス ト教 の影響で数 占いがほ とんどおこなわれ

2)以 下,本 稿においては,コ コヤシの葉片の占いから生 じる数の組みあわせを記す場合に,+

　 記号をもちいることにする。
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表1数 の組みあわせの名前 と吉凶

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

(1+1)

(1+2)

(1+3)

(1+4)

(2+1)

(2+2)

(2+3)

(2+4)

(3+1)

(3+2)

(3+3)

(3+4)

(4+1)

(4+2)

(4+3)

(4+4)

Tinifak Lukunkuruw 

Saupes Apinimwapis 

Lipul Metankainang 
Pukonimar Raangama 

Inipwai Faanmukorou 

Inaman Mesanweraimw 

Maomoi Nenimat 

Inimain Faanmukat 
Langaperan Mwarikuor 

Mesauk Esiru 

Taulap Faanpwerpwer 

Lironiwan Faanmeseran 

Inifar Lamwonaur 
Inifou Farikai 

Pweigak Faaynemo 

Sawiya Kassupai

吉

凶

凶

吉

凶

凶*

吉

吉

吉

吉

吉

吉

吉

吉

凶

吉

*た だ し
,満 月 の とき だ け,吉 と な る。

な くな ったが,キ リス ト教 がはいる以前 には,す べての成入男子 が毎朝,こ の占いを

お こな っていたといわれて いる。16と おりの組みあわせを記憶 すればす む ことなので,

専 門の占い師でな くと も,だ れで も知 っていたので ある。

4.pwenimmwaylong

　 4条 の ココヤ シの葉片を もちいる占いが,pwenimmwaylongで あ る。　pweは 数

占いの総称,mmwayは 「よりよい,よ りす ぐれてい る」,　Iongは 方 向を指示す る接

尾辞で 「……の内に」の意であ る。つま り,気 分がよ りよいものとなるかどうかを占

うとい うことを意味 している。

　 占い方 は,ま ず はじめに1枚 の ココヤ シの葉 をと って きて,そ れ を親指 の爪で四等

分 に切 りさき,そ れぞれに結 び 目を無作為 につ くる。それ らを,写 真1の よ うに,小

指 と薬指 のあいだ,薬 指 と中指の あいだ,中 指 と人 差 し指 のあいだ,人 差 し指 と親指

のあいだに,そ れぞれは さみ,結 び 目の数 をかぞえ る。その際に,pwenifiriytipの 場

合 と同様 に,4ま で かぞ えると1に もど って かぞ えなお してい く。その ように して,最

終的 に四つの数がの こることとなる。ついで,小 指 と薬指のあいだ と薬指 と中指 のあ

いだ にはさんだ2条 の葉片にの こった数 を組 みあわせ る。そ うする と,pweni丘riytip

の場 合 と同様 に,16と お りの組みあわせ の可能性を える。同 じや り方 で,中 指 と人差

し指 のあいだ と人差 し指 と親 指のあいだにはさんだ2条 の葉片 にの こった数を組みあ
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わせ る。 ついで,そ れ らの二つ

の組みあわせ を,さ らに組 みあ

わせ る。その結果,16と お りの

組 みあわせの可能性 と同 じく16

と お りの組み あわせの可 能性 が

かさなるので,最 終的 には16の

二乗,つ ま り256の 組 みあわせ

の可能性 が生 じる ことになる。

　 Satawal島 で は,こ の256の

組 みあわせの ことをkoranと

よ び,そ れぞれ に固有の名前 と

吉 凶があた え られてい る。その

上に256のkoranの それ ぞれが

名前の 由来伝 承を もっている。

写真1

国立民族学博物館研究報告 4巻2号

4条 の コ コヤ シの葉 片 を もち い る 数占 い

それ らの名前の 由来伝承 の詳細については後述す る。

　 このpwenimmwaylongは,専 門の占い師によ ってのみお こなわれ る。 他の人び

とは,占 い師の もとにい って,占 いをして も らう。 本稿で は,以 下 において,こ の

pwenimmwゑylongに 焦 点 をあわせて記述 をお こな うことにす る。したが って,以 下

において,数 占いとい う場合,pwenimmwaylongの こ とを意味す る。

Ⅲ.数 占いの宗教的背景

1.数 占いの起源 伝承

　　 1)　 Satawal島 の伝 承

　Satawal島 をはじめとする中央カロ リン諸島の島々でおこなわれていた数占いは,

固有の伝統的宗教との密接な関連性のなかにおいて成立 していたものである。そのよ

うな数占いの宗教的背景を知るたあの足がかりとして,ま ずはじめに数占いの起源に

関する伝承をとりあげることにする。以下に記す伝承は,Lamonur氏 が語 って くれ

た ものである。

一隻の カヌーが天上世界(weilang)か ら地上世界(weisal)に お りて きて,住 む
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ところを さが しもとめた。まずは じめに,Kusaie島 を発見 し,そ こに住 みつ いた。

けれど も,4カ 月間だ け,そ こにとどま ったの ちに,ふ たたび西にむ けて船 出 した。

Kusaie島 を でてか ら,ま ず はじめに,　Ponape島 に立 ち寄 り,つ いでTruk群 島

とPuluwat環 礁 をお とずれた。　Puluwat環 礁 をでて か ら,間 もな くApinyanuと

名 づけ られた海域で,カ ヌーの乗組員の一人であるInifarが カ ヌーの最前席にす

わ りたい ことか ら,そ の とき最前列 にす わっていたPukonimarに ケ ンカを しかけ

た。結 局,Inifarが 争 いに勝 って,最 前席を しめ,　Pukonimarは 最 後尾にまわ る

こととな った。

　 それか ら,カ ヌーはなお も西にすす み,Ifalik環 礁 にた どりつ いた。その夜・カヌ

ーの乗組員の一人であ るTinifakが 海 に とび こんで
,島 まで泳いでい った。 島につ

いて か ら,人 を探 したが誰一人みつか らなか ったので,浜 辺の大 きなカ ヌー小屋 に

い った ところ,そ こに一人 の男がいた。その男 は皮 膚病におかされていた。Tinifak

は カ ヌー小屋の前 にきて立 ちどま り,小 屋の男にむ かって,「 お前 はだれだ」 とた

ず ねた。 す ると,そ の皮膚病 の男 は,「 俺 は俺だ」 とこたえた。 それか ら,男 は

Tinifakに む か って,「お前 はだれだ」とたずね た。それに対 して,「わた しはTinifak

だ」 と こたえた。す ると,そ の男は,「 この 島で は,そ のよ うな名前 は耳に した こ

とがない。 い ったい,お 前 はどこか らきたのだ」 とふたたびたずね た。 それに こた

えて,Tinifakは 「わた しのの ったカヌーがつい先 ほど,こ の島にた ど りつ き,カ ヌ

ーはいま環 礁のなかに入 るた めの水路の入 り口の ところに停泊 してい る。カヌーか

らは,わ た しだけがお りてきた」 といった。か さねて,そ の皮 膚病の男は,「 お前 は

どこにい くつ も りだ」 とたずねた。Tinifakは 「われわれ は定住す るための島をさ

が しもとあてい る」と こたえ,そ れ か らなおもつづけて,「 われわれはす ぐに この

島をでてい くけれ ども,こ の島でわれわれが住む ことがで きる場所をつ くっておい

て くれないか」とその男にたのんだ。 そ して別れ ぎわに,「 わた しの名前 はTinifak

だ。 それだ けは忘れないよ うに して くれ」 と言いの こして,そ の場を去 った。

　 Tinifakが 去 ってか ら,そ の皮膚病の男 は,自 分 のいるカヌー小屋の前の ところ

を,Tinifakが 自由に出入 りで きる場所 とした。

　Ifalik環 礁 をでた カヌーは～Yap島 に むか った。　Yap島 に少 しだけとどまった

の ちに,ま たす ぐにそ こを 出発 して,ふ たたび東 にむ かい,1魚lik環 礁 に もどって

きた。Ifalik環 礁 につ いた 日の夜 に,　Tinifakが ふ たたび海にとび こんで,泳 いで

島 にむか った。島にたど りつ いたTinifakは,す ぐに皮膚病の男のいるカヌー小屋

にむか った。その男はやは りカヌー小屋 のなかにいた。　 Tinifak　 は その男にむ か
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って,「 自由に出入 りで きる場所 をさだめて おいて くれたか」 とたず ねた。す ると,

男 は 「もちろんだ とも,こ のカヌー小屋の前 がそれだ」 と こたえた。その ことに満

足 したTinifakは,そ の皮 膚病の男に,「 数 占いを教 えてや ろう」 とい った。

　それか ら,Tinifakは,そ の男 に数 占いを教えは じめた。 まず はじめ に,　Tinifak

は 「われわれの カヌーには,16人 が の って いる。わた しの名前はTinifakだ 。 の こ

りの者 た ちをかぞえあげてみ よう」 とい って,16人 の 名前 をよみあ げてい った。

「Pukonimar　 Raangama,　 Saupcs　 Apinimwapis,　 Inimain　 Faanmukat,　 Lipul

Metankainang,　 Maomoi　 Nenimat,　 Lironiwan　 Faanmcseran,　 Sawiya　 Kassupai,

Pweigak　 Faaynemo,　 Mesauk　 Esiru,　 Langaperan　 Mwarikuor,　 Inifou　 Farikai,

Inipwai　 Faanmukorou,　 Inifar　Lamwonaur,　 Taulap　 Faanpwerpwer,　 Inaman

Mcsanweraimw」 。 そ して最後 に,「 わた しはTinifak　 Lukunkuruvv'だ 」 とい っ

た。それか ら,数 占いの ことを くわ しくはな して きかせた。そ して,皮 膚病の男 も

それを一生懸命 おぼえた。

　そのの ちに,Tinifakは カ ヌーにもどった。それか らまた,カ ヌー は東へ むかい,

ふ たたびKusaie島 に もどった。しか し,ほ どな くしてか ら,島 を出発 した。　Kusaie

島 を でてか ら,こ のカ ヌーのpalUを つ とめるKoranがKusaie島 とNgatik環 礁

のあいだにある,Apungurorと 名づ け られた海域にい こうとい った。 そ して,そ

こについた ときに,Koranは 海 にとび こみ,一 つの リー フの ところまで泳いでい

った。 リー フにた どりつ いたKoranは カ ヌー にむか って,「 お前た ちはい け。 わ

た しは ここにとどまる」 とさけんだ。そ こで,カ ヌーはKoranを お きざ りに した

ま ま,Truk群 島 にむか った。

　 Truk群 島 につ いた のちに,ま たす ぐに北西 にむけて航海 し,　Namonuito環 礁

につ いた。 ついで,西 にむかい,Yap島 に もどった。それか ら,ふ たたび東 にす

すんでか ら南に くだ り,Mortlock群 島 にい った。それか ら,な お も東にむかい,

ふ たたびPonape島 に ついた。

　 Ponape島 に ついてか ら,　Yununkuwaoと 名 づ け られ た浜辺 にむか った。カ ヌ

ーがそ こについた とき
,全 員がその浜辺 に上陸 した。Taulapが 先 頭を きって歩 い

た。 と ころが,Taulapは 浜 辺の穴のなかに落 ちて しまった一5一かれ は,穴 か らはい

あがろ うと した けれ ども,ど うにもな らなか った。 その あいだに,カ ヌーはTaulap

を そ こにおきざ りに したまま,Kusaie島 にむか って,出 発 した。

　 Kusaie島 に ついたカヌーは1年 間,そ こにとどま った。 それか ら,ふ たたび

Ponape島 に もどり,　Taulapを さが しもとめた。カ ヌーがPonape島 の まわ りを
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め ぐり,Taulapが 穴 に落 ちこんだ浜辺 にきた とき,そ こに一人の男がたたず んで

いた。 その男の髪の毛は真 白であった。 ところが,そ の男がTaulapで あ った。1

年 の うちに,白 髪 にな って しま ったのであ る。 これがTaulapがFaanpwerpwer3)

と い うもう一つの名前をつけ られた理 由で ある。このカヌー にの っている者 た ちが,

天 上世界 か らお りて きた ときには,全 員,名 前 は一つ だけ しかもってなか った。 と

ころが,地 上世界 につ いてか ら,あ ち らこちらの島の人 びとがカヌー にの ってい る

全 員に,も う一 つの名前をあたえたのである。

　 Taulapを 助 けてか ら,カ ヌーはふたたびPonape島 を 出発 した。 そ して,カ ヌ

ーは
,い つまで もこれ らの島々のあいだをい った り,き た りしていて,決 して天上

世界 には もどって いかなか った。

　　 2)　 Namoluk環 礁 の 伝 承

　 Satawal島 の伝 承 と同様 の内容を もつ伝承 が,　Namoluk環 礁 で記録 にとどめ られ

ている。Satawal島 の伝承 と比較検討す るために,こ こにそれを記 してお く。 なお,

このNamoluk環 礁 の伝承 は ドイツ人学者 のMax　 Girschncrが い まか ら約70年 前 に

記録 にとどめた ものである[GIRscHNER　 lgl2:200]。

　 Supunemenは,数 占いのカ ミ4)で ある。と ころが,か れの体 にはいた るところ

に,で きものがあ った。あ るとき,か れはそれ らので きものをすべて体 か ら取 りさ

って,地 面においた。す るとそれ らは,み るみ るうちに大き くな って,人 間 となっ

た。 ぞtに'は 全部で16人 いた。Supunemenは か れ らにむか って,「 森 にいき,木

を切 りたお して,カ ヌーをつ くれ」 と命 じた。16人 は,2日 間 の うちに,カ ヌーを

つ くりあげた。

　 16人 はそのカヌーにの って,地 上 にお りてい った。 まずは じめに,Ngatik環 礁

についた。 しか し,そ の環礁の入 り口のと ころで座礁 した。そ こを うま く脱 してか

ら,西 にむかい,Ifalik環 礁 に到着 した。 そ この海岸でSukauと い う名前 の男が

水浴び してい るのに出会 った。Sukauは16人 が 島にあがることを許さなか った。

しか し,Supunemenが か れを説 きふせたので,全 員が島にあが ることができた。

火 をお こしたの ちに,一 つの小 屋で寝 ることにな った。けれど も,そ の小屋が狭か

ったので,Supunemenは16人 を また元通 りの ように,で き ものと して 自分の体に

3)faanは 「…の下に」,　pwerpwerは 「白い」の意であり,白 髪のもとにあるということにな

る。

4)Girschnerは,　 Supunemenの ことをGott　des　Himmelsと 記 しているだけで,そ れに対応す

る現地語を記録 していない[GIRscHNER　 1912:200]
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つ けなお した。

　 あ くる朝にな って,Sakauが 小 屋 にやって きて,　Supunemenを み てび っくりし

た。Supunemenの 体 にで きものがた くさんで きていたか らである。そ こで,　Su-

punemenは そ の男にむ かって,「 おどろ くことはない。われわれ はカ ミなのだ」と

い った。 それか らSupunemel1は,体 中ので きものを とって地面においた。 す る

と,そ れ らはふたたび人間にな った。 それか ら,か れ らはSukauに 数 占いを教え

た。

　 Ifalik環 礁 をでたカ ヌーは,　Puluwat環 礁 にむか った。島につ いた とき,　Puko-

nimarが 「島にい こう」 といったが,　 Supunemenは 「わた しはこの島がき らい

だ」 と こた えた。 そのた めに,カ ヌーはPuluwat環 礁 には立 ち寄 らずに,　 Truk

群 島 にむ か った。Truk群 島 に立ち寄 ったの ちに,　Losap環 礁,　Namoluk環 礁,

Etal環 礁,　Satawan環 礁,　Lukunor環 礁 などに立 ち寄 り,そ れぞれの環礁で一人

の男をえ らんで,数 占いを教 えた。

　 それ か ら,カ ヌー はNgatik環 礁 に もどることに した。 しか し,島 がなかなかみ

つ か らな か った。 そ うして いるうちに,Oroluk環 礁 をみつ けた。 その途中で女で

あ ったInamanが 月 経の血でよ ごれた。 それをみた,カ ヌーのpaluで あ るSawiya

は直 ちに,「 お前 は女だ。 このカ ヌーか らでてい け」 とさけん だ。 それを聞いて,

Inamanは カ ヌーか ら海 にとび こんだ。　Supunemenは 乗組 員の一人 に命 じて,丸

太を海 に放 りなげてや った。Inamanは そ の木につかまって,　Ngatik環 礁 まで泳

いでい くことがで きた。Inamanは 島 にた ど りついてか ら,海 辺 の近 くにはえてい

るnctと い う木 の下 にすわった。

　 カ ヌーがNgatik環 礁 について も,　Inamanは カ ヌーには もど らなか った。そ こ

で,InipwaiがInamanを つ れ もどす ために島まで でむいて いった。 それで もま

だ もど って こないので,Mcsaukが い き,　InamanをSupunemenの も とにつれ

もど した。全員で協議 した結果,InifauがNgatik環 礁 の人 びとに数 占いを教え る

ことに決 まった。Inifanは 早 速,　Ngatik環 礁 にいき,数 占いを教 えた。

　 そのつ ぎに,カ ヌーはPonape島 に 立ち寄 った。　Ponape島 を でてか ら,Pingelap

環 礁 にいき,Langaperanが そ こで数 占いを教 えた。ついで,　Mokil環 礁 にいき,

Lipulが 数 占いを教 えた。

　 Mokil環 礁 を出発 してす ぐに,　Supunemenは 「すべての仕事を終 えたか」とた

ずね た。 カヌーの全 員が 「はい」 とこたえた。 そ して,「 天上 にもどろう」 とい う

ことにな った。 カヌーはMokil環 礁 をでてか ら,天 上 にもどってい き,二 度 とふ
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たたび地上 にはもどって こなか った。

2.数 占 い とyaanu

　 Satawal島 とNamoluk環 礁 における数 占いの 起源伝 承を 比較 検討す る ことによ

って,数 占い と伝統 的宗教の関わ りがい くつ かの点で あき らか となる。

　 まず第一 に,天 上世界に数 占いをつ かさどる超 自然的存在が おり,そ れが地 上世 界

にお りて きて,人 間 に数 占いを教 えた,と みな されている点が重要で ある。キ リス ト

教が入 る以前のSatawal島 に おいては,人 びとは三つの異なる世界 の存在をみ とめて

いた[土 方　 1975:418-419]。 そ れ らは,天 上世界(weilang),地 上 世界(weisal),

海底 世界(faalilong)で あ る。 そ して,人 間 は地上世界にだけ しかすむ ことがで きな

いが,超 自然的存在 は三 つの世界 のどこにで もす む ことがで きるとかんがえ られてい

た。

　 これ らの超 自然的存在 の ことを,Satawal島 の 人び とはyaan丘 とよんでいる。そ

れ は超 自然的存在 のすべ てを さ してお り,精 霊,幽 霊,死 霊,動 物 霊,悪 霊 などが同

一の カテゴ リーに含 まれてい る
。

　　 天上世界 にい るyaanUの な かに,と くに数 占いをつ かさどるyaan丘 が 存在す る

ことを人 びとはみ とめていた。Namoluk環 礁 の場合には,起 源伝承 の冒頭 に,「Su-

punemenが 数 占いのカ ミで ある」 とのべ られてい る。 しか し,　Satawal島 の 伝承で

は,こ の点 が明確 にはされていない。 そ こで,筆 者がLamonur氏 に たずねた ところ,

「数 占いのyaamiは,　 Supunimanで あ る」 と教えてズ」れた。 おそ らく,　Namoluk

環 礁 で認 知されているSupuncmenと 同 じyaanuで あ るとお もわれる。

　 数 占い とyaanUの 関係で もう一つ重要な点は,　 Namoluk環 礁 の伝承で もあ き ら

かな ように,Supunemcnが16人 の人間 らしきものを創造 して,そ れ らを地上 にお く

り,人 間 に数 占いを教えた とかんがえ られてい ることである。Satawal島 で は,こ の

16人 の 人間 らしきものの ことを,yaanUyefemasと よんでいる。　yaanuは 超 自然的

存在の総称で あり,yefemasは 「人間」の意 である。 したが って,　yaanuyeremasを

直 訳す るな らば 「神人」 とい うことになる。超 自然的存在 で もあ り,人 間で もある存

在 である。 これ らの16人 のyaanuyeremasは 数 占い と密接な関わ りを もってお り,

次節 でその関係 をもう少 し くわ し く検討す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　ノ
3.16人 のyaanuyeremas

前章で,数 占いについて略述 した際に,結 び目の数の組みあわせによって,吉 凶が
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定 め られてい るとのべたが,実 は16人 のyaanUyefemasは,そ れ らの数の組 みあわ

せをそれぞれがにな っているので ある。

　 よ り具体的 にい うな らば,2条 のココヤ シの葉片を もちいて おこな う占いである,

pweni丘riytipの 場 合,最 終的 に二つの数がの こる ことにな り,そ の二つの数 が16と

お りの組みあわせをつ くる可能性 のあることをすで に略述 した。その16と お りの数 の

組みあわせを,こ れ らの16のyaanuyermasが そ れぞれにな っているのである。 表

1に 示 した,16と お りの数の組みあわせの名前 とい うのは,実 は16人 のyaanuyeremas

の 名 前その ものである。そのた め,占 い師であ る,sawpweが 数 の組み あわせ につ い

てい うときには,数 をそのまま口にす ることはな く,か な らずyaanuyeremasの 名

前で よんでい る。た とえば,占 いを していて,最 終的に4と4が の こった場合 には,

た だ単 にsawiyaと い うだ けであ る。

　 そ して また,pwenimmwaylongの よ うに,4条 の ココヤシの葉片を もちいる とき

には,二 つの数 の組 みあわせが二つで きるので,そ の場合 には,二 人のyaanuyeremas

が 組 み あわ された もの として表 現される。たとえば,1+1と1+2の 組 みあわせ の場合

には,Tinifak　 me　 Saupesと 表 現 される。 この場合のmeは 「…… と……」 とい う

意味であ る。 占いその ものが,数 の組み あわせ とい うよりも,yaanuyeremasの 組 み

あわせ と して表現 されるのである。

　 この よ うに,16人 のyaanuyeremasが16と お りの数の組みあわせをにな って お り,

それ らのyaamiyefemasの 相 互関係によ って,吉 凶が定 め られてい ることになる。

しか し残念 なが ら,起 源伝承のなかには,yaanuyeremas相 互 間 の具体的 な関係 につ

いて なに もかた られていないので,吉 凶が定 め られた理 由については不 明である。

　つ ぎに もう一つ重要 な点 は,16人 のyaamiyefemasの 名前 につ いてで ある。16人

はそれぞれ固有の名前を もってい るが,Satawal島 の伝承で もあき らかなよ うに,そ

れぞれ が二つ の名前を もってい る。 た とえば,1+1を に な うTinifakは,正 式 には

Tinifak　 Lukunkuruwと よばれている。 この うち,前 者 の名前 は天上世界にいる と

きにすで にあたえ られていた とみなされているのに対 して,後 者 の名前 は地上世 界で

人間 によ って 名づ け られた とされている。 た とえば,Satawal島 の伝承のなかで,

3+3を に な うTaulapがPonape島 の 海辺の穴に落ちて,1年 後 にふたたびあ らわ

れ たときには,白 髪 とな ってお り,そ のためにFaanpwerpwerと い う名前があたえ

られた とされてい る。 おそ らく,16人 のyaanuyeremasの す べて について,命 名が

なされた理 由が伝承のなかでかた られて いたはずで あるが,前 述の伝 承のなかには,

Taulap以 外 について は何 もかた られていない。 その点 がはっき りとしておれば,16
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人のyaanUyefemasの 相 互関係 が もう少 し明確 な もの とな り,吉 凶が定め られた理

由 も解明 しえた かもしれない。

4.数 占 い の カ ヌ ー

　数占いの起源伝承の検討を通 じて,も う一つ あき らかな ことは,数 占いをつかさ ど

る,Supunemenが16人 のyaanuyeremasに 命 じて,カ ヌーをつ くらせ,そ のカ ヌ

ーにの って地上 に くだ り
,カ ロ リン諸 島の島々を め ぐって数 占いを教 えた,と かんが

え られている点 である。 その背景に は,Satawa1島 の 人び とが,天 上世界 において

も地上世界 とま った く同 じ生 活 がい となまれているとみな していたこととの 関連が

あ る[土 方 　 1975ユ 。 天上世界のyaan丘 も地上世界 の人間 と同 じよ うにカヌー にの り,

同 じよ うな生 活をいとなんで いるとみな されていたので ある。

　 Namoluk環 礁 では,こ の カヌーの ことを,　wanepwcと よんで いる[GIRscHNER

1912:200]。 直 訳す ると,ま さに 「数 占いのカ ヌー」 とい うことになる。 それ に対

して,Satawal島 で は,こ のカヌーの ことを,　waanikoranと よんでい る。直訳す る

と,「Koranの カ ヌー」とい うことになる。伝承のなかで もあ きらかなよ うに,Koran

もや はりyaanuyeremasの 一 人で あ り,天 上世界を 出発 した ときには,か れが この

カヌーのpaluで あ った。 そのために,「Koranの カ ヌー」 とよばれたのである。 な

お,伝 承のなか には登場 しなか ったが,こ のWaanikOranに は もう二人のyaanuye-

temasが の っていた とかん がえ られている。それは,　LigengeとRechaの 二 人 であ

る。 この二人 は,1条 の ココヤ シの葉片 を もちいて おこなう占いで あるpweniy6Sに

関 わ りが ある らしいが,pwenimmwaylongと は ま った く関係 がないために,伝 承 に

は登場 して いない。 したが って,waanikoranが 天 上世 界を出発 したときに は,　Su-

punimanと19人 のyaanuyeremasが の っていた ことになる。ただ し,　Namoluk環

礁 の伝承 には,Koran,　 L・igenge,　Rechaの ことがま った くふれ られていない。

　 この数 占いの カヌー に関 して,も う一 つ重要 な点 は,カ ヌーにおけ るyaanuyeremas

の座 席 が明確 に定 め られて いることである。 たとえば,Satawal島 の場合に は,図

2の ごと くに,yaanuyeremasの 座 席 が定め られている。ただ し,　KoranとLigenge

とRechaの 座 席については不明である。 また,　Supunimanは カ ヌーの中心部にあ

る,帆 柱 をたてるための穴 の部分 にい るとみなされている。

　 これ らの16人 のyaanuyeremasが カ ヌーの どの位置にすわるかによ って,16人 の

相互関係が確定 され,そ れ によってそれ ぞれが にな う数の組みあわせの吉凶が定 め ら

れ るとい う調査報告 もあるが[松 岡　 1943:156--161],そ れ はSaipan島 に おける数
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占いの事 例であ り,Satawal島 に おい

てはその点 は不 明である。この点につ

いて は,他 の島 々にお ける数 占いを比

較考察す る際に,あ らた めて論ずる予

定で ある。

　 この数 占いの カヌーについて,も う

一つ重要 な点は
,こ のカヌーが カロ リ

ン諸島の主要な島 々をお とずれて,数

占いを教えて まわ った とかんがえ られ

ている点 である。Satawal島 の 伝承に

登場 す る島々を 東 か ら列 挙 す ると,

Kusaie島,　 Ponape島 ,　Truk群 島,

Mortlock群 島,　 Namonuito環 礁
,

Puluwat環 礁,　 If乞lik環 礁 ,　Yap島

で ある。 それに対 して,Namoluk環

礁 の伝承 では,Pingelap環 礁,　Moki1

環 礁,Ponape島,　 Ngatik環 礁,　Oro・

luk環 礁,　 Lukunor環 礁,　 Satawal】

図2　 Satawal島 の数 占い の カ ヌ ー

　　 　 図 中の 番 号 は表1のyaanfiyefemasの

　　 　 番 号 に準 じて い る

環礁・Etal環 礁,　Namoluk環 礁,　Losap環 礁,　Truk群 島,　Puluwat環 礁,　Ifalik

環 礁 の島 々があげ られている。 この二つの伝承 を総合 すれば,カ ロ リン諸 島の主 な島

々のほ とん どす べてが含 まれる ことになる。 この ことは,カ ロ リン諸 島のほ とんどの

島 々で数占いがお こなわれていたとす る民族 誌の成果 に符合 する ものであ る。

　最後に,Namoluk環 礁 の伝承によれば,数 占いのカヌーは多 くの島々をおとずれ

たの ちに,天 上世界に帰 ってい った ことになって いる。 しか し,Satawal島 の伝承 に

よれば,カ ヌーは二度 と天上世界 に帰 ってい くことはな く,地 上世界にとどま ってい

るとされている。Lamonur氏 は,数 占いのカヌーが地上世界に とどま っていて くれ

るか らこそ,占 いの際 に,占 い師が,yaanuの 助 力を直接 うけることがで きると教え

て くれた。 この点 につ いて は,次 章の数 占いの方法 の ところで詳述す る。
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IV.数 占いの基本体 系

1.占 い の 方 法

　 Satawal島 に おいて数 占いをお こな う場合,二 通 りのや り方 がある。一つは儀礼を

必要 とす る場合であ り,も う一つ は儀 礼を必要 としない場合で ある。 この うち,儀 礼

が必要 とな るのは,島 全体 に関わ る問題 と島の酋長(samwol)の 氏 族(yainang)に

関 わる問題 について 占いをす る場合だ けで ある。現在で はもうす でにお こなわれな く

な ったが,1930年 代 ごろまで は,毎 年一回定 め られた ときに,島 のsawpweが 全 員

集 まって,島 のむ こう一年間の運勢 を占 ったそ うで ある。

　 その ような儀礼 をともなう数 占いの ことを,wunpwelapと いい,そ れに参 加で き

るのは,samwolとpaluとsawpweだ けであ ったといわれている。また,そ こで 占

われた のは,む こう一年間の うちに,パ ンノキの実がた くさん とれ るかど うかとか,

魚 が とれ るか とか,大 きな台風が こないかとか,samwolに 不 幸 がないかとか,遠 距

離 の航 海にの りだ して もよいかなど とい った事柄 であった。 この ようなwUnpwelap

に対 して,そ れ以外の 日常的にお こなわれ る数 占いについては,一 切の儀礼 が不要 で

あ った。

　 ここで,儀 礼を ともな う場合 の数 占いの方法 について順 をおって もう少 しくわ しく

記す ことにす る。

1)　 その日,占 いを担 当す るsawpweは,朝3時 ごろに起 きて,ま ず はじめ に水 浴

びを して,体 を清 める。それか ら,数 占いの儀礼が おこなわれ るカヌー小屋 にい き,

海 にむか ってすわる。

2)一 方,同 じころに,も う一人のsawpweが,占 いに もちいるココヤシの葉を と

りにでかける。 その場合に,真 東 にあ るココヤ シの木 か ら葉を と らなければ ならな

い。真東 とい うことの意味は,天 上世界 か らおりて きた,数 占いのカヌーである,

waanikoranがKusaie島 の方 向,つ ま り真東の方向か ら,　Satawal島 にや って く

るか らで ある。

　 そ して また,占 いに もちいるヤシの葉はかな らず若葉 でなけれ ばな らない 。Sata-

wal島 で は,こ のココヤ シの若葉の ことをwupwutと よんでい る。 占いに若葉を

もちいる理 由について は,Truk群 島 の人 びとは,若 葉を人間の子供 と同 じにみた

てて,決 して ウソをつかな いか らで あるとい っている[BOLIG　 I927:66-67]。
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Satawal島 で は,コ コヤ シの若葉 は各種の儀i礼に もちい られてお り,け がれを清 め

る意味があ るとかんがえ られてい る。

3)　 ココヤ シの若葉の枝を切 りとる前 に,ま ず は じめに,葉 に手をか けて,ゆ っ くり

とゆさぶ る。 眠 っている ココヤ シのyaanUを お こすた めである。 その ときに,つ

ぎのような呪文(rong)を となえる。

 yiruruni yaipwe menemeni yaipwe 

yiruruni yaipwe menemeni yaipwe 

 yitokofi pwe fir pwe man pweniwaai  Luukaaylâng 

pue yipue rik faan 

pue yimmanau ngeyimmanau

わたしの数占いよ起きよ　わたしの数占いよ強 くなれ　わたしの数占いよ起きよ

わたしの数占いよ強 くなれ　わたしはよい数占いを得た わた しは強い数占いを

得た　 わたしはLuukaay1ゑng5)の 数占いのカヌーを得た　わた しはいっしょに

いく

わたしは気分がいい　わたしは気分がいい

4)　 そ れか ら,コ コヤシの枝を一本だ け切 りとる。切 るときに,ま たつ ぎのような呪

文を となえる。

woor  ngeringer woor  ngeringer 

woor manaman woor manaman 

woor  ngeringer woor ngeringer 

woor manaman woor manaman

いまから切る　いまか ら切 る

力を切る　力を切る

いまから切る　いまから切る

力を切る　力を切る

　 5)　 ココヤ シの枝 を切 りとったsawpweは,そ れを もって,も う一人のsawpwe

　 　が待つ,カ ヌー小屋へい く。小 屋に近づ いて い くときに,つ ぎの ような呪文を と

5)Ludkaaylangは 天空の至上神のことである。　luukは 「中心,申 央」,　Idngは 「天空」の意。
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なえなが ら,枝 葉を手渡す。

yurakya wusapya yurakya wusapya 

ikkawuwa  fattilân waanikoran 

pue  yapeyipeyi lalamwon ii Yarau 

nga yurakya wusapya 

ikkawuwa  fatfilan waanikoran 

pue yapeyipeyi lalamwon ii Fanopei 

nga yurakya wusapya yurakya wusapya 

ikkawuwa  fatilian waanikoran 

pue  yapeyipeyi lalamwon ii Ruk 

nga yurakya wusapya 

ikkawuwa  fatiilan waanikoran 

pue  yapeyipeyi lalamwon ii Polowat 

nga yurakya wusapya yurakya wusapya 

ikkawuwa  fatillan waanikoran 

pue yapeyipeyi non ii Yapinyani 

nga yiptiweni  wbOy 

nga yetiweni ee  w4:56y

わた しは期す る　 わた しは信 じる　 わた しは期す る　 わた しは信 じる.

わ た しはKoranの カ ヌーを漕 ぐのをやめ る

そ してKusaie島 ま で流 れてい く

わた しは期す る　わた しは信 じる

わた しはKoranの カ ヌーを漕 ぐのをや める

そ してPonapc島 まで流れて い く

わた しは期す る　 わた しは信 じる　 わ た しは期す る　 わた しは信 じる

わた しはKoranの カ ヌーを漕 ぐのをや める

・そ してTruk群 島 まで流れてい く

わた しは期す る　 わた しは信 じる

わた しはKoranの カ ヌーを漕 ぐのをやめる'

そ してPuluwat環 礁 まで流れてい く

わた しは期 する　わた しは信 じる
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わた しはKoranの カ ヌーを漕 ぐのをやめ る

そ してYapinyani6)ま で 流れてい く

わた しの もとに来たれよ

わた しの もとに来たれよ

6)　 ココヤ シの枝を もらいうけたsawpweは,　 yingiyoorと い う木 の小枝で,コ コ

ヤシの葉を軽 ぐはた いて まわ る。 ココヤ シの葉についてい る,悪 いyaan丘 を追 い

はらうためで ある。その ときに もまた,つ ぎのような呪文を となえる。

renefen pai renfen mesai 

renefen pai renfen mesai 

me faaylang me faaylewop me pway kiyobrara 

epue bul o epue bul 

o epue mana epue mana 

epue bul o epue bul 

o epue mana epue mana 

epue bulobulota  wooy 

nge epue manamanata   wooy 

epue bulobulota   wooy 

nge epue manamanata   wooy 

epue bul epue man

手を清めよ　目を清めよ

手を清めよ　目を清めよ

天空よ　海底よ　そ してkiyobraraの 木よ

輝け　輝け

強さよ　強さよ

輝け 輝け

強さよ　強さよ

わたしのために輝いておくれ

わたしのために強くなってお くれ

わた しのために輝いてお くれ

6)Yapinyaniは,　 Puluwat環 礁 とSatawal島 の あ い だの 海 の 名前 で あ る。
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わた しのために強 くなってお くれ

輝け　強さよ

7)　 そ のあ とで,一 握 りの葉を枝 か ら切 りとる。それを右手 に もって,開 いた左手 の

手のひ らにむかって軽 くたた く。 このときに,先 ほ どの一番最後 の呪文をふたたび

　となえ る。 この瞬間 に,数 占いのyaamiyefemasた ちが,右 手 に もった,コ コヤ

　シの若葉に とりつ くとかんが え られてい る。

8)つ いで,右 手 に もった若葉を,頭,胸,両 肩 にあて る。す ると,数 占いのyaanU-

　yeremasた ちがsawpweの 体 全体 に とりつ くといわれている。 この ときに もや は

　 り,一 番最後の呪文を となえる。

9)　 それか ら,一 枚の葉を とりだ して,爪 でそれを四等分 に切 りさ く。それ らを
,左

　手 の小指 と薬指のあいだ,薬 指 と中指 のあ いだ,中 指 と人差 し指 のあ いだ,人 差 し

　指 と親指 のあいだには さみ,無 作為 に結 び目をつ くってい く。 そのときに,占 いを

　す る事柄 を口ず さみつづ ける。

10)　 4条 の葉片に結 び 目をつ くりおえると,ふ たたび小指 の方 か ら順番に,結 び 目

　の数をかぞえてい く。 そのときに,4ま で くると,ま た1に もどるよ うに して かぞ

　 える。

11)　 そ の結果,1か ら4ま での数 が四つの こることとなる。 たとえば,小 指 と薬指

　 のあいだ に1が の こり,同 じ く薬指 と中指 のあいだ に2,中 指 と人差 し指 のあいだ

　 に3,人 差 し指 と親指 のあいだに4が の こった とすると,1と2で 第一の組 みあわ

　せ がで き,3と4で 第2の 組 みあわせがで きることになる。つ ま り,(1+2)(3+4)

　 とい う2つ の組みあわせ とい うことになる。そのよ うな数 の組 みあわせに よって,

　 吉凶が占われ る。

12)　 4条 の ココヤ シの 葉片 に,そ れぞれ1か ら4ま で の数 の うちか ら一つがの こる

　 ので,第 一の組 みあわせ にユ6とお りの数 の組 みあわせの可能性が生 じ,第 二の組み

　 あわせ も同様であるので,結 局,256と お りの数の組みあわせ が生 じる こととな る。

　　 Satawal島 の人 びとは,こ の256の 数 の組みあわせの ことをkoranと よんでい

　 る。天上世界を 出発 した ときのカ ヌーのpaluの 名 前に ちなんだ もので ある。

13)sawpweは,256のkoranを 記 憶 してお り,占 いによってえた数 の組 みあわせ

　 に応 じて,吉 凶の判 断を下す ことにな る。

14)　 占 いをおえると,も ちい られた ココヤ シの葉 はすべて集め られ,sawpweが 手

　 に もって 自分の所有 する ココヤシの木の ところまで もっていき,そ の木 の下 にお く。
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ただ し,そ こはあま り人 のこない ところでなけれ ばな らない。 とくに,女 性が近寄

りがたいところがのぞ ましい。占いに もちいた ココヤシの葉を木の下 にお くととも

に,yaanUyefemasはsawpweの 体 か らはなれる といわれ る。 それ をもって数 占

いの儀礼 は終了す る。

2.256のkoran

　 前 述 のような所定 の手順 どお りに数 占いをお こな うと,最 終的 に256のkoranの う

ちの一つ を うることにな る。それによ って吉凶が 占われる。その意味で,数 占いで も

っと も重要 なの は,こ の256のkoranで あ る。 以下 において,　Satawal島 に おける

256のkoranの 名前 とその由来伝承お よび吉凶を記す ことにす る。

1)(1+1)(1+1)Iukunkuruw吉

　 Pulsuk島 に住む一人の男が,仕 事 にでかける前 に占いを した。 す ると,こ の組 み

あわせを えた。 これは吉 なので,す ぐに仕事にでかけた。昼す ぎに仕事 をおえて,た

め池 のところで水浴びを して,汗 をなが した。その とき,突 然,一 人の男に襲われた。

しか し,は げしい格 闘の末 に,う ま く相手を殺す ことがで きた。それ以来,こ の組 み

あわせ は,lukunkuruwと よ ばれ るようにな った。　lukunは 「……のぞ と,… …のは

ず れ」 の意。Kuruwは,　 Pulsuk島 の一 つの地 名で ある。

2)(1+1)(1+2)sawluk吉

　一人 の男 が戦闘に参加すべ きかど うかを 占った ところ,こ の組みあわせをえた。 こ

れは吉 なので,戦 闘に加わ った。 はげ しい殺 しあいの末に,こ の男は無傷で もど って

くる ことがで きた。sawは 「人」の意。1ukはlukuukの 略 で,「 信 じること」 の意。

したがって,sawlukは 「信 じる人」 となる。 この組 みあわせを吉 と信 じて,戦 闘 に

加わ り,無 事 に生 きて もどって きたか らで ある。

3)　 (1十1)(1十3)　 mesanimw　 凶

　 むか し,あ る一人 のよそ者(他 の島か らきた者)が,島 のなかの一軒の家 の前 を横

切 ろうと した ときに,そ の家 の人び とにつかま り,殺 された。他の島か らきた者 は,

そ の島の酋長 の許可 がないかぎ り,島 のなかを 自由に歩 きまわることがで きない。よ

そ者 は浜辺 のカヌー小屋でお とな しくしていなければな らない。この男 はその禁 を犯

したために殺 されたのであ る。mesanは 「前,顔 」,　imwは 「家」の意。 したが っ
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て,mesanimwは 「家 の 前 」 の 意 。

4)　 (1十1)(1十4)faanparam　 凶

　Truk群 島 のFefan島 に住 む一 人の男が命 をね らわれて いたので,　 Param島 ま で

泳いでにげる ことに した。そ こで,占 いを して もらったところ,こ の組みあわせをえ

た。 これ は吉なので,す ぐに出発 した。 しか し,Param島 を 目前 にして,サ メにお

そわれ,命 をお とした。 それ以来,こ の組みあわせは,凶 とみなされ るようにな った。

faanは 「…… の下,… …のあいだ,… …の近 く」 の意。その男が,　Param島 の 近 く

で命 をおと したか らである。

5)(1十1)(2十1)yeronkeraw 凶

　 む か し,Pingelap環 礁 の各地 で激 しい殺 し合 いがお こなわれた。 その最中 に,一

人の男が死の恐怖を感 じて,島 をぬけだす ことに した。かれはKusaic島 に にげるこ

とに した が,カ ヌーで い くと,他 の人 にみつか るので,泳 いでわたる ことに した。 島

をで る前 に占いを して もらった ところ,こ の組みあわせをえた。 これ は吉 なので,島

を出発 した。その男 は,Kusaie島 の 近 くまで なん とか泳いで くる ことがで きたが,

島 を 目前 に して,力 つ きて しまい,お ぼれ死んだ。それ以 来,こ の組 みあわせ は凶と

みなされるよ うになった。yeronは 「……の近 く」の意。　KerawはKusaie島 の こ

とである。

6)(1+1)(2+2)yaangmworomeyasa吉

　 一 隻のカ ヌーが航 海中に,突 然,epeep側 か ら強い風を うけたために,帆 がやぶれ

て しま った。 しか し幸 いに も,マ ス トはたおれなかった。嵐がおさま ってか ら帆を修

理 し,無 事に島に帰 ることがで きた。 そのた めに,吉 である。yaangは 「風」,　me

は 「　　 と　　 」,yasaは 「カ ヌーのepeep側 も しくは風下側」の意。　 mworoは

mworomworの 略 で,「 短 い」 の意。

7)(1+1)(2+3)faaronfine吉

　 一人の男が戦闘に加わる前 に,占 いを して も らった ところ,こ の組みあわせをえた。

これは吉なので,戦 闘に加 わ ったところが,多 勢に無勢で殺 され そうにな ったので,

必 死でその場をのがれた。追 っ手 の目を くらますた めに,隠 れ場所を さが したが,よ

いと ころが見つか らなか った。 ちょうどそのとき,大 きなフ ィネ芋の葉が生い茂 って
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いる ところを見つ けたので,そ の葉の下にか くれた。おか げで追 っ手 に見つかること

な く助かる ことがで きた。faayは 「……の下」,　ronは 「葉」,　fineは 「フ ィネ芋」

の意。 したが って,faayronfineは 「フィネ芋 の葉の下」 の意。

8)　 (1+1)(2+4)　 worapinnu　 凶

　一人の男が,朝,仕 事 にでか ける前 に 占いを して もらった ところ,こ の組みあわせ

をえた。 これは吉なので,仕 事 にでかけた。男 はココヤ シの実を とるために木にのぽ

った。 ココヤ シの実をたたきおと したの ちに,そ の木か ら降 りよ うと して,コ コヤ シ

の葉 を もった ところ,そ の葉の根 もとが くさ っていたため に,そ の葉 もろと も地面 に

落ちて,頭 を強 く打 って死んだ。 それ以来,こ の組 みあわせ は凶 とな った。woは

「……の上に,・ ・一 に」,rapinは 「根 もと」,　nuは 「ココヤ シの木」 の意。した が っ

て,worapinnuは 「ココヤ シの木 の根 もと」の意。

9)　 (1十1)(3十1)　 fanuwas　 凶

　一人の男が決 闘にで かける前 に占いを して もらったと ころ,こ の組 みあわせを えた。

これ は吉なので,す ぐにでか けた。その男 と相手 の男 はナイ フを もって決闘 を した。

格闘 を している うちに,そ の男は相手 の男 が切 りかか ったのを とめきれず に,腹 を刺

されて死んだ。それ以来,こ の組 みあわせ は凶 とみなされるよ うにな った。fanuwas

は金 属製の ナイフの ことを意味す る。

10)　 (1+1)(3+2)riimweiru　 凶

　一人の男が戦闘 に加わ る前に占いを したと ころ,こ の組 みあわせ を得た。 これは吉

なので,戦 闘 に参加 したが,無 惨に も頭 を割 られて死んで しま った。 それ以来,こ の組

みあわせ は,凶 とみなされ るようにな った。riimwは 「頭」の意。　eiruの 意 味は不明。

11)(1十1)(3十3)yanut吉

　 Namonuito環 礁 のPisarach島 の 男たちのあいだで,は げ しい殺 しあいがお こな

われた。その最 中に一人の男が死 の恐怖を感 じて,島 をぬけだす ことに した。そ こで,

占いを した ところ,こ の組みあわせを えた。 これは吉なので,こ の男 は,同 じ環 礁の

なかのOrol島 を めざして泳いでい くことにした。そ して,無 事 に島につ くことがで

きた。泳 ぎついた ところは,Orol島 の 東の端であ り,　Yanutと 島 の人 々によばれて

いるところであ った。 それ以来,こ の組みあわせ は,そ の地名にちなんで名づ け られ
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ることにな った。

12)(1+1)(3+4)ppinang吉

　 一隻のカ ヌヌーが嵐 にまきこまれて,こ な ごなにこわれて しま った。カヌーの乗組

員 は全員,海 に投 げだされた。 はげ しい荒海のなかで,全 員が散 り散 りば らば らとな

った。その うちの一人 の男だ けが泳いで,近 くの無人 島にた ど りつ くことがで きた。

その無人島はMortlock群 島 の一 つの小 さな島で,　 Ppinangと 名 づけ られていた。

他 の乗組員 は全 員死亡 したが,こ の男一人が助か ったので,吉 であ る。ppiは 一 般的

には 「砂浜」を意味す るが,木 が まった くないよ うな砂浜ばか りの小さな島の ことを

意味す る場合 もあ る。人 が住んでい るか,も しくは無人島で も植生が豊富な島の こと

を,Satawal島 で はfanuと い ってい る。

13)　 (1+1)(4+1)komway　 吉

　息子が カヌーででかけよ うと して いた ときに,父 親 が息子 のため に占いを した。す

ると,こ の組みあわせ をえた。 これ は吉なので,父 親 が息子 に出発 して もよい と告 げ

た。息子 はでか けたが,夕 方 になって も,帰 って こなか った。 そこで父親 は,息 子 の

身 に何 かが起 ったのではないか とお もった。 しか し夜遅 くにな って か ら,息 子 は無事

に もど って きた。koは 「あなた」,　mwayは 「遅 い」の意。

ユ4)一(1+1(4+2)-yunirangmeyasa　 吉

　 一 隻のカヌーが航海を していて,突 風を うけて転覆 した。 突風 はepeepの 方 向か

らきたので,epeepが 上 にな ったかたちで転覆 した。乗組 員全 員が海 に投 げだ された

が,す ぐにカヌーを もとどお りに して,全 員が カヌーにはいあが った。 ち ょうどその

ときに,サ メが襲 って きた。 しか し,一 瞬 の差で,全 員無事であ った。yunlrangの

意 味は不 明。meは 「……と…… 」,　yasaは 「カ ヌーのepeep側,も しくは風下側」

の意。

15)(1十1)(4十3)wonikosur凶

　 Elato環 礁 の一 つの島に石干見 があった。 この石干見 は,　 Sauwenと い う一つの

yainangの ものであ った。 そのyainang以 外 の者が,石 干見 の魚 をとることは禁 じ

られていた。それに もかかわ らず,他 のyainangの 者 が こっそ りとや ってきて,石

干見のなかの魚 を盗 んだ。 しか し,ち ょうどその現場を 目撃 され,捕 え られ,き び し
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い罰が加え られた。woniは 「……のなか」,　kosur「 石 干見」の意。 したが って,直

訳す るな らば,「 石干見のなか」 とい うことになる。 盗人が石 干見 のなかで捕 え られ

たか らである。 しか し,こ れ はElato環 礁 の一つ の地名で もある。

16)(1+1)(4+4)lamWyoru吉

　 一隻のカヌーがEauripik環 礁 の近 くで遭難 し,乗 組員全員が海に投 げだされ た。

しか し幸い にも,全 員泳いで,Eauripik環 礁 の一つ の島にた どりつ くことができた。

その うえに,島 の人 びと も,か れ らを歓 迎 した。そのた めに吉であ る。lamwは 「礁

湖」の意。yoruはyorupikの 略 でEauripik環 礁 の意。

17)(1+2)(1+1)lesakiy吉

　 一人の男が命 をね らわれて いた。 この男は,夜 になるといつ も,自 分 が夜のあいだ

無事 にす ごせ るかど うかを 占っ、た。す ると,い つ もこの組みあわせをえた。かれは寝

るときに,い つ もタコノキの葉製のマ ッ トで身を くるんで もらったのち,そ れを家 の

なかの棚の うえにおいて もらって寝 ることに していた。そのた めに,夜 にな って,命

をね らう者た ちがかれをさが しにきて も,い つ もかれをみつ けだす ことができなか っ

た。 それ以来,こ の組みあわせを,こ の男 の名前,つ まり 玉esakiyを もちいて,よ

び な らわす ことにな った。

18)(1十2)(1十2)yapinimwapwiis凶

　 この組みあわせの伝 承は不 明である。yゑpinは 「底,土 台,基 礎」,　imwは 「家」,

pwiisは 「穴」 の意 である。

19)(1+2)(1+3)ppiyarikarik凶

　 一隻の カヌーが島の近 くで座礁 した。島が近か ったので,乗 組員は カヌーをすてて,

泳 いで 島にむか った。 しか し,途 中でサ メに襲われた。乗組員 のほとん どがサ メのえ

じきとなったが,一 人 の男だ けがサ メの襲撃をかわ して,海 辺の近 くまで泳いでにげ

のびる ことがで きた。 しか し不幸 に も,そ こで力がつ きて しまい,結 局,ふ たたびサ

メに襲われて死んで しまった。ppiは 「浜辺」,　yarikゑrikは 「疲れた」の意。

20)(1+2)(1+4)wonnimwarwow吉

Truk群 島 のTol島 のWoneiの 男 た ちが大 きな手漕 ぎカヌー にの って,漁 にでか
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けた。 島を相 当離れた ところにある漁場 につ いてか ら,一 人 の男だけを カヌーに残 し

て,全 員が海 にとび こんで漁を した。 カヌーに残 った男は見張 り役で あ り,あ た りを

見まわ していた。す ると,遠 くに別 の島の カヌーの一群がみえた。そ こで急 いで,ホ

ラ貝を吹 きな らした。ホ ラ貝 の音を きいた男た ちは一 斉にカヌーの ところに もどって

きた。全員がカ ヌーにの りこんだ ときには,も うすでに多数のカ ヌーがまわ りをとり

か こんでいた。 これ らの カヌーにの ってい るのは,敵 対関係 にあ る島の男 たちであっ

た。 かれ らが襲 って くる気配 が したので,Woneiの カ ヌーの リーダーは,こ の包囲を

なん として もやぶ らなけれ ばな らない とお もった。何 かよい方策はない ものか とあた

りを見 まわ した ときに,多 くのカ ヌーのなかに,二 人乗 りの小 さなカ ヌーがいるのを

みつ けた。そ こで,そ のカヌーに体当 りを して包囲をやぶ ることに決めた。

　 まず は じめに,そ の小 さなカヌーとは反対の方向に少 しだ けカヌーをすすめた。す

る と包 囲 して いた カヌーは,進 路を さまた げるために,一 斉 にその方向に集ま ってき

た。 その一瞬 の機会を とらえて,カ ヌーは進行方向をかえて,小 さなカヌーをめがけ

て突進 した。大 きな カヌーの体当た りを うけた二人乗 りのカ ヌーはあえな く沈没 した。

その混乱に乗 じて,Woneiの カ ヌーは うま く包囲をやぶ り,追 っ手 をかわ して にげ

きることがで きた。wonnimwarは 「衝突す る」の意であ るが,　Satawal島 で はparun-

giyの 方 が一般的に もちい られて いる。　wowは 「外へ,外 側 へ,海 側へ」 などの方

向を指示す る接尾辞 である。

一2-1)(1-十2)(2十 ■)-lefaikit吉

　 Pulap環 礁 のTamtam島 の 近 くに,　Lefeikitと よばれる小 さな 島が あった。その

島には,2人 の兄弟 とその妹の3人 だけが住 んで いた。そ こでTamtam島 の 人び と

は,そ の3人 を島か ら追いだそ うとこころみた。3人 は どこににげた らよいかを 占っ

た。す ると,こ の組みあわせをえた。 これは吉 なので,ど こにもいかずに,そ の島に

とどまって,か くれていた。そ う してい るうちにTamtam島 の人 び とが島にや って

きたが,3人 をみつ けだす ことがで きなか った。 それ以来,こ の組みあわせは,そ の

島の地 名に ちなんで名づ け られるよ うにな った。

22)　 (1十2)(2十2)　 yaw磁riimw　 凶

　一人の男が命をね らわれて にげまわ って いた。かれは,夜 になって も,一 睡 もせず

ににげまわ っていた。ある夜,そ の男 は自分 の家のなかにか くれていた。その とき,

か れは,敵 が きた ら,す ぐににげだせ るように立 ってか くれていた。 しか し,疲 れが
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た まっていたので,立 ったままで,う とうととまどろんで しまった。ち ょうどその と

きに,敵 がや ってきて,か れの頭 を強打 した。その一撃 で男 はあえな く最 期をとげた。

yaは 「彼」,　wuuは 「立つ」,　riimwは 「頭」 の意。

23)　 (1+2)(2+3)　 1ukunpuwe　 凶

　一人 の男が命をね らわれて,に げ まわ っていた。ある日,そ の男 は数人 に襲 われた

が,う ま くその場をにげだす ことがで きた。 しか し,puweと 名 づ けられた家 のとこ

ろまで きた ときに,つ い に追 っ手 につかま り,殺 された。そのために凶で ある。1UkUn

は 「……の外」の意。

24)　 (1+2)(2+4)wonnimwarlong　 吉

　 これ は,(1+2)(1+4)の 伝 承 につづ くはな しであ る。 敵の包囲を うま く脱 した,

Woneiの カ ヌーは,こ れか ら進むべき方 向を 占った ところ,こ の組 みあわせをえた。

これは吉であ り,自 分 た ちの島の方 向にカヌーを進めて,無 事 にたどりつ くことがで

きた。WOnnimWarは 「衝突す る」,　longは 方 向を指示す る接尾辞で 「内へ,陸 側へ」

の意 である。

25)(1+2)(3+1)1iinger吉

　 Truk群 島 の一つの島に大へんな美男子が一人いた。 その島の男同士の あいだで は

げ しい争いがおこなわれていた ときに,そ の美男子 も戦闘に加わ ることにな り,占 い

を した。す ると,こ の組みあわせ をえた。これ は吉なので,生 きて もどれ ると確信 し

て,争 いに加 わった。やがて,は げ しい争いがおわ り,そ の男 は無事に もど って きた。

しか も,美 しい顔を まった く傷 つける ことがなかった。liingは 「美 しい」 の意。

26)(1+2)(3+2)soopwoorfas吉

　 Namonuito環 礁 のOrol島 に住む,一 人の男が命 をね らわれて いた。 そのため,

男 は夜があけるといつ も泳いで,Orol島 とPisarach島 と のあいだ にある,リ ー フの

ところにいき,そ こに身をか くしていた。そ して,夜 にな るとまた泳いで,島 にもど

って きた。その男 の命 をね らっていた連中は,ど こを さが して もみつか らないので,

や がてかれを殺す ことをあきらめて しま った。s66pwは 「……の端,… …のおわ り」

の意。Woorfasは,　 Orol島 とPisarach島 の あいだの海の名前である。 なお,中 央

カロ リン諸島において は,す べての島 と島のあいだの海 には,そ れぞれ固有 の名前が
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あたえ られている。

27)(1+2)(3+3)sarongPwe吉

　 一隻の カヌーがEauripik環 礁 か らWoleai環 礁 にむけて航海す ることにな った。

出発前 に占った ところ,こ の組みあわせ をえた。 これは吉なので,す ぐに船出 した。

と ころが夜にな って,一 人の男が あやま って海 に落 ちて しま った。カヌーは付近の海

上 を くまな くさが したが,結 局,そ の男はみつ か らなか った。そ こで,カ ヌー はその

まま航海 をつづ けることにな った。 カヌーにの っている者た ちは,海 に落 ちた男がサ

メのえ じきになったのだ とお もった。 ところが,そ の男 は海に落 ちたけれど も無事で

あ り,一 人で泳いで,Eauripik環 礁 に帰 りつ くことがで きた。それ以来,こ の組み

あわせは,そ の男 の名前 にちなんで,名 づけ られる ことになった。

28)(1十2)(3十4)yitansaw吉

　 これ は一人の男の名前で ある。 この男はたいへん に力が強い こどで有名であ った。

かれ は毎朝,占 いを して いたが,い つ もこの組 みあわせをえた。そ して,か れは,い

つ も命をね らわれていたが,何 度おそわれて も,い つ も襲 った男たちを簡単に撃退す

る ことがで きた。そのために,こ の組みあわせ は,そ の男の名前 にちなんで名づ け ら

れる こととな った。 これは人 の名前では あるが,yitanは 「その名前」,　sawは 「熟

練者,専 門家」を意味 している。

29)(1十2)(4十1)likiteiwal吉

　 一隻のカ ヌーが航海 にで ることにな り,占 いを したところ,こ の組みあわせ をえた。

この組みあわせは もと もと,yaliruwowと よ ばれ,吉 であ ったので,す ぐに船出を し

た。 ところが,そ の夜,大 嵐に まきこまれて,帆 や マス トなどをすべてな くして しま

った。乗組員 は全 員無事で あったが,た だ波 にまかせて漂流す るのみで あった。幾 日

かがす ぎて,食 料が まった くな くなったので,全 員が死を覚悟せざるをえなかった。

しか し,幸 い にも,カ ヌー はあ る一 つの島に無事漂着 し,全 員が助 か った。それ以来,

この組みあわせ は,こ の幸運なカ ヌーの名前で ある,1ikiteiwalに ちなんで名づ け ら

れ ることにな った。

30)(1+2)(4+2)yelirang吉

　 これは男の名前 である。 この男が もう一人 の男 と決闘をす る ことになり,で かける
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前に占いを した。す ると,こ の組みあわせ をえた。 これは吉なので,そ の男 は決闘に

でか けた。 そ して,占 いの とお りに,決 闘に勝 ち,無 事 に もどって くることができた。

つ ぎの 日に も,別 の男 と決闘をす ることにな り,そ の ときに もでかける前 に占った と

ころ,ま た この組 みあわせをえて,無 事 に もど って くることができた。それ以来,こ

の組みあわせは,そ の男の名前 にちなんで,名 づ け られ ることにな った。

31)　 (1+2)(4+3)　 tetteraylowmar　 凶

　 数人の男が,Iowmarと 名 づ け られたカヌー小屋で,格 闘術の手 ほどきを うけてい

た。それを聞きつけた一人の男が,そ の家 にむ かった。その男は腕力が強 く,か れ ら

の腕前をためす つ もりでで かけたのである。その男 がカヌー小屋のなかにはいろうと

した ときに,手 ほど きを うけて いた一人 がす ぐにつ かみかか り,そ の男を軒下 に押 し

たお した。そ して,一 人 の男が はがい じめに し,別 の男 が首を しめつづけたので,つ

い にその男はなすす べ もな く,絶 命 した。そのために凶で ある。tetterayは 「家の軒

下」の意。

32)　 (1十2)(4十4)yewuuriimw　 凶

　力強 い男が一人いた。多 くの男た ちがかれを殺 そ うとこころみたが,反 対に殺 され

て しま った。 けれ ども,ま だほかの多 くの男 たちがかれの命をね らっていた。 ある晩,

かれが家で寝てい るときをね らって,数 人の男たちが家 のなかに押 し入 った。その男

がち ょうど寝込んだ ところであ ったので,な んの抵抗 もな く殺 す ことに成 功 した。ye

は意味不明。wuuは 「立つ」,　riimwは 「頭」の意。 したが って,　 yewuuriimwは

「枕 もとに立つ」 という意である。

33)(1+3)(1+1)nirapinyiru吉

　 この組み あわせの伝承は不 明。 ただ し,rapinは 「土台,底 部」,　yifuは 「家屋の

柱」 の意。

34)　 (1十3)(1十2)malukanweniimw　 吉

　一人の男が命をね らわれていた。男はいつ も夕方 にな ると,無 事 に夜をす ごせるか

どうかを占 った。す るといつ もこの組み あわせをえた。それか ら,そ の男 は,夜 に家

のなかで寝て いるところをおそわれるのを おそれて,い つ も家 の屋根 の うえ に寝てい

た。 そのた めに,命 をね らっている連中 は,か れの姿を みつ けることがで きなかった。

190



石森　　サタワル島の数占い

ma1丘kは 「ニワ トリ」,　weniは 「……の上 」,　imwは 「家」 の意。 つま り,「 屋根 の

上 のニワ トリ」の意であ る。その男が,ニ ワ トリと同 じよ うに,夜 になると,屋 根の

上 にあがって,寝 ていたか らである。

35)　 (1+3)(1+3)　 metangailang　 凶

　 この組みあわせ の伝承 は不明。 ただ し,こ の名前 はWoleai語 で あ り,　metanは

「……の前」,gailangは 母 系親族集 団の意。　Satawal島 で は,こ の集団の ことを,

yalnangと よんでいる。

36)　 (1十3)(1+4)　 ppimaalo　 凶

　 この組みあわせの伝承 は不 明。ただ し,ppiは 「浜辺,砂 浜」,　maaloは 「死 ぬ」

の意。

37)(1十3)(2十1)yapeliiywow吉

　 Pulusuk環 礁 の一つの島に,　 Yapeliiywowと い う名前の男がいた。 この男は命 を

ね らわれていたので,夜 になると,い つ も一つの リー フの ところまで泳いでい って,

そ こに身を か くしていた。そ して,朝 になると,ま た陸にあが って きた。 そのために

命 は無事であ った。peliiyは 「ころがる」,　wowは 方 向を指示す る接尾辞 で 「外へ,

海 へ」 の意。つ ま り,こ の男が夜になると,い つ もころがるよ うに して,海 の方へ に

げてい くこ どにちなんだ ものであ るξ

38)(1十3)(2十2)ripwul吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。

39)　 (1十3)(2+3)　 wamwakik　 凶

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。 ただ し,こ れはWoleai語 で,　 waは 「カ ヌー」,

mwakikは 「こなごなにこわれ る1の 意.

40)(1十3)(2十4)faanpwalang吉

　 一人 の男が命をね らわれてにげまわ っていた。ある 日,数 人に追 われているときに,

pwalangと い う木の下 に身 をか くした。 そのために,追 っ手 はその男をみつける こ

とができなか った。faanは 「……の下」の意。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 191



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国立民族学博物館研究報告　　4巻2号

41)　 (1+3)(3+1)　 nimwarsawi吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,mwarはmwaramwarの 略 で 「花かざ り」,

saWlは 「ホラ貝」 の意。

42)　 (1+3)(3+2)　 lamwurmaan　 吉

　 一つの小 さなサ ンゴ礁の島があった。そ こは無人 島で あ ったが,島 のなかに小 さな

湖があ った。そのために,無 数の鳥がそ こにあつ ま って いた。近 くの島の人たちは,

しば しば この無人島をお とずれて,鳥 やその卵 を とった。

　 一方,占 いを していて,こ の組 みあわせをえ ると,い つで も結果 は吉であ った。そ

こで,こ の有益な 鳥の島に ちなんだ 名前 をつ ける こととな ったので ある。lamwは

「礁湖,も しくは小 さな湖」,wurは 「遊ぶ,た わむれ る」,　maanは 「鳥」の意。つ

ま り,島 の小 さな湖でたわむれる鳥たちとい う意味である。

43)(1+3)(3+3)woonikar吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,wooはwoopwの 略 で,タ コノキの花の名

前 である。

44)(1十3)(3十4)taniruwlong吉

　 この組 みあわせの伝承は不明。 ただ し,10ngは 方 向を指示 する接尾辞 で 「内へ」

の意。

45)(1十3)(4十1)yoworuppi凶

　 一 隻の カヌーが嵐のなかを航行 していた。よ うや く,前 方 にかす かに,目 的の島が

み えた。 しか し,嵐 のためにカヌーの操船がお もうよ うにはかど らず,し だいになが

されて いき,結 局,そ の島を見失 って しまった。 そのた めに凶であ る。y6wor丘 は

y6wofuufuuの 略 で 「見つ ある」,　ppiは 「浜辺」の意。

46)(1+3)(4+2)fawunimesan　 Luukaaylang吉

　 この組み あわせをえ ると,な にをお こなって も,か な らず よい結果 をえ ることがで

きるので,こ の名前がついた。fawtinimesanは 「眼球」の意。よ り正確 には,　fawu

が 「石,玉 」,mesanが 「顔」を意味す る。　Luukaaylangは 「天空の至上神」の意

で,キ リス ト教 がはいる以前 において,中 央 カロ リン諸 島のす べての島々で ひろ く信
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仰 されていt神 である。luukは 「中心,中 央」,1angは 「天空」の意。

47)(1+3)(4+3)lukunyeer吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。 ただ し,こ れは,Puluwat環 礁 の一つの島の地名

で ある。IUktinは 「・…・・の外」,　yeerは 「南」 の意 。

48)　 (1+3)(4+4)　 wumwanuta　 凶

　 この組みあわせの伝承 は不 明。 ただ し,wumwanuは 「トウカム リ貝」,　tゑ は方向

を指示す る接尾辞 で 「上へ,東 へ」の意。

　 49)　 (1+4)(1+1)　 pelookmwaiy　 吉

　　一 隻のカヌーが船出する ことになった。何人かの 占い師が占 った結果,吉 凶がわか

　 れた。そ こで,カ ヌーのpalUは,こ の組 みあわせ をえた占い師の 占いを信 じて船 出

　 をす ることに した。 このカ ヌーが島をでて いったあ と,占 い師のあいだで論争があ っ

　 た。吉だか ら絶対無事 にもど って くると主張す る者 と,凶 だか ら無事 にもどって こな

　 い と主張する者 とが,論 争 した。結局,数 日た ってか ら,こ のカヌーは無事 に島 にも

　 どって きた。それ以来,こ の組みあわせ は,こ の名で よばれ ることにな った。pelook

　 は 「二股 にな った木」 の意。mWalyはmWamWalyの 略 で 「正 しい」の意。つ まり,

　 占い師の あいだで意見 が二つ にわかれたけれ ど も,結 局,こ の組みあわせ を吉 とみ な

一 す 占いの方が正 しか つたと い う意味である。

50)(1+4)(1+2)yitiilong吉

　 この組 みあわせの伝承は不 明。 ただ し,yittiは 「行 く」,　longは 「なかの方へ」

の意。

51)　 (1+4)(1+3)fawtinwuurmaan　 吉

　 この組みあわせ の伝承 は不 明。 ただ し,こ れはPuluwat環 礁 で名づけ られた もの

であ る。fawdは 「石,果 実」,　wuurは 「バ ナナ」,　maanは 「漂流す る,漂 着す る」

の意。つま り,流 れついたバ ナナの実 の意。

52)(1+4)(1+4)raangmaa吉

　 一人の 占い師の息子が カヌーにの って遠洋航海をす ることにな った。父親が息子の
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ために,占 いを したと ころ,こ の組みあわせ をえた。 これ は凶なので,占 い師は息子

が航海 にで るのをやめさせ よ うと した。 しか し,息 子 はもうすでに,他 の仲間 ととも

に船 出の準備をおえて,も うす ぐカヌーにの りこむ ところであ った。 そ して,そ の体

には,ウ コンの粉をぬ りた くって いた。 ウコンの粉 は魔 よけのために もちい られ るも

のであ り,各 種の儀礼の際に もちい られ るほか,長 距離の航海にでる ときにはかな ら

ず体 にぬ りつ ける習慣 があった。海 にすむ魔 ものか ら,身 をま もるためで ある。

　父親 は息子をみつけると,海 辺へつれてい き,息 子の体の ウコンの粉を洗 いなが し

た。 それ は,「 航 海にはでるな」 とい う意志表示 であ った。 息子 は しかたな く父親に

したが って,カ ヌーにはの りこまなか った。息子 が同乗す る予定で あ ったカヌーはそ

のまま船 出を したが,何 カ月た って も島には もど って こなか った。 やは り,父 親の 占

いが正 しか ったのである。 それ以来,こ の組 みあわせ は,raangmaaと よ ばれ るよう

になった。raangは 「ウコンの粉」,　maaはyamaamaaの 略 で 「洗 いながす」の意。

53)(1十4)(2十1)faayccen吉

　 この組み あわせ の伝承は不明。ただ し,faayは 「・・…・の下」 の意。　ccenは キ ダ チ

ル リソウの一種の名前。

54)(1+4)(2+2)saifetan吉

Woleai環 礁 の一隻の カヌーが,嵐 にまきこまれて,漂 流 していた。 カヌーのpalU

は,ど こかの島に無事 にた どりつ くことがで きるか どうかを占った。す ると,こ の組

みあわせを えた。 これ は吉なので,全 員助か るはずであ った。結局,数 日漂流 した末

に,つ いに,一 つの リー フを発 見 した。paluは,そ の リーフがSaifetanと 名づ け ら

れた ところで あることを了解 した。かれ は,そ の リーフがPulusuk環 礁 の真南 にある

ことを知 って いた ので,ほ どな くして,Pulusuk環 礁 にたど りつ くことがで きた。そ

れ以来,こ の組み あわせは,そ の リーフの名前 にちなんで名づけ られる ことにな った。

55)(1+4)(2+3)yaitiwow吉

　 この組みあわせ の伝承は不明。ただ し,こ れ は,男 の人の名前 といわれている。

56)(1+4)(2+4)IUkUnwUwanpwer吉

　 こ の 組 み あ わ せ の 伝 承 は 不 明 。 た だ し,IUk丘nは 「・・… ・の 外 」,　w丘wanは 「首 」,

pwerは 「白 」 の 意 。
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57)(1+4)(3+1)kayurak凶

　 Satawal島 か ら北北西に約80キ ロメー トルの ところに,　 West　 Fayu環 礁 がある。

その島は無人島で あるが,カ メが た くさん とれ るので,近 くの島々か らいつ もカ ヌー

がきていた。

　 ある とき,Lamotrek環 礁 か らきたカヌーがWcst　 Fayu環 礁 で カメを とっていた。

ところが,別 の島か らもカ ヌーがきてお り,ほ どな くしてか ら,両 島のカヌーの乗組

員のあいだで争いがお こ り,五amotrek環 礁 か らきていた一人の男が殺 された。 この

組みあわせ は,そ の殺 された男の名前 にちなん で名づ け られた ものである。

58)　 (1+4)(3+2)　 laisamwar　 吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。

59)　 (1十4)(3十3)　 Iukunmetawanpwiin　 凶

　 この組み あわせの伝承は不 明。 ただ し,Iukunは 「……の外」,　metawは 「海」,

pwiinは 「魚 の群」の意。

60)(1+4)(3+4)wanuraang吉

　 この組みあわせ の伝承 は不 明。 ただ し,raangは 「ウ コンの粉」 もし くは 「黄色」

の意。

61)(1+4)(4+1)yeronfais吉 　 　 　 　 　 　 h

　 一隻のカ ヌーが,嵐 にまき こまれたあ と,洋 上 を漂流 していた。食料 もな くな った

ので,乗 組員は全員,飢 え死にす る しかないとお もった。そ こで,pa1uが 占いを し

た ところ,こ の組みあわせをえた。 この組みあわせは吉なので,全 員助 かるはずであ

った。 それ か らま もな く,カ ヌー はFais島 に漂着 し,全 員助か った。　yeronは 「・・…・

の近 く」,Faisは 「Fais島 」 の意。

62)(1+4)(4+2)maitanur吉

　 この組みあわせの伝承 は不明。ただ し,こ れは,Sorol環 礁 の一つの水路 の名前 で

ある。

63)　 (1+4)(4+3)　 mesanyaarrikirik　 凶
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　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,mesanは 「……の前」,　yaarは 「水路」,

rikirikは 「小 さい」 の意。

64)(1+4)(4+4)yunermo吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明。

65)(2+1)(1+1)sawolimeran吉

　 大昔,Olimarao環 礁 とElato環 礁 のあいだで しば しば戦争が くり返 された。ある

とき,Elato環 礁 の人び とがOlimarao環 礁 を攻撃す ることに決め,カ ヌーをつ らね

て01imarao環 礁 の近 くまで きた。 それをみたOlimarao環 礁 の人び とは,す ぐに

戦いの準備をする とともに,島 の占い師 にこの戦いに勝て るかどうかを占 って もらっ

た。す ると,こ の組み あわせをえた。 これ は吉 なので,全 員勇気 づけ られて,敵 をむか

え うつ ことがで きた。そ して,占 い のとお りに,戦 いに勝利す ることができた。 それ

以来,こ の組 みあわせ はこのよ うによばれ るようにな った。sawは 「人間」,　Olimeran

は 「Olimarao環 礁 」の意。なお,　Olimarao環 礁 は現在,無 人島 となってい る。

66)(2+1)(1+2)lefailap吉

　 Pulap環 礁 のTamtam島 で,一 人の男が命をね らわれていた。かれは,毎 日,無

事 にす ごせるかど うかを占った。す ると,い つ もこの組みあわせをえた。そ して,か

れ はいつ も敵が くると,Lefailapと 名 づけ られた場所 にい って 身をか くした。 そ こ

は,隠 れ場所 と して は最適の ところであ り,い つ も見つか ることはなかった。そのた

め に,こ の組みあわせはその地 名にちなんで名づ けられた もので ある。

67)(2+1)(1+3)raku吉

　 一人 の男が命をね らわれていた。 ある晩,そ の男が他 の多 くの男 といっ しょに寝て

い るところを襲われた。襲撃 した相手方 は,目 的の男が真 中に寝て いるもの とお もっ

て,中 央 で寝てい る男を殺 した。 と ころが,そ れ は目的の男で はなか った。命 をね ら

われている男 は,そ の混乱に乗 じて,う ま くにげだす ことがで きた。一だから吉である。

rakuは 「ひっつきあ う」 を意味す る。 多 くの男が,一 つ の家の なかでひ っつきあっ

て寝ていたか らである。

68)(2+1)(1+4)lesattumwar吉
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　ある島で,一 人の男が命をね らわれて にげ まわ っていた。 にげる途中で,占 いを し

た ところ,こ の組 みあわせをえた。 これ は吉であ ったので,そ の男 は,Lesattumwar

とい う名前 の老女 の家 ににげこんだ。 その老女 は容姿がたいへんみに くいために,嫌

われ者であ った。 その男を追 う人 びとは,島 中のすべての ところをさが しまわ った。

しかし,こ の老女 のと ころだけは立 ち寄 らなか った。なぜな ら彼女は嫌 われ者で あり,

人 びととつ きあいがなか ったので,男 がそ こにいる とはおもわなか ったか らで ある。

結局,そ れが幸い して男は うま くにげのび ることができた。 それ以来,こ の組 みあわ

せ はその老女の名前に ちなんで名づ け られる ことにな った。

69)　 (2十1)(2十1)faanmwukorou　 凶

　 Woleai環 礁 のRaiur島 に住む男が カヌーにの って,　 Gaferut島 にい くことにな

り,出 発前 に吉 凶を占った。する と,こ の組み合わせをえた。 これは吉なので,船 出

を した。そのとき,こ の男の妻は妊娠9カ 月 の身重であ った。夫は妻 に出産の ときま

で にはかな らず もど って くるとい って出発 した。 しか し,出 産の ときになって も夫は

かえ って こなか った。 あげ くに難産で,結 局,そ の男 の妻 は死んで しまった。妻の死

後,彼 女の霊がGaferut島 にい き,夫 をさが しだ して,殺 して しま った。夫が約束

をま もらなか ったか らである。それ以来,こ の組 みあわせ は凶とみな されるよ うにな

った。faanは 「・…・・の下」の意。　mwukorouは 意 味不明。

70)　 (2十1)(2十2)　 soopwoorma　 凶

　 Namonuito環 礁 の一人 の男が,　Magur島 か らOrol島 ま でカヌーで 出か けてい っ

た。 しか し,途 中で,Sakurporと 名づ け られた暗礁にの りあげて しまい,カ ヌーが こ

われた。あげ くにその男 も死んで しま った。 そのた めに,凶 で ある。soopwは 「……

の端,… …のおわ り」,woorは 「暗礁」,　maは 「死ぬ」の意。 つま り,暗 礁 の端で

座礁 して死 んだ ことを意味 している。

71)(2+1)(2+3)yafisan吉

　 一人の男がいつ も決闘 にで かける前に占い師のと ころにきて,生 きて もど って これ

るかどうかを 占って もらった。す ると,い つ もこの組 みあわせをえた。それは吉であ

ったので,決 闘 にでか けた。そ して,い つ も占いの とお りに,無 事で あった。何度 も

そ うい うことが くりかえ されたので,そ の 占い師は,自 分 の名前を この組みあわせの

よび名 にす ることに決 めた。
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72)(2+1)(2+4)faayiyolap吉

　 一人 の男が,あ る兄弟に命 をね らわれて いた。 しか し,そ の島の人びとは,そ の兄

弟 よ りも,命 をね らわれている男 の方 に好感を もっていたので,だ れ もがその男をか

くま った。 そのたあに,男 は無事であ った。faayiyoは 「申し訳 な くお もう」,　lapは

「大いに,た いへん」の意。

73)(2+1)(3+1)waanik吉

　 数人 の男が手漕 ぎカヌーで魚釣 りにで かけた。 しか し,そ の 日は まった く魚が とれ

なか った。夕方 にな って,島 にかえることにな ったが,そ のうちの一人 の男が疲労 と

空腹 のたあにたおれて しま った。 同行 の者た ちは,そ の男が その ままカヌーのうえで

死 んで しまうのではないか とお もい,急 いで島 にかえ った。島 についてか ら,す ぐに

カ ヌー小屋に寝かせ た。知 らせ をきいた母親が とんで きた 。それか らす ぐに息子 にど

のよ うな処置を ほどこした らよいかを占 って もらった。母親 は息子の大好物 の食べ も

のを食べ させて よいか どうか占 って もらった。する と,こ の組み あわせをえた。 それ

は吉で あ ったので,母 親は家に帰 り,タ ロイモの うち,waanikoと よばれる種類の

ものをたたきつぶ して,だ んご状 に して,息 子 にたべ させた。すると,ほ どな くして,

息子 は元気を回復 し,も とどお りのか らだとなった。それ以来,こ の組みあわせ は,

そ のタロイモの名でよばれることとな った。

74)(2十1)(3十2)yapinwoopwur凶

　 一 隻のカヌーが航海中に,風 向きがかわ ったので,帆 柱を置 きかえることにな った。

帆柱 をはず して,カ ヌーの もう一 方の端に移 しかえるときに,帆 を張 る下桁の部分が,

一 人 の男 のこめかみにあた り
,そ の男 は死んで しまった。yapinは 「底,土 台,下

部」 の意。woopwutは 「帆を張 る下桁の一部分」の 名称であ る。

75)(2+1)(3+3)layipwe吉

　 一人 の男が カヌーで航 海する ことにな り,占 いを して もらった。す ると,一 人 の占

い師 が この組みあわせ をえた。 それは吉であ った。 ところが,他 の 占い師は全員,別

の組 みあわせをえた上に,そ れ らはすべてが凶であ った。 そのために,そ の男 は船 出

を とりや めるよ うに申 しわたされた。 しか し,こ の男は吉 と占って くれた占い師の 占

いを信 じて船出をする ことに した。数 日た ってか ら,そ のカヌーは無事に島にかえっ

て きた。やは り吉であ った。layiは 「私の」,　pweは 「数 占い」の意。
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76)(2+1)(3+4)likapilong吉

WoIeai環 礁 のWottagai島 に住む一人の男が命 をね らわれていた。 その男 は,毎

日,ど こにか くれた らよいかを占 って いた。かれはいつ も,Wottagai島 のLikapilong

と名 づ け られた ところを隠れ場所 と していた。 そこで,Likapilongに か くれてよい

かど うかを 占った ところ,い つ もこの組みあわせ をえた。 これは吉であ った ので,そ

のとお りに していた ところ,相 手 にみつかる ことな く無事であ った。そのたあに,こ

の組 みあわせ は,そ の地名に ちなんで名づ け られ ることになった。

77)(2+1)(4+1)sepea1吉

　 一人 の男 が海 に漁にい く前に占いを した ところ,こ の組みあわせ をえた。 これ は吉

なので,漁 にでて いった。その 日はカヌーでの漁で はな く,泳 ぎなが らの魚釣 りで あ

った。魚釣 りを おえて,泳 いで島に帰 りかけたときに,サ メに襲われた。かれ は足を

かまれた けれど も,サ メの攻撃をなん とかかわ して,浜 辺までた どりつ くことがで き,

一命 を とりとめた
。 それ以来,こ の組みあわせ は,そ の運の よい男の名前 にちなんで

よばれる こととなった。

78)　 (2+1)(4+2)　 wuuwameyat吉

　 流木(yapeyipeyi)が な がれてきたので,早 速,魚 とりにでか けることにな った。

なぜ な ら,流 木の まわ りには,多 くの魚がつきまとっているか らであ る。カ ヌーをだ

す前 に,.占 いを した ところ,こ の組みあわせ をえた。 これは吉一なので,数 隻の カヌー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　うげ

がで ていった。その うちの一 隻が,流 木 にと りつ けるための大 きな笙を もっていた。

何人 かの男が海に とび こんで,笙 を流木に とりつけた。その仕事 をおえたの ちにカ ヌ

ーにはいあがった。 ところが,最 後 の一人が まだ海中にいるときに,突 然,サ メが襲

ってきた。 その男 は流木の横に とりつ けた笙の うえ にとびの って,サ メの攻撃をかわ

した。その間 に,カ ヌーがす ぐにその男の近 くに寄 っていき,無 事 に助 けあげた。wuu

は 「大 きな笙」,waは 「カヌー」 の意であ る。そ して,　 meyatは サ メにおそわれて

一命 を とりとめた男の名前であ る。

79)(2+1)(4+3)ycrゑnwa凶

　 数人の男がカ ヌーで魚と りにでかけることにな り,そ の前 に占いを した。す ると,

この組みあわせをえた。 これは吉 なので,す ぐにでかけた。漁場 にきて錨 をお ろし,

全員 が海 にとび こんで魚 とりをは じめた。 しば らくしてか ら,サ メが あ らわれたので,
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男たちはつ ぎつ ぎとカ ヌーにはいあが った。 しか しヂー人だけにげお くれた男がお り,

サ メのえ じきとなった。そのために,凶 であ る。yeronは 「・・…・の近 く」,　waは 「カ

ヌー」で ある。つま り,カ ヌーの近 くまでにげてきて,サ メにかまれた ことを意味 し

ている。

80)　 (2+1)(4+4)　 faanwupwuwupw　 凶

　一人 の男が決闘にい くことになり,占 いを して もらった。す ると,こ の組みあわせ

をえた。 これは吉なので,決 闘にで かけた。その男はナイ フを もって,も う一人 の男

と闘 った。 ナイフで うま く切 りつけて,相 手に深手 をおわ した。 けれ ども,相 手 は素

手なが ら反撃 にでた。その結果,か れ はその男 にみぞおちを強打 され,そ の一撃 であ

えな く事切れて しまった。faanwupwuwupwと い うのは,格 闘術の一つの技法を意

味 している。しか しそれの文字 どお りの意昧は,faanが 「……の下」,　wupwuwupw

が 「たた く」で ある。

81)　 (2+2)(1+1)　 yaangmormetaam　 吉

　一 隻のカヌーが航海 中に突風 をうけて転覆 した。突風 はアウ トリッガーの方 向か ら

きたので,ア ウ トリッガーが上になるかたちで転覆を した。 この とき,カ ヌーには一

人の女性がの っていた。 女性がカヌーにの った ときにはカ ヌーのepeep側 に いるの

が普通であ った。 そのため,転 覆 したときに,女 の人 はepeep側 にいたので,海 の

なか に もろになげだされ ることとな った。す ぐにカ ヌーを もとどお りに して,全 員が

カヌーにはいあが り,女 性 をひきあげたとたん,サ メが襲 って きた。 しか し,一 瞬の

差で全員無事であった。 そのた めに,吉 である。yaangは 「風」,　meは 「・・一 と…

…」
,taamは 「アウ トリッガー」の意。　morは 意味不明。

82)(2+2)(1+2)maa1吉

　 一人 の男が夜中に突然,数 人の敵に襲われた。 しか し,や み夜であ ったので,う ま

く相手 の 目をかすめ ることができた。 そ して,そ の男は海 の方 ににげ,近 くのサ ンゴ

礁 に身をか くして,夜 中のあいだ中,そ こにとどまった。 それ か ら夜明 けとともに,

島 に もどり,無 事 に仲間 に助 け られた。そのた めに吉で ある。maalは 「夜明け」の意。

83)(2+2)(1+3)mwoc凶

　 一人 の男が魚釣 りにでか けて,mwocと よばれる魚を数匹釣 った。タ方 に帰 って き
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たが,そ の日は疲れていたので,魚 は明朝たべ ることに した。 しか し,ヤ シ酒を とる

た めに,コ コヤ シの木 にだ けはのぼ った。 そのときに,釣 った魚 をカゴにいれて,自

分の ココヤシの木の うえにおいて きた。

　 あ くる朝にな って,そ の男 は,ま ずは じめに,そ の 日が よい日かど うかを 占った。

すると,こ の組 みあわせ をえた。 それは凶であ った。 それを聞いた人 々は,そ の男 に

今 日一 日はよ くない ことが あるとい った。 しか し,そ の男はそれを一笑 に付 した。 な

ぜ な ら,今 日は昨 日釣 って きた魚がた くさんあるので,仕 事を しな くて もよい日だ か

らで ある。男は早速,魚 のはい った カゴを とるために,コ コヤシの木の上にのぼ った。

と ころが,そ こに はカ ゴがなか った。だれかがそのカゴを盗んだので ある。 だか ら,

や は り凶であ った。mwocは 魚 の一一Ptの名前で ある。

84)(2+2)(1+4)mesantowurikon吉

　 一人 の男が海に漁 にでる前 に,自 分 自身で 占いを したところ,こ の組 みあわせ をえ

た。 それは吉なので,早 速,漁 にで かけた。一 日の仕事 をおえて,島 に帰る途 中,環

礁にはいるための一つの水路 を通過 しようと した ときに,カ ヌーが暗礁にの りあげて

しま った。 その結果,カ ヌーが こわれ,ほ とん どの乗組 員が死んだが,か れだけが助

か った。そのた めに,吉 である。mesanは 「……の前」,　t6wUfは 「環礁への入 り口」

水路 の意。konの 意 は不 明。

85)(2±2)(2十1> -Puutiyeer 吉

　 一 人の男が命 をね らわれていた。ある朝,占 いを した ところ,こ の組みあわせをえ!

た 。それは吉 なので,そ の 日一 日も無事だ とお もった。 しか し,そ の日,数 人の男に

おそわれて島のなかをにげまわ った。まず は じめに,島 の北の方 ににげたが適当な隠

れ場所がみつか らなか った。そ こで,西 の方,東 の方を さが したが よい ところがなか

った。結局,島 の南端 にきた ときに,一 本 の木が あり,そ の木陰 にか くれた。追 っ手

は近 くまできたが,そ の木の美 しい花 に目を と られて,そ の男 をみつ けることがなか

った。puutiyはyapuutiyの 略 で,「 花を耳 のところにつ ける」 という意味であ る。

ミクロネシアやポ リネシアの島 々では,男 が自分 の耳の ところに花 をつ けることが一

般的 にお こなわれている。その男が隠れるために身を よせた木に咲 く花 は,匂 いが と

て もよ く,耳 かざ りと して よ くもちい られる ものであった。y66rは 「南」の意。

86)　 (2+2)(2+2)　 mesanweraimw　 凶
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　一 人の男が家 の屋根 のふ きかえを していて,あ や まって,地 面 に落 ち,首 の骨を折

って死んだ。 そのために,凶 で ある。mesanは 「・一 ・の前」,　imwは 「家」の意。

weraは 意 味不 明であ り,言 葉のひび きをよ くす るために挿入 した とい う説明があ っ

た。

87)(2+2)(2+3)faaylet吉

Woleai環 礁 の一 つの島に仲 のよい二人の兄弟がいた。 かれ らは毎 日,大 きな筌 を

もって漁にでかけて,魚 をとって いた。かれ らの父親 は占い師であ った 。そ こで,あ

る日,か れ らは漁にでかけず に,筌 を海岸の近 くの木 につ る した まま,父 親 のところ

にい き,占 いの力をた しかめることにした。かれ らは父親 に今 日,筌 を しか けたので,

魚 が とれ るか どうか とたず ねた。 そうとは知 らずに,父 親 が占 ってみ ると,こ の組み

あわせをえた。 これは吉 なので,息 子た ちにす ぐに しかけた筌 の ところにい くよ うに

い った。息子た ちは父親 をか らか って いただ けであ ったが,念 の ため笑いなが ら,筌

をつ る した木の ところに もど った。す ると,そ こには筌 がなかった。二人で さが した

ところ,そ れ は海岸近 くの海 のなかにあった。 しか も,筌 のなかには,魚 がた くさん

はい って いた。二人 はおどろいて,魚 をど りだ し,父 親 の もとにい った。faayは 「…

…の下」 の意。letは あ る種の木の名前 である。 したが って,　faaylctは 「letと い う

木の下」 の意。木 にぶ らさげていた筌 が,風 にゆ られて下 に落ち,そ こに魚がはい っ

てい ったQで ある。

88)`2+2)(2+4)taluk吉

　 むか し,Ifalik環 礁 の各地で激 しい戦 闘がお こなわれた ときに,二 人 の兄弟が死の

危険を感 じて,島 をぬけだす ことに した。 二人 は,Woleai環 礁 まで泳いでい くこと

に決 め,占 いを した。す ると,こ の組みあわせをえた。 これ は吉なので,二 人 は出発

した。 しか し,途 中で,兄 の方 が力つ きて しまい,そ のまま海の もくず とな った 。兄

の死 に接 した弟 は,自 分 ももう助 か らない とお もった。だがさいわいな ことに,弟 の

方 は無事 にWoleai環 礁 にた どりつ くことができた。　taはIfalik語 で 否定の際 に も

ちい られる。Satawal語 で はsaと な る。1ukはIukuuwの 略 で,「 信 じる」の意。

したが って,t61丘kは 「信 じない」とい うことにな る。兄 の死 に接 した弟が,自 分 は

助かる と信 じなか ったため に,こ のよ うな名前 があた えられたので ある。この組みあ

わせはまた,talukfawuと もよばれ る。　fawuは 「石,岩 」の意 である。 しか し,普

通には,talukと い う略 したかた ちの方 が もちい られ る。
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89)(2+2)(3+1)merowrow吉

　 一人 の男がカヌーで漁 にで る前 に占い師の ところにきて,今 日,魚 が とれるかど う

か占って もらった。す ると,こ の組みあわせ をえた。 これは吉なので,魚 がた くさん

とれ るはずであ った。漁場 についたかれは,ま ず は じめに魚釣 りの餌 にす るタコを さ

が した。 しか し,い つ までた って も,タ コをみつ けることがで きなか った。その うち

に,男 は疲れたので,カ ヌーにあが り,一 個の ココヤ シの実の汁を飲 みほ した。それ

か ら,そ の実を割 って,な かの果 肉を食べ ようとお もった。 ここで,か れに一 つの考

えが うかんだ。 ココヤ シの実の果 肉を餌 にしてみ ようとお もったのであ るゐ早速,そ

のよ うに してみ ると,ま ず は じめにmerowrowと い う名前 の魚が釣れた。そ こで,

この魚 を切 りきざんで餌 にした ところ,そ れ か らあとはつぎか らつ ぎへ と魚が釣れた。

おかげで,た くさんの魚 をとってかえる ことがで きた。merowrowと い うのは,魚

の一種 の名前 である。

90)(2+2)(3+2)mwarwaa凶

　 Puluwat環 礁 の一人 のpaluが,　 Satawal島 ま で航海す ることに決めた。出発 の朝

にな って,占 いを した ところ,こ の組み あわせをえた。かれは,こ の組みあわせを吉

とみな していたので,出 発する ことに した。 ところが,別 の占い師 は,こ の組みあわ

せを凶とみな して お り,出 発をお もいとどま らせ ようとした。 しか し,こ のpaluは

それを無視 して出発 した。 けれ ども,そ のカヌーは出発 してほ どな くしてか ら,大 嵐

にまきこまれて しまった、。一そ一してジ このpaluの カ ーヌ・=はi永 久に島 に一もどって くる

ことはなか った。 嵐で遭難 したためである。 それ以来,'こ の組 みあわせ はmwarwaa

と よばれ,凶 とみなされるよ うにな った。mwarは 「とぽ しい,不 足 して」,　waaは

「カヌー」の意。 したが って,こ の場合 には,旅 立 ってい ったカ ヌーの消息 につ いて,

だ れ もなに も知 らなか った ことを意味 している。

91)(2+2)(3+3)yesopwoorfas吉

　 Namonuito環 礁 のOrol島 に住 む一人 の男が,命 をね らわれていたので,　Orol島

か らpisarach島 まで泳いでにげる ことに した。 そこで,占 いを した ところ,こ の組

みあわせをえた。 これは吉 なので,す ぐに出発 した。 そ して,占 いのとお り無事 にに

げることがで きた。yesopuは 「……の端,… …のおわ り」の意。　WoorfasはOrol

島 とPisarach島 の あいだの海の名前 である。
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92)(2+2)(3+4)suukon吉

　 Wolcai環 礁 の一つの島に二人の兄弟が いた。 かれ らの父i親は占い師であ った。 か

れ らは父親 の占いの力をためす ために,漁 にでかけた ときに,笙 の 口を下にむけて石

をおいて しかけを した。笙の 口を下 にむけていたのでは魚がはい らないのであ るが,

父 親がなん というか知 りたか ったか らで ある。笙を しかけてか ら,父 親の もとに もど

った息子たちは,占 いをたのんだ。す ると,こ の組みあわせをえた。 これ は吉である

ので,父 親は息子 たちにす ぐに笙の ところにい くようにい った。息子 たちは,魚 がは

い るわ けがないと知 りつつ,笙 を しかけたところにい った。けれど も,笙 のなかには

魚がた くさんはいっていた。笙をお さえる石が くずれて,魚 が笙 にはいれ るようにな

ったためであ った。suuはsuukakeloの 略 で 「開いている」 の意。　konはWoleai

語 で,漁 か らもどって,魚 が とれた ことを意味す る言葉 と して もちい られてい る。つ

まり,suukonは 「魚 をた くさん もってい る」とい うほどの意であ る。

93)(2十2)(4十1)yeをonmesarek吉

　 一人 の男が命をね らわれていた。昼間 は襲われる心配 がなか ったので,夜 になる と

海辺 ににげていき,波 打 ち際 のところにか くれる ことに していた。 しか し,そ の前に,

い つ も占いを した。する とこの組 みあわせをいつ もえた。 これ は吉なので,海 辺 にに

げてい った。 そのために,だ れに もみつかることな く無 事 にす ごす ごとができた。

yefonは 「……の近 く」,　mesarekは 「波打.ち際」の意である。

94)(2+2)(4+2)yunirangmeitang吉

　 一 隻のカヌーが航海を していて,突 風を うけて転覆 した。突風はアウ トリッガ ーの

方向か らきたので,ア ウ トリッガーが上 になったかた ちで転覆 した。乗組員全員が海

に投げだされたが,す ぐにカヌーを もとどお りに して,全 員がカヌーのうえにはいあ

が った。す る と,ち ょうどその ときに,サ メが襲 って きた。 しか し,一 瞬の差で,全

員無事 であ った。yunirangは 意 味不明。　meは 「……と……」,　itangは 「カヌーの

ア ウ トリッガー側,も しくは風上側」の意 。この組みあわせは,(1+1)(4+2),つ ま

りyUnirangymeyaSaの ち ょうど逆 のケースである。

95)(2+2)(4+3)ferakiy吉

Woleai環 礁 の一 つの島に二人 の兄弟がいた。 かれ らは毎 日,カ ヌーで引き釣 りを

していたが,魚 が釣れて も,カ ヌーにひ きあげる前 に,い つ もサメに魚 を喰いちぎ ら
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れて しまった。そ こで,父 親が 占い師であ ったので,あ る朝,漁 にでかける前 に,魚

がとれ るか どうか 占って もらった。する と,こ の組みあわせをえた。 これ は吉なので,

父親 は今 日は魚が とれる とい った。漁にでかけたと ころ,今 日もやは りサメが カヌー

のまわ りにいた けれ ども,釣 った魚を うまくカ ヌーの上 にひきあげ ることがで きた。

おかげで,久 しぶ りの大漁 とな った。ferakiyは 「魚を カヌーの上につ りあげる」 と

い う意味で ある。

96)(2+2)(4+4)rapikon吉

Woleai環 礁 の一つの島に二人の兄弟 がいた。 かれ らの父親 は占い師であ った。か

れ らは父親 の占いをためす ために,漁 にでかけた ときに,筌 の 口を真 上に して しかけ

た。 口の位 置が真上にあれば,魚 がなかなかはい らないのであ るが,か れ らに してみ

れば,父 親の 占いを知 りたか ったのであ る。海か らかえって,父 親の もとにいき,占

いをたのんだ。す ると,こ の組 みあわせをえた。 これは吉であ るので,父 親 は息子 た

ちにす ぐに筌 の ところにい くよ うにい った。す るとやは り,筌 には魚がた くさんはい

っていた。rapikonはWoleai語 で あ り,　rapiはrapinの 略 で 「底」の意。筌 の最

上部 は,ち ょうどカヌーの 底 と 同じようにとが ったかた ちを しているためである。

Satawal語 で はrapinの か わ りにkopinで あ る。　konは 「魚 がた くさんある」の意。

97)　 (2十3)(1十1)　 1ukunmeserak　 凶

この組 みあわせの伝承 は不 明。 ただ し,Iukunは 「……のぞと」の意。

98)(2+3)(1+2)liyanipas吉

この組 みあわせ の伝承 は不 明。ただ し,pasは 「漂流す る,漂 着す る」の意。

99)(2十3)(1十3)faangaiusmar吉

　 この組 みあわせ の伝承は不明。 ただ し,こ れは,Woleai環 礁で 名づ け られた もの

である。faanは 「……の下」,　gaiusは 「カヌーのマス ト」の意。

100)　 (2+3)(1+4)menanipwe　 吉

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。

1◎1)(2+3)(2+1)fawuyuuta吉
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　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,fawuは 「石,岩 」,　yuutaは 「立つ」の意。

102)　 (2+3)(2+2)yeronmesewi吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,yeronは 「……の近 く」の意。

103)　 (2+3)(2+3)　 nenimat吉

　 この組みあわせ の伝承 は不 明。

]04)　 (2+3)(2+4)moissineng　 凶

　 この組みあわせの伝承 は不 明。ただ し,moisは 「座礁する」,　sinengは 「正 しい,

ま ともな」 の意。

105)　 (2+3)(3+1)　 samomwaiy　 吉

　 この組みあわせ の伝承 は不 明。

106)(2+3)(3+2)ikewi吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明である。Ikewiと い うの は,一 人の男の名前で ある。

107)　 (2+3)(3+3)　 yawuurimeyepeep　 凶

　 この組みあわせの伝承 は不明。yaは 「それ」,　wuuは 「立 つ」,　rimeyは 「わた し

の頭」,epeepは カ ヌーのア ウ トリッガーの反対側 にとりつけ られ たプ ラッ トフォー

ムで,荷 台 として もちい られ る部分の名称で ある。

108)　 (2+3)(3+4)　 likilikiwow　 凶

　 この組みあわせの伝承 は不明。ただ し,likilikに 「水葬 にす る」,　wowは 方 向を指

示する接尾辞 で 「外 の方,海 の方」 の意。

109)　 (2+3)(4+1)　 wuribwabwa　 凶

　 この組みあわせ の伝承 は不 明。

110)(2+3)(4+2)serawilap吉

　 この組みあわせの伝承 は不明。ただ し,lapは 「大 きい」の意。
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111)(2+3)(4+3)woongpayinu吉

　 この組み あわせ の伝承 は不 明。 ただ し,woongは 「カメ」,　payinUは 「ココヤ シ

の葉」の意。

112)(2+3)(4+4)yapitowur吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,towurは 「環礁 の入 り口とな る水 路」の意。

113)(2+4)(1+1)petokmwaiy吉

　 一隻のカ ヌーが船 出す る ことにな り,数 人 の占い師 が占いを した。 ところが,占 い

師の あいだで,吉 凶について意見がわかれた。 そ こで,カ ヌーのpa1丘 は,こ の組 み

あわせをだ した 占い師の占いを信 じて,船 出を した。 けれ ども,カ ヌーは数 カ月たっ

て もかえ って こなか った。多 くの人び とが,ど こかで事故 にあったのではないかと心

配 した。 しか し,占 い師たちはこの組みあわせ をだ した 占い師が間違 っていない と信

じた。なぜな ら,こ の話 は(1+4)(1+1)の 話 につ づ くもので あ り,そ の とき も意見 の

一致をみなか ったが
,結 局 カヌーは無事 にかえ ってきたか らであ る。そ して,数 日た

ってか ら,予 想 どお り,カ ヌーは無事 にもどって きた。petokは 「同意す る」,　mwaiy

はmwamwaiyの 略 で 「正 しい」の意。つ まり,占 い師た ちのあいだで意見 の相違 は

あ った けれ ども,最 終的 にはこの組 みあわせ が吉で あることに,皆 が同意 したか らで

ある。

114)(2十4)(1十2)lisakup吉

　 一 隻のカ ヌーが航海中に暗礁にの りあげて こわれて しま った。乗組員のほとんどす

べてが行方不明 とな ったが,た だ～人 の男だ けが,一 つの大 きな岩を発見 し,そ こに

はいあが った。岩 にあが って まもな く,潮 が満 ちて きた。 しか し,運 のよい ことに,

満 潮にな つて も,岩 の上 にまで潮が満ちて こなか ったので,そ の男 は無事であ った。

　 Satawal島 で は,こ の組み あわせを,　lisakupと 名 づ けてい るが,そ の言葉の意味

は不明である。 おそ らく,そ の男がはいあが って助か った,大 きな岩場 の名前であ ろ

うとの ことで ある。Satawal島 の 隣…のPuluwat環 礁 では,こ の組 みあわせの ことを,

pwurotoと 名 づ けてい る。　pwurotoは,「 潮の満 ちひ き」 の意 である。

　 なお,こ の岩場で助か った男は,空 腹をみたすために,kapiraと よ ばれ る海ガニを

食べた ところ,食 あた りをお こし,そ れが原因で死んで しま ったそ うである。 けれ ど

も,カ ヌーが遭難 した にもかかわ らず;一 人 だけ岩場 にたど りつ くことができたので,
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この組み あわせ は吉 とみなされてい る。しか し,占 い師 によっては,こ れを凶とみ な

す者 もあ るとの ことで ある。

115)　 (2+4)(1+3)fawunwiirmmar吉

　 この組みあわせの伝 承は不 明で あるが,こ の組みあわせを えると,い かなる場合 で

も吉 である。faw丘 は 「種子,実 」,　wiirは 「バナナ」,　mmarは 「熟 した」の意。つ

ま り,よ く熟 して,た いへ ん美味 しい一房のバナナを意味す る。

116)(2+4)(1+4)wotoorikuuw吉

　 一人 の男が命をね らわれてにげまわ っていた。 ある日,多 くの男た ちに追いかけ ら

れたが,こ の男 はたいへんすば しこか ったので,追 っ手の 目を うま くかわ した。あげ

くに,あ たか も自分 も追 っ手の一員のよ うに,追 っ手の男た ちの最後部 につ いて,走

りまわ ったので,だ れ もかれの存在に気 がつ かなか った。そのために,無 事であ った。

kUUwは 「イル カ」,　wotooは 「イルカが海面上 をとびはね る」の意。つ ま り,追 わ

れて いた男が,イ ルカのごと く機敏 にうごきまわ った ことに ちなんだ もので ある。

117)(2+4)(2+1)sepwarikuuw吉

　 この組 みあわせの伝承は不明。ただ し,kuuwは 「イル カ」の意。

118)(2+4)(2+2)sawtan吉

　 この組 みあわせの伝承は不明。

119)(2十4)(2十3)leewi吉

　 カヌーが転覆 し,乗 組員 がカヌー につかま って泳 いでいた ときに,サ メの群 にまき

こまれた。 しか し,運 のよい ことには,サ メはおそ って こなか った。そのために吉で

ある。leeは 「……のなか」,　wiは 「……の群」 の意。

120)(2+4)(2一 ト4)faanmwukat吉 　 　 　 　 　 　 　 　.

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。ただ し,faanは 「……の下」の意。

121)(2+4)(3+1)lukunpikeram吉

　Woleai環 礁 の カヌーが,1魚1ik環 礁 をめざ して船出を した。 しか し,途 中で航路
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を誤 り,そ の ままはるか東 になが されてい き,一 つの島にた どりついた。 その島 は,

か れ らに とって生 まれては じめてみ る島で あった。島民 と話 を したが,言 葉がわか ら

なか った。 しか し,よ うや く,こ の島がKapingamarangi島 で ある ことがわか った。

島の 人 び とは,Woleai環 礁 か らきたカ ヌーを 歓迎 し,食 べ ものな どをあたえた。

Woleai環 礁 か らきた人た ちは,カ ヌーを修理 したの ち,ふ た たび西にむけて航海 を

した。そ して,Mortlock群 島 に立 ち寄 ったのちに,無 事 にWoleai環 礁 に もどる こ

とができた。Iukunは 「…… の外」,　pikeramは 「Kapingamarangi島 」 の意。 こ

れはSatawal語 で あ り,　Wolcai環 礁 で は,　Kapingamarangi島 の ことを,　Pigere-

maalangと よんでい る。

122)　 (2十4)(3十2)　 faisamwit凶

　 Mortlock群 島 か ら数隻のカ ヌーがPuluwat環 礁 にや って きた。 ほどな くしてか

ら,争 いがお こり,Mortlock群 島 か らきていた男たちの うちの一人が殺 された。 こ

の組 みあわせ は,そ の男の名前 にちなんで名づけ られ たといわれている。

123)(2+4)(3+3)yaawotycpeep凶

　 一 隻のカヌーが島 に到着 した。 ところが,島 の男た ちは,そ のカヌーを歓迎せず に,

乗 組員をすべて殺 して,死 体をカヌーのepeepの と ころにほお りあげた。　yaawotは

yaawotaalongの 略 で,「 ほお りなげる」,　epeepは カ ヌーのプ ラットフォームの部分

の名称め

124)(2+4)(3+4)pweeyppakuwlong吉

　 この組みあわせの伝承 は不明。ただ し,pweeyppakuwは 「はこぶ」,　longは 方 向

を指示す る接尾辞 で 「内へ」の意。

125)(2+4)(4+1)faanungaitaritiw吉

　 この組みあわせの伝承 は不明。ただ し,faanは 「……の下」,　tiwは 方 向を指示す

る接尾辞で 「下へ」の意。

126)　 (2+4)(4+2)　 nayiimwraan　 吉

　 この組 みあわせの伝承は不 明。 ただ し,nayiは 「わた しの子 供」,　imwは 「家」,

raanは 「昼,日 中,昼 の光」 の意。 この組みあわせをえる と,カ ヌーで航海 中に雨
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にうたれていて も,す ぐに晴れて くるといわれている。

127)(2+4)(4+3)faanungaitarita吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,faanは 「……の下」,　tゑは方向を指示する

接尾辞で 「上 へ」 の意。

128)(2十4)(4十4)yaawotfoo凶

　一 隻のカ ヌーが島に到着 した。ところが,島 の男たちは,そ の カヌーを歓 迎せずに,

乗 組員をすべて殺 して,死 体を カヌーのなかにほお りこんだ。yaawotはyaawotaa-

10ngの 略 で 「・…・・のなか にほお りこむ」,　fooは 「カヌーの内部」の意
。

ユ29)(3十1)(1十1)Iukuningarik凶

　一 隻のカ ヌーが数 カ月間の航海の末に,よ うや く一つ の島をみつ け,そ こに上 陸 し

た。そ こは,Ngatik環 礁 で あった。 島の人び とに歓迎 され,そ こで数 カ月 間をす ご

したの ちに,そ こで,占 いを した ところ,こ の組みあわせ をえた。 これ は吉なので,

す ぐに出発 した。と ころが,島 をでて,少 しすす んだと ころで,カ ヌーが座 礁 し,遭

難 した。lukunは 「……の外」 の意。　IngarikはNgatik環 礁 の ことである。

130)(3+1)(1+2)maanctiw吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,maaneはmaanetoの 略 で 「漂流す る」,

tiwは 方 向を指示す る接尾辞 で 「下 の方,西 の方」を意味す る。

131)(3+1)(1+3)lukunlaalang凶

　 この組みあわせの伝 承 は不 明。 ただ し,IUkUnは 「……の外」の意。

132)(3+1♪(1+4)yeronpian吉

む か し,Ifalik環 礁 の愈長 がWoleai環 礁 を 自分の支配下 にお くことを決意 して,

カ ヌーの軍団をつ らねて,Woleai環 礁 を攻撃 した 。その攻撃 のあ る少 し前 に,Woleai

環礁 のWottagai島 に住む一人 の男が仕事 にでか けることにな り,占 いを して もらっ

た。す ると,こ の組みあわせをえた。 これ は吉 なので,近 くのWoleai環 礁 のPial

島 に パ ンノキの実を とりにい った。Ifalik環 礁 か らきた カヌ・一の軍 団は,　Woleai環

礁 の人間が住んでい る,す べ ての島々を攻撃 した。けれど も,幸 い なことに も,そ の
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男がでかけたPia1島 は無人 島であ った ので,攻 撃 をうけることがま った くなかった。

そのために,そ の男 は無事 であ った。yeronは 「……の近 く」 の意。

133)　 (3十1)(2十1)　 sawnayi

　 この組みあわせの伝承 は不明であ る。ただ し,こ の組 みあわせ は,吉 凶のどち らで

もないので,も う一度,占 いを しなおす必要が ある。sawは 「専門家,熟 練者」,　nayi

はnayinayiの 略 で 「使 う,用 いる」の意。

134)(3+1)(2+2)towurniyeer 吉 　 　 　 　 　 　 　 　 　一

　 この組みあわせ の伝承 は不明。 ただ し,t6w瀞 は 「環礁へ の入 り口の水路」,　y66r

は 「南」の意。

135)(3+1)(2+3)pianiyal吉

　 一人の信望のあ る占い師がいた。多 くの人 びとが,か れの もとにや って きて,占 い

をたのんだ。そ して,そ の結果 はいつ も人 々を満足 させ るものであった。 あるとき,

一 隻のカヌーが船 出をする ことにな り
,そ の カヌーのpaluが この占い師 のもとにや

って きた。 占いρ結果, .こ の組 みあわせ をえた。 これは吉なので,カ ヌーはす ぐに船

出を した。 ところが,何 カ月た って も,そ のカヌーはかえ って こなか った。島の人 び

とは嵐 にまきこまれて,遭 難 したのではないか と心配 した。しか し,数 日た ってか ら

無事 にもどっ て きた。 その とき以来,こ の組みあわせ は,そ の信望のあ る占い師の名

前で よばれる こととな った。

136)(3+1)(2+4)mesanyapwung吉

1魚lik環 礁 の酋長 が,　 Woleai環 礁 を 自分の支配下 にお くことを決意 して,カ ヌー

の軍団をつ らねて,Woleai環 礁 を攻撃 した。 はげ しい戦闘の際中に,　 Woleai環 礁

の一人の男が泳いでにげようと した。それを,1伍lik環 礁 の カヌーが追 いかけて,槍

でその男を刺 し殺 そうと した。ところが,海 のなかの男 は,さ しだ された槍 を うま く

と りあげ,そ れを反対 になげかえ した。それが,カ ヌーの上 の一人の男の腹に命 中 し

た。槍 をうけた男 はカ ヌーの上 にもん ど りうってたおれた。 その混乱 に乗 じて,海 の

なかの男は うま くにげ ることができた。 そのために,吉 であ る。mesanは 「……の

前 」の意。yapwungは カ ヌーの本体の一部 の名称で,食 べ ものなどを おいてお くと

ころの ことで ある。槍を うけた男がそ こに倒 れたた めに,そ のよ うに名づ け られたの
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で ある。

137)(3+1)(3+1)marikuwar吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明であ る。

138)　 (3+1)(3+2)[名 前 な し]吉

　 この組み あわせの伝承 は不明で ある。そ してまた,こ の組み あわせには,名 前 があ

たえ られて いない。名前 があたえ られて いない理 由も不 明で あるが,い ずれに して も

吉で ある。

139)　 (3+1)(3+3)　 lamwonepue　 凶

　 Truk群 島で一 人の男が殺 された。 その殺害 されたと ころの地名 にちなんで,こ の

組 みあわせが名づ けられて いる。lamwは 「礁湖」の意。

140)(3+1)(3+4)era吉

　 むか し,Puluwat環 礁 に,　Eraと い う名前の偉大 な禽長がいた。 あるとき,そ の

翁長 はTruk群 島 を征服す るため に,カ ヌーをつ らねてで かける ことに決 めた。 出発

前 に,占 いをす ると,こ の組 みあわせ をえた。 これ は吉であるので,勇 んで船出を し

た。 それか らほどな く,EraはTruk群 島 の一一…Lつの島を征服す る ことに成功 し,無 事

に もど って きた。それ以来,こ の組 みあわせ は,か れの名前 にちなんで よばれ ること

とな った。

141)(3+1)(4+1)yepwusamwar吉

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。

142)(3+1)(4+2)wonniyangarwow吉

　 この組 みあわせ の伝承は不 明。

143)(3+1)(4+3)waiyur吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,こ れは,Puluwat環 礁 のAllei島 に住 んで

いた,一 人の男の名前 との ことであ る。
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144)　 (3+1)(4+4)　 yamaamelang　 凶

　むか し,Mortlock諸 島か ら多数のカ ヌーが,　Puluwat環 礁 に攻 めよせて きた。島

の各地ではげ しい戦闘があ った。 しか し,結 局,Mortlock諸 島 か らきた人び とは,

全 員殺 された。yamaaはyamaamaaの 略 で 「洗 いながす」の意であるが,こ の場

合 には 「一人の こ らず虐殺す る」の意である。meは 「　　 と　 　」,langは 「天空,

大空」の意。

145)(3+2)(1+1)longnomeserak吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,longは 「……の中」の意。

146)　 (3+2)(1+2)　 mwaanpasaato　 吉

　 Puluwat環 礁 の一隻の カヌーが 航海中に 嵐にまきこまれて,カ ヌーが こわれた。

乗組 員のほとんどすべてが行方不 明 となったが,た だ一 人の男だ けが,カ ヌーの破 片

につかま って 漂流 したあげ くに,Pulsuk環 礁 の 一つの 島 に運 よ くながれついた。

mwianは 「男性」,　pasaatoは 「漂流す る」の意。

147)(3+2)(1+3)PPianwurmaan吉

　一つ の小 さなサ ンゴ礁があ った。それ は無人島であ ったが,無 数の鳥が生息す る島

であ った。近 くの島の人た ちは,し ば しばそ こをお とず れて,鳥 やその卵を とった。

その意味で,た いへん重要な島であっ た。

　一方,こ の組 みあわせを えると,い つで も結果 は吉であ ったので,こ の有益 な鳥の

島にちなんで名づ ける こととな った。ppiは 「砂 浜,木 のあま りはえていない島」,

wufは 「遊 ぶ,た わむれ る」,　maanは 「鳥」の意。つ ま り,鳥 がたわむれる,小 さ

なサ ンゴ礁の島という意味である。

148)(3十2)(1十4)ikisamwar吉

　 この組みあわせの伝承 は不明。

149)(3+2)(2+1)itiniko吉

　 この組み あわせの伝承 は不 明。

150)　 (3十2)(2十2)　 1tlnlpuwe　 凶
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　一人 の男が命をね らわれて,に げまわ っていた。 しか しついにつ かまえられ,itini-

puweと よばれ る,木 製の武器で殺 された。 この組み あわせ は,そ の武器 にちなんで

名づけ られた ものであ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

151)(3+2>(2+3)pwenilamta吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,pweは 「数占い」の意。　lamtaはLamotrek

環 礁 の一つのカ ヌー小屋 の名前である。

152)(3+2)(2+4)mesanwaar吉

　 この組み あわせの伝承 は不明。 ただ し,mesanは 「その 目」,　waarは 「かれ らの

カヌー」の意。航海 中に占いを して,こ の組 みあわせをえる と,島 をす ぐにみつ ける

ことがで きるとされ る。 また,病 人のために占いを して,こ れをえたときに も,病 人

はまもな く全快す るといわれている。　　 　　 　　　 　　 '　　　 　　　 　　 、

153)(3+2)(3+1)itinwurwow吉

　 この組みあわせの伝承 は不明。 ただ し,wufは 「遊ぶ」,　WOWは 方 向を指示 す る

接 尾辞 で 「外へ,外 で」の意。

154)(3+2)(3+2)yesiru吉

　 この組 みあわせの伝承は不明。 ただ し,siは 「われわれ」,　ruは 「会 う」 の意。

155)　 (3+2)(3+3)　 sanugmetaw　 吉

　　Satawal島 の二隻の カヌーが,　Saipan島 に むか って船 出を した。しか し,　Saipan

　島 が発見 できぬ ままに,数 ヵ月間 を洋上です ごす こと とな った 。そこで,一 隻の カヌ

　ーのpalUが 占 いをお こな った ところ,こ の組 みあわせをえた。 これは吉 なので,島

　を発 見で きるはずであ った。けれど も,も う一隻の カヌーのpalUは そ れに したが う

　ことを拒絶 した。そのために,二 隻の カヌーは洋上 で別行動を とることにな った。と

　ころが,結 局,こ の 占いを信 じてカヌーをすす めたpaluの 方 は無事にSaipan島 を

発見 し,そ ののちにふたたびSatawal島 に かえることがで きた。 しか し,洋 上 でわ

　かれた,も う一隻の カヌーの消息は,そ の後,永 久に不明で あった。おそ らく,遭 難
'

　した とみなされてい る。それ以来,こ の組みあわせは,こ の名で よばれ ることとな っ

　た。sanngはfesanngの 略 で,「 わかれた」の意。　metawは 「海」の意。つ ま り,
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二隻のカ ヌーが洋上でわかれた ことに由来 して いる。

156)(3+2)(3+4)suraukit吉

　 Puluwat環 礁 の一つの島で,一 人の男が命 をね らわれてにげまわ っていた。 ある

とき,数 人に追 われて いたが,小 さな炊事小屋 にとび こんでか くれて,う ま く追 っ手

の 目をかすめ ることができた。SuraUはmuSUrauの 略 で 「炊事小屋」 の意。　kitは

kitikitの 略 で 「小 さい」 の意。

157)(3+2)(4+1)itinwurlong吉

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。 ただ し,wurfは 「遊ぶ」,　longは 方 向を指示す る接

尾辞で 「内へ,内 で」の意。

158)(3+2)(4+2)Iukulukuyeew吉

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。 ただ し,lukulukuはlukuuの ことで,「 信念,信

じる こと」,yeewは 「一 つ」の意。

159)　 (3+2)(4+3)　 1丘ktinupuwe　 凶

　 この組みあわせ の伝承 は不明。

160)(3+2)(4+4)mesankatnu凶

　 この組 みあわせ の伝承は不明。ただ し,mesanは 「……の前」の意。　Katnuは,

Ifalik環 礁 で一番 大 きい カヌー小屋の名前 である。

161)(3+3)(1+1)yerutiw凶

　 一つの島の森 の方 か ら,男 の さけび声がきこえたので,島 の人び とが,声 の した方

にい ってみ ると,そ こで一人の男が殺 されていた。yefはyeriyerの 略 で 「大声 でさ

けぶ」,tiwは 方 向を指示す る接尾辞で 「下 の方,西 の方」 を意味す る。

162)(3+3)(1+2)puuricca凶

　 一人の男が,家 のなかで妻を殺 した。悲 鳴を きいた近 くの人た ちが,家 のなかにと

びこんでみ ると,そ こには血にまみれた死体 があるだ けで,夫 はすで にどこかににげ
　 　 　 　 　 　 　 む

ていた。puuriは 「ふみ こむ」,　ccaは 「血」め意。つ まり,悲 鳴を きいて,家 のさ
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かに とびこんだ人が,血 の海のなかに足 をふみ こんだ,と い う意味で ある。

163)　 (3+3)(1+3)matettefenmesay　 Luukaaylang　 吉

　 こ の 組 み あ ね せ の 伝 承 は 不 明 。 た だ し,matettefは 「ま つ 毛 」,　meSayは 「目 」・

Luukaaylangは 「天 空 の 至 上 神 」 の 意 。

164)(3+3)(1+4)y6futゑ 凶

　一人 の男 がカヌー小屋にいた ときにおそわれて,殺 された。 それ をみていた人が,

大 声をだ して 島の人び とに知 らせた。しか しその間 に,殺 人 をおか した男 はにげてい

った。yefはy6tiy6fの 略 で 「大声で さけぶ」,　taは 方 向を指示す る接 尾辞で 「上の

方,東 の方」 の意。

165)　 (3+3)(2+1)　 fawunipwulapwu　 凶

　 Puluwat環 礁 の一隻の カヌーがPulusuk環 礁 まで航海する ことにな った。 そ こで,

占 いを した ところ,こ の組 みあわせをえた。 これは吉なので,す ぐに出発を した。そ

して,無 事 に,Pulusuk環 礁 に到着 し,一 つの水路を通 って,環 礁のなかにはい ろう

と した。その ときに,操 船 を誤 って,大 きな岩にぶつか り,カ ヌーを こわ して しま っ

た。 そのた めに,こ の組 みあわせ は凶とみ なされ るようにな った。その大 きな岩の名

前 がfawUnipwulapwuで あ る。　fawUは 「石,岩 」,　pwulapwuは 「赤色」の意。

166)(3+3)(2+2)likitiyatorow吉

　 この組 みあわせの伝承は不 明。ただ し,likitiyは 「の こす,置 きわす れる」,yatorbw

は 「カヌーをおおうた めの敷物(コ コヤ シの葉製)」 の意。 つ ま り,航 海中に雨がふ

った ときにカヌーをおおうた めの敷物 を島に置きわすれた,と い う意味で ある。その

ため,カ ヌーで船 出をす るまえに,こ の組 みあわせをえ ると,航 海 中に雨 にあわない

といわれている。

167)　 (3+3)(2+3)　 pwinyiimwkkar　 凶

　一つの島が襲 われて,島 の人 び と全員が殺 され,家 が焼 きは らわれた。pwiは 「群,

あ つ まり」,imwは 「家」,　kkarは 「焼かれた」の意。
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168)(3+3)(2+4)yowurusefaa凶

　 Puluwat環 礁 のPuluwat島 に一人の力の強い男がいた。その男が同 じ環礁のなか

のAllei島 か らかえ ってきた とき,二 人の男が近づいてきた。 そ して,「 お まえのカ

ヌー小屋が燃 えている」 とい った。それを聞いて,一 瞬ひ るんだす きに,一 人の男が

うしろか らはがい じめに し,も う一人 の男 がまえか ら,な ぐりかか って きた。その力

の強い男は,う しろをふ りかえ って,助 けを もとめるためにさけんだが,だ れ もきて

くれなか った。 そのうちになすすべ もな く,そ の二人の男 にな ぐり殺されて しま った。

yowurは 「さけぶ」,　sefaaは 「ふ りかえる」 の意。

169)(3+3)(3+1)faaitikau凶

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,faayは 「……の下」の意。

170)(3+3)(3+2)ruweeyyang吉

　一人 の男 が,な にかをす る前 に占いをす るといつ もこの組み あわせをえた。 そ して,

そ の結果 は,い つ も吉で あった。 そこで,そ の男 はこの組 みあわせをruweeyyang

と名 づける ことに した。ruwはruwaruの 略 で 「耳 に花 をつ ける」,　eeyはfeeyの

略 で 「私 に」 の意。yangはyanguurikの 略 で,た いへん匂いのよい花 の名前 である。

つま り,こ の組 みあわせをえ るとい うことは,た いへん匂いの よい花をいつ も耳 につ

けているよ うな もので,す こぶる気分 のよいことにちなんだ もので ある。

171)(3+3)(3+3)faanpwerpwer吉

　 16のyaanuyeremasの の った数 占いのカ ヌー(waanikoran)がSatawal島 に くる

までのあいだに,カ ロ リン諸 島をひろ く航海 して まわ っていた。その ときに,Ponape

島 の一 つの海岸に到着 し,Taulapが 浜 辺の穴のなかに落ちた。 その間 に,'カ ヌー は

Taulapだ けをお きざ りに したまま出発 し,1年 た ってふたたび,そ の海岸 についた

とき,Taulapが 浜 辺 に一一人たたずんでいた。す ぐにカヌーにつれ もど したが,1年

のあいだにTaulapは 白髪 にな っていた。

　 この組 みあわせ は,そ の ことを意味 した ものである。faanは 「…… の下」,　pwer-

pwerは 「白」の意。つ ま り,　Taulapが 白髪の もとにあ ったとい う意味である。

172)(3+3)(3+4)fainigar凶

　 Puluwat環 礁 の数隻のカ ヌーが,　Truk群 島 まで航 海する ことになった。そ こで,
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環礁 のすべての 占い師があつ ま って,航 海に参加す る人びとの全員の吉凶を占 った。

その結果,一 人の男だけが全員一致 して凶 と占われた。 けれど も,そ の男は 自分で も

占いがで きたので,自 分 のことを 占ってみた。す ると,こ の組 みあわせ をえた。 これ

は吉であると主張 して,皆 の反対をお しきって,航 海 に参加す ることに した。

　 数ヵ月 ののち,Truk群 島 まで航海 した,す べてのカヌーが無事に もど って きた。

問題の男 ののった カヌー も,Puluwat環 礁 の一つの水路を無事に通過 した。 かれ は

他の乗組員に,自 分の占いが正 しか った ことをはな した。そ して,島 に到着 したので,

乗 組員がマス トをおろ した とき,そ の先端があや まってかれの頭部を直撃 した。その

一撃 によって
,か れは島を 目前 にして,あ えな く絶命 した。やは り,占 い師たちの占

いが正 しか ったので ある。それ以来,こ の組み あわせはその死亡 した男の名前でよば

れ ることとな った。

173)(3+3)(4+1)yeiwererik吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明。 ただ し,こ れ はPulusuk環 礁 の男の名前で ある。

rikは 「小 さい」の意。

174)(3+3)(4+2)faanfenait凶

　 Elato環 礁 の一隻 のカヌーがL、amotrek環 礁 にむ けて船出をす る前 に,占 いを した

ところ,こ の組みあわせ をえた。これ は吉であ ったので,す ぐに出発 した。Lamotrek

環 礁 のFenait島 の近 くまで きた とき,突 然,た つ まきにまきこまれ,カ ヌーが こな

ごなになった。そ して,乗 組員 も全員死亡 した。それ以来,こ の組 みあわせ は,凶 と

みなされ るよ うにな った。 それにと もない,名 前 もfaanfenaitに か わ った。　faanは

「……の下,… …において」の意。

175)(3+3)(4+3)nguingtiw凶

　 一人の男が,朝 起 きてす ぐに,そ の 日の運勢を 占った。す ると,こ の組みあわせを

えた。男は これを吉 とみな していたので,す ぐに仕事にでかけた。 ところが,島 のな

かを歩いていた ときに,突 然,数 人 の男 に襲 われ,殺 された。おそ った男 たちは,死

体 をき りきざんで,ヤ シの葉で か くした。ng丘ngは 「細か く切 りきざむ」の意 。　tiw

は方 向を指示する接尾辞 で 「下 に,西 に」の意。

.176)(3十3)(4十4)saw凶
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　 Puluwat環 礁 に住む一人の男が,仕 事 にでかける前 に占いを した ところ,こ の組

みあわせを えた。 これは吉なので,海 にしかけた笙を とりにでかけた。男は一人で カ

ヌーを こいでい った。笙を しかけたと ころまで きて,カ ヌーを とめて錨をお ろ した。

それか ら,海 に もぐってい った。しか しそのときに突然,サ メにおそわれて,格 闘 の

末に喰い殺 され た。 そのために,凶 とみな されるよ うになった。Sawと い うのは,

Puluwat環 礁 の一つ の島の名前で,そ の男 がその島の近 くで死 んだためで ある。L

177)(3+4)(1+1)Piyto吉

　 この組み あわせの伝承 は不明。ただ し,こ れ はある一人の男の名前である。

178)(3+4)(1+2)faitingarngar吉

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。

179)(3十4)(1十3)taniruwwow吉

　 この組みあわせの伝承 は不 明。ただ し,WOWは 方 向を指示す る接尾辞で,「 外へ」

の意。

180)(3+4)(1+4)yarawaa吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明 。ただ し,yaraは 「人がいる」,　waaは 「カヌー」の意。

181)　 (3+4)(2+1)　 IUkUnmat凶

Woleai環 礁 のFalalap島 の一一人 の男が,同 じ環礁のFalalus島 か らきた男 に殺 さ

れた。 その殺 された場所が,Matと よ ばれると ころで あった。1"kUnは 「……の近

く,・…・・の外」 の意。

182)(3+4)(2+2)yapinifo吉

　 この組みあわせの伝承は不明。ただ し,こ の名前 は,つ ぎの慣行を意味 してい る。

つ ま り,だ れかのガヌーを借 りて,漁 にでた場合,か な らず とれた魚のなかで一番 大

きい ものを,カ ヌーの所有者 にさ しださねばな らない。 その慣行の ことをyapinifb

と い う。 しか し,こ れが この組 みあわせ と,ど うかかわるかは不明。

183)(3+4)(2+3)yagonopue吉
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この組みあわせの伝承は不明。

184)(3+4)(2+4)seimwaan吉

　 この組み あわせの伝承 は不 明。

185)(3十4)(3十1)yapinlゑalang凶

　 Puluwat環 礁 の一 つの島で,一 人の男が殺 された。その殺 害現場 の地名が,　Yゑpin-

laalangで あ る。

186)　 (3+4)(3+2)　 yangUUmwaiy　 吉

　 この組 みあわせの伝 承 は不明。 ただ し,yangUUは 「匂い」,　mwaiyは 「よい」の

意。 また,yangUUはyangUUrikと い う,た いへん匂 いのよい花 の名前の略で もある。

187)(3+4)(3+3)negores凶

　 一 隻のカヌーが嵐 にまきこまれて,苦 しい航海をつづけていた。そのとき,突 然,

強 い風がふいたた めに,帆 が風 を うけす ぎ,カ ヌーが転覆 しそ うにな った。帆を うま

く操作す ることによ って,転 覆 はさけることがで きたが,バ ランスが くずれたために

大波 をまともにうけた。一人 の男が その大波をま ともに うけて,カ ヌーにたた きつけ

られた。頭部を強打 したために,そ れによって男 は絶命 した。negorCSは,突 風を う

けて,カ ヌーが転覆 しそ うになった ときにお こな う,帆 の操作技術の一つを意味す る。

188)(3+4)(3+4)faanmesar661吉

　 この組みあわせの伝承 は不 明。 ただ し,faanは 「……の下」,　mesanは 「顔」,　r661

は 「黒」 の意。

189)(3+4)(4+1)pwaniylang吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明である。ただ し,pwanityは 「あち らこちらにい きま

わる」,langは 「大空,天 空」 の意。 この組みあわせをえた場合 には,ど んな ところ

にいって も,か な らず無事 に もどって くる ことがで きるといわれてい る。

190)(3+4)(4+2)seperanwuf吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,wufは 「遊 ぶ」 の意。
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191)(3十4)(4十3)matonlap凶

　 1伍lik環 礁 の男た ちが数 隻のカヌーをつ らねて,　 Puluwat環 礁 を攻撃 した。 両者

のあいだではげ しい戦闘が くりかえされたが,最 終的 にPuluwat環 礁 の人 々が勝利

をお さめる ことができた。そ こでPuluwat環 礁 の男た ちは,生 きのこりのIfalik環

礁 の男た ちを皆殺 しにす るとともに,カ ヌーを こな ごなに こわ した。その間に,Ifalik

環 礁 の もっともす ぐれた戦士で あったMoyuunとMainiyesの 二 人だ けは,捕 え ら

れることな く,Puluwat環 礁 を うまくぬけだ し,泳 いでPulap環 礁 にむか った。

Pulap環 礁 のPulap島 に は無事 に到着 したが,そ こか らまたTamtam島 に むかっ

て泳いで い くことに した。 その途 中で,Moyuunが 力 つ きておぼれて死 んだ。 しか

し,Mainiyesは 無 事 に,　Tamtam島 に到着で きた。 しか しいず れに して も,　Ifalik

環 礁 の人 たちが戦闘にやぶれて皆殺 しにされたので,凶 で ある。Matonlapは,　 Pulap

環 礁 のPulap島 とTamtam島 の あいだの海 の名 前であ る。

192)　 (3十4)(4十4)　 mwarpinyanci凶

　 大昔,Puluwat環 礁 の人 々が カヌーをつ らねて,　Truk群 島 のTol島 のWoneiを

襲 い,そ この住民 を皆殺 しに した。rnwarpinは 「すべてを殺す,す べてを破壊す る」,

Yaneiは 「Tol島 のWonei」 の こと。

193)　 (4+1)(1+1)mesanyallyarikirik　 吉

　 こ の 組 み あ わ せ の 伝 承 は 不 明 。 た だ し,mesan一 は 「目 」,　yallは 「悪 い 」,　yarikirik

は 「小 さ い 」 の 意 。

194)　 (4+1)(1+2)yamanpue　 吉

　 この組 みあわせの伝承は不 明。

195)(4+1)(1+3)PPuchailuk吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,こ れ は,一 隻のカ ヌーが航海 中にで あった

鯨 につ けた名前に ちなんだ ものである。

196)(4+1)(1+4)1tik丘nsaton凶

　 一隻のカヌーが何 カ月間 も海上 を漂流 していた。乗組 員は もう死 しかない とお もっ

た。 ところが幸運 にも,一 つの島を発見 した。 しか し,そ の島はまだみた ことのない
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島であった。 あげくに,島 を 目の前 に して,大 きな岩 に座礁 し,カ ヌーが こわれて し

ま った。 カヌーがた ど りつ いた ところは,Fais島 で あ った。 その島は隆起サ ンゴ礁

の島で あ り,島 の周囲に,大 きな岩が ごろごろしていた。海 になげだ された乗組員は

いそいで,そ の大 きな岩 の上 にあがろ うと した けれ ども,手 がすべ って しがみつ くこ

とす らで きなか った。そ して,全 員,力 つきて,お ぼれ死んだ。IUkUnは 「……の外 」,

satonは 「大きな岩」 の意。

197)(4+1)(2+1)yagonwuf吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明。ただ し,wufは 「遊ぶ」の意。

198)　 (4+1)(2+2)　 1丘kUnmeserek　 吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明。ただ し,1丘k丘nは 「・…・・の外へ」の意。

199)(4+1)(2+3)ikatin吉

　 この組みあわせの伝承 は不明。

200)(4+1)(2+4)naipueyuong吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明。

201)(4+1)(3十1)whinganiy凶

　 一隻のカ ヌーが航海 を して いて,や っと目ざす 島をみつ けた。 ところが,潮 の流れ

の関係で,島 を目前 に してい るの に,な かなかた ど りつ くことができなか った。結局,

四 日間 ものあいだ,島 を前 にして,悪 戦苦闘 を しなければな らなか った。結局,無 事

に島につ くことがで きたけれ ども,四 日間 も苦 しんだ とい うことか ら,凶 とみな され

るよ うにな った。w丘 丘 は 「とどまる,立 つ」,　nganiyは 「……にむ か って,… …の

方へ」の意。つ ま り,島 を 目前 にしなが ら,動 かず にとどまる ことを意味す る。

202)(4+1)(3+2)likiliklong凶 　 　 　 　 　 　 　 　　 一一一

　 この組みあわせ の伝承 は不 明。 ただ し,likilikiは 「水葬 にする」,　longは 方 向を

指示する接尾辞で 「内へ」の意。

203)(4+1)(3十3)YltlMPPI凶
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　 一つの 島で,あ る特定のyainang(氏 族)の 成員が全員殺害 された。そ して,人 々

はその死体を浜辺 にもってい ってな らべ ておいた。yitiは 「横たわ る⊥ppiは 「浜辺」

の意。つ まり,浜 辺に多数,横 たわ る死体の ことを意 味 して いる。

204)　 (4+1)(3+1)　 mwoiylong　 凶

　一つ の島のyainang同 志 のあいだで争いがお こった。一 つのyainangの 成 員が皆

あつま って,一 軒の家のなかで集会 をひ らいていた。その ときに,敵 対す るyainang

の男 たちが そこをおそい,家 に火をつ けた。 そ して,家 の まわ りを とりか こんで,火

のなかか らとびだ して くる人 びとを殺 した。mwoiyは 「集 まる」,　longは 「……な

かで」 の意。

205)　 (4十1)(4十1)　 lamwonyaur

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,こ れはど こかの島 の礁湖の名前 との ことで

ある。Iamwは 「礁湖」の意。

2Q6)　 (4+1)(4+2)yitinif66mongmwaang　 吉

　 この組み あわせの伝承は不明。 ただ し,yitiは 「……に面する」,　f66は 「家屋の

柱」の意。

207)(4十 ユ).(4士3)一 玉UL皿w丘r一 凶

　 この組みあわせの伝承は不 明二ただ し,kumwUrは 「手 首」 の意。

208)(4+1)(4+4)ppiyalu吉

　 この組み あわせの伝承 は不明。ただ し,ppiは 「海辺,砂 浜」の意。

209)(4+2)(1+1)yafairam吉

　 一隻 のカヌーが洋上を何カ月間 も漂流 していた。食料がな にもないので,乗 組 員は

カ ヌーの内部 にで きるカビを とってたべていた。 そ うして いるうちに,運 よ く,一 つ

の島に漂着 した。 そこは,Puluwat環 礁 のなかの一つの島で あった。　yafaiは 「カビ」

の意。

210)(4+2)(1+2)1isaneware凶
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　二人の男がケ ンカを して,一 人が他 の男 のひたいを強打 して殺 した。死んだ男の名

前が,Wareで あ る。　lisanの 意 は不 明。

211)　 (4+2)(1+3)　 roomwaang　 吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明。ただ し,rooと い うのは,木 か ら落ちて,古 くな っ

た ココヤ シの実 の ことで ある。その実の外皮 は,水 分が ほとん どでな くな って,か ら

か らにかわいているために,炊 事の際に燃料 と して もちい られ る。そのため,船 出の

まえに,こ の組 みあわせをえる と,た いへん吉 とみなされてい る。航海中に雨 にあわ

ない とい うことの前兆 だか らであ る。

212)(4+2)(1+4)lipanique吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。

213)(4+2)(2+1)lauruto吉

　 この組みあわせの伝承 は不 明。

214)(4+2)(2+2)lianuk吉

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。

215)(4+2)(2+3)serawikit吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,kitはkitikitの 略 で 「小 さい」 の意。

216)(4+2)(2+4)yasamwaan吉

　 この組みあわせ の伝承 は不明。

217)(4+2)(3+1)w6nniyangarlong吉

　 この組みあわせの伝承 は不 明。

218)　　(4十2)(3十2)　 IUk丘tonlaplap

　 こ の組みあわせの伝承は不 明。 ただ し,IUk「tはhikUnの 略 で,「 ……の外」 の意。

Tonlap】apはTruk群 島 のMoen島 の 一つの丘の名前である。
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219)(4+2)(3+3)IUkUnyaneto吉

　 一人の男が命をね らわれてにげていた。あ るとき,数 人 の男に追 われて にげまわ り,

つ かま りそ うにな ったけれども,Yanetoと い う名でよばれる家の外 に身 をよせて か

くれた。そのため,追 っ手 はつ いに,か れをみつける ことがで きなか った。IUkUnは

「・'…・の外」 の意。

220)(4+2)(3+4)yapUngifaang吉

　 Puluwat環 礁 のカヌーが物 々交換のためにTruk群 島 にいき,ウ コ ンの粉 を大量

に手 にいれて,帰 路についた。ウコ ンの粉は各種 の儀礼の際に体 にぬる もので あ り,

中 央 カロ リン諸島における社会生活で もっとも重要 な ものの一 つである。しか し,中

央 カ ロリン諸島の島 々では ウコンが とれ ない ので,Truk群 島 にい って,腰 布 やカヌ

ーなどと物 々交換する ことによって
,ウ コンの粉 を手 にいれる必要があ った。物 々交

換 をおえて,帰 路についたカヌーは,漁 具な どをいれるための,大 きな箱にウ コンの

粉をつ めていた。 しか し,途 中で突風のために帆の操作 をあやま り,船 が転覆 した。

全員が海 になげだ されたが,そ のうちの一人 はパウコンの粉の はい った箱に しがみつ

いて漂流 してい るところを,も う一隻 のカヌーに助 けられた。 そのた めに吉で ある。

yap丘ngは 「漁具な どをいれてお く箱」,　faangは 「ウコンの粉」の意。

221)(4+2)(4+1)lapunpue吉

　 この組 みあわせの伝承 は不 明。

222)(4+2)(4+2)farakai吉

　 この組 みあわせの伝承は不 明。

223)(4+2)(4+3)Kepanikon吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,こ れは1飴1ik環 礁 の一つの場所の地 名であ

る。

224)　 (4+2)(4+4)　 safurimpor　 凶

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,占 い師によっては,こ れを吉 とす る人 もい

るとの ことで ある。
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225)(4十3)(1十1)yapink6topPw61凶

　 二人の男がケ ンカをは じめた。一人 の男がす ぐそばに立てかけてあ った,コ コヤ シ

の実 の外皮を は ぐための棒 をひきぬいて,相 手になげつ けた。それが相手 の腹 に命中

し,そ の男 は棒 もろとも地面 にたたきつ けられた。そ して,そ の棒の先が尖 って いた

ために,大 怪我を負 った。yapinは 「底,下 部」,　k6toは 「ヤ シの実の外皮 をは ぐた

めの棒」,ppw61は 「地面」の意。

226)　 (4十3)(1十2)yunermo　 凶

　 この組みあわせの伝承 は不明。

227)(4+3)(1+3)y66npPufwow吉

　 一人 の男が 占い師の もとに通 って,数 占いをな らっていた。 その男 は教えを乞 うと

きには,い つ もヤ シ酒をたず さえてきた。

　 ある日,そ の男が,カ ヌーで船 出を しよ うとして,占 いを したところ,こ の組み あ

わせ をえた。 これ は吉なので,す ぐに船出 した。航海 中に嵐 にまきこまれた り,い ろ

いろな困難 に遭遇 したが,無 事 に島に帰 りつ くことができた。また,別 の 日に,船 出

をする ことにな り,占 いを した ところ,ふ たたび この組みあわせ をえた。 そして,や

はり無事 に帰 って くることがで きた。そのような ことが何 度 もくりかえされたので,

この組みあわせをy66npPufwowと 名 づける ことに した。　y66nは 「柄,取 っ手」,

ppufは 「ココヤ シの実 の殻製の容器」,　wowは 方 向を指示する接 尾辞 で 「外へ,海

の方へ」の意。つ ま り,教 えを乞 うていた 占い師の もとに,コ コヤ シの実 の殻製 の容

器 にヤ シ酒 をいれて,た ず さえて きていたので,そ れに ちなんで名づけたので ある。

228)　 (4十3)(1十4)　 IUk丘nyaゑrrikirik　 　凶

　 この組み あわせの伝承 は不 明。 ただ し,1rtk丘nは 「……の外」,　yaarは 「環 礁へ の

入 り口の水路」,rikirikは 「小 さい」の意。

229)(4十3)(2十1)y66npPuflong吉

　 これは(4+3)(1+3)の 伝 承 と関連す る もので,数 占いをな らっていた男が カヌーで

船出を したあ と,そ の師であ る占い師 がカヌーが無事に もど って くるかどうかを 占っ

た ところ,こ の組みあわせをえた。 それは吉であ った。 そ して,そ の占いの とお りに,

無 事 に島に もどって きた。その ような ことが,何 度 か くりかえ されたので,こ の組み
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あわせ をy66npPuflongと 名 づけることにな った。　y66nは 「柄,取 っ手 」,　PPufは

「ココヤ シの実 の殻製 の容器」,10ngは 方 向を指示す る接尾辞で 「内へ,陸 の方へ」の意。

230)(4+3)(2+2)yゑpinupwof吉

　 一隻のカヌーが島の近 くで座礁を して こわれた。乗組員 は全員,海 になげだされた。

島が近いので,泳 いでい くことになった。 しか し,海 が荒れてい るた めに,水 がに ご

ってお り,サ メが近 づいてきて もわ か らない し,ま た前方 になにがあ ㊦て もわか らな

い ような状態であ った。そのため,泳 いでい る者 た ちは,無 事 に島にた どりつ くのは,

む ずか しいので はないか とお もった。けれ ども,幸 いな ことにサメにお そわれ ること

もな く,無 事 に島にたど りつ くことがで きた。 そのために,吉 で ある。yapinは 「…

…の もと」
,pwofは 「鮮 明でない」の意。

231)　 (4十3)(2十3)　 yゑpinommal凶

　 これは,(4+2)(2+2)の 伝 承 に関連する ものである。先 ほどの伝承では,荒 海のな

かを無事 に島 にたど りつ くことがで きたが,こ れは別 の方向 にむか って泳 いでい った

男の はな しである。 カ ヌーが座礁 して,海 になげだ された乗組員 のうち,一 人の男だ

けは前方 の海が にごってい るので,別 の方角か ら島 に近づ くことに した。そ ち らの方

の海が澄んでいたか らである。 しか し,不 幸に も,こ の男は途 中でサメにお そわれて,

命 をおと した。 そのために凶で ある。yapinは 「……の もと」,　mmalは 「鮮明 な,

は っ一きり一した」の意。

232)　 (4十3)(2十4)　 longmesay　 Sawleyoong　 凶

　一 人の男が朝 おきて仕事 に出かける前 に,占 いを したところ,こ の組みあわせをえ

た。それ は吉なので,仕 事 にでかけた。その男はyoongと よ ばれ る木を切 るた めに,

森 に入 ってい った。 この木は固 くて,そ の うえ に真直 ぐにのびているので,家 屋の柱

に適 していた。しか し,こ の木を切 りにい った男はそのまま行方不明 とな ってかえ っ

て こなか った。人 び とが島中を さが しまわ った けれ ども,ど こに もその姿 をみいだせ

なか った。 そこで,人 び とは,そ の木 がた くさんはえてい るところに住 む悪霊で ある

Sawleyoongが,そ の男を どこかにつれていったとかんがえた。　longは 「……の内」,

mesayは 「わた しの 目」の意。 この場合には,　Sawleyoongの 目の内,も しくは見つ

か った とい う意味である。sawは 「専門家,熟 練者 」,　leは 「……のあいだ」 の意 。
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233)　 (4+3)(3+1)opucmaan　 吉

　 この組み あわせの伝承は不 明。 ただ し,maanは 「鳥,も しくは動物」 の意。

234)(4+3)(3+2)Lamwony66r吉

　 Lamotrek環 礁 の酋長が,島 民をひ きいて数隻のカヌーで,　 Elato環 礁 のLam-

wony66r島 を おそ った。 その島を,自 分た ちの支配下 にお くた めで ある。 はげ しい

戦闘の末に,Lamwony66r島 の人び とは,敵 を撃退 し,島 を守 りきることがで きた。

235)(4+3)(3+3)ngfingtゑ 吉

　 Puluwat環 礁 の一隻のカ ヌーが,　Namonuito環 礁 のPisarach島 にや って きた。

しか し,数 日たってか ら,そ のカヌーの乗組員の一 人が,島 の男た ちによって殺 され

た。男たちは,死 体を切 りきざんだのちに,ヤ シの葉をかぶせて浜辺 に放置 した。ち

ょうどその とき,一 隻 のカヌーがや って きた。 それは,Pulap環 礁 か らの カヌーで

あ った。カ ヌーにのっていた人 た ちは,切 りきざまれた死体をみつ けて,お どろき,

自分たち も殺 されるのではないか とお もった。そ こで,カ ヌーのpalUが 島 の酋長の

もとにいき,自 分 たちの命だ けは助けて くれ るよ うにたのんだ。酋長 砿それを了承 し

た。ng丘ngは 「細 か く切 りきざむ」の意。　taは 方向を指示す る接尾辞で 「上 に,東

に」の意。 この場合,な ぜtiが つ いてい るかについては,(4+3)を に なうyaanU-

yefemasで あ るPweigakは,(3+3)のTaulapよ り もカヌーの下位の席 に位置 して

い るか らであ る。 したが って,(4+3)か ら(3+3)へ の移行 は下 か ら上 にとい う こと

にな り,tゑ を ともな うのである。

236)　 (4+3)(3+4)　 waunimaamaw　 凶

　 この組みあわせ の伝承 は不明。ただ し,maamawは 「強 い」の意。

237)(4+3)(4+1)sapemmal吉

　 この組みあわせの伝承 は不 明。ただ し,mmalは 「鮮明な,は っきりした」 の意。

238)　 (4十3)(4十2)　 wenimat　 凶

　引 き潮の ときに,一 人 の男が タコとりにでかけた。潮が 引いてい るので,タ コがみ

つ けやすいか らである。 ところが,こ の男は数人 に命をね らわれていた。引き潮 であ

るために,そ の男が リーフで タコ漁を しているのを,容 易 にみつ けることができた。
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タコ漁 に夢 中にな ってい る,そ の男の もとに数入が近づき,お そいかかった。まもな

く,そ の男 は死体 とな って,海 にうかんでいた。weniは 「…… のときに,・ ・…・にお

いて」,matは 「引き潮」 の意。

239)　 (4十3)(4十3)　 儀aynama　 凶

　一 人の男が,Nama島 で殺 された。　faayは 「……のもと」 の意。 つ ま り,　Nama

島 に おいて,と いう意味で ある。

240)(4+3)(4+4)maalraan吉

　 この組みあわせの伝承 は不 明。 ただ し,maalは 「夜明 け」,　raanは 「日,日 中,

昼 」の意。

241)(4十4)(1十1)faanyuraitip凶

　 Pulap環 礁 に入 るための水 路のと ころに暗礁があ った。人び とはその暗礁をYarai-

tipと 名 づ けていた。 あるとき,一 隻の カヌーが この暗礁 にま ともにぶつか って,こ

な ごなにな った。そ して,乗 組員全 員が死亡 した。faanは 「……の もと,… …の下」

の意。、

242)(4+4)(1+2)kopul吉

　 この組 みあわせの伝承は不明ご

243)　 (4+4)(1+3)　 wumwanutiw　 凶

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,wumwanuは 「トウカム リ貝」,　tiwは 方

向を指示す る接尾辞で 「下へ,西 へ」の意。

244)(4+4)(1+4)Tawleirik吉

　 Sorol環 礁 で,あ る一人の男が命をね らわれていた。 しか し,当 人 はその ことを知

らなか った。 その男を殺 そ うとお もってい る数人の男たちが,か れを魚釣 りにさそ っ

た。そ うとは しらない男 は,い っしょにカヌーにの ってつ いてい くことにした。その

前に,占 いを して もらったと ころ,こ の組みあわせ をえた。 これ は吉なので,い っし

ょにい くことに した。 島か ら相 当はなれた ところで,男 たちは突然,か れにおそいか

か り,殺 そ うとした。 しか し,こ の男 はいろ い ろな格闘術 を身 につ けていたので,な
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んな く相手 を全 員,海 にた たきお とした。そ して,一 人だ け無事 に島に もどる ことが

で きた。それ以来,こ の組みあわせは,そ の男の名前 にちなんで名づ けられる ことと

な った。

245)(4+4)(2+1)mesanarlaplap吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。 ただ し,mesanは 「……の前」,　laplapは 「大 き

い」 の意。

246)　 (4+4)(2+2)　 waarap　 凶

　一隻のカ ヌーが航 海中に,突 風を うけて転覆 した。乗組員 は全員,海 になげだ され

たが,す ぐにカ ヌーを もとどお りにしようとこころみた。 しか し,そ のときに,サ メ

の一群 におそわれ,な すすべ もな く,全 員喰 い殺 されて しま った。waaは 「カヌー」,

rapは 「転覆す る」の意。

247)　 (4+4)(2+3)　 matonrikiriki吉

　 Pulap環 礁 のPulap島 か ら,一 隻の カヌーがす ぐ近 くのFunarik島 に むけて船 出

をす ることにな った。船 出の前 に,占 いを したところ,こ の組みあわせをえた。これ

は吉なので,す ぐに船 出を した。しか し,そ の途中で暗礁 にの りあげ,カ ヌーが こな

ごなに こわれ た。 それ によって,乗 組員が全員死亡 した。それ以来,こ の組 みあわせ

は,matonrikirikiと よばれ るようにな った。　Matonrikirikiと は,　Pulap島 とFun-

arik島 の あいだの海の名前 である。　matonは 「隣接する島 と島のあいだの海」,　riki-

rikは 「小 さい,短 い」 の意。

248)(4+4)(2+4)1ew66rput吉

　 Pulap環 礁 の一人の男が,小 さな手 漕 ぎカヌーで トビウオ漁 にで かけることになっ

た。 出発前 に,占 いを したと ころ,こ の組みあわせをえた。 これは吉 なので,す ぐに

出かけた。 ところが,漁 を して いる最 中に,突 然,天 候がわる くな り,海 が荒れて き

た。 その男 は必死 で島にた ど りつ こうとして,カ ヌーを漕 いだ。環礁 に入 るた めの水

路 のと ころまでた どりつ いた のだが,海 が荒 れているためにながされて しまい,う ま

く水路を通過する ことがで きなか った。仕方 な く,も う一 つの小 さな水路の方 にむか

った。そ こもまた,海 が荒れていたので,通 過す る ことが困難で あった。 しか し,悪

戦苦闘の末に,そ こ牽無事 に通過する ことがで きた。 それ以来,こ の組み あわせは,

230



石森　 サタワル島の数占い

その水路の名前であ る,Lew66rputに ちなんで よばれ ることにな った。

249)　 (4+4)(3+1)　 sefmwaniyal吉

　 この組 みあわせの伝承 は不明。ただ し,setmwanは 「あか りを消す」,　yalはWoleai

語 で 「太 陽」 の意。

250)　 (4+4)(3+2)　 pukuwanimir　 吉

　 Puluwat環 礁 のカヌーが,　Namonuito環 礁 のOrol島 を めざ して船 出を した。 し

か し,Orol島 の す ぐ近 くで,座 礁 した。 カヌーはこわれた けれ ども,島 のす ぐ近 く

であ ったので,乗 組員は全員無事で あった。 この組 みあわせ は,座 礁 した ところの地

名 にちなんで名づけ られた もので ある。そ して,座 礁は したけれ ども,乗 組員が全 員

無事であ った とい うことか ら,吉 とみな されて いる。

251)(4+4)(3+3)pwat吉

　 Puluwat環 礁 のSaw島 に住む男が,海 に しかけた笙を とりにで かけた。笙 は海の

底 に しず めてあ ったので,男 は もぐってい った。 ところが,途 中でカメと魚がサ メに

おそわれて にげまわ っている ところに行 きあたった 。そ こでまずカメをつかまえて か

ら,笙 のところにい った。 この笙 はたいへん大 きいものであ ったので,そ の笙 の魚 の

入 り口のと ころに身を よせて,か くれた。サメは魚 を追 いか けることに夢中で,か く

れている人 間の ことに気がつかず に,遠 ざか ってい った。その笙のおかげで命 びろい

を し,あ げ くにカメまで手 に入れ ることがで きたので,吉 である。pwatは 笙 の部分

名称で,魚 の入 り口のと ころを意味す る。

252)(4+4)(3+4)kefikellwow吉

　 一人の男が重い病気にかか って いた。そこで,占 い師に助 かるかど うかを 占って も

らった。す ると,こ の組みあわせ をえた。これは吉なので,占 い師 は助 かるとい った。

ところが,数 日 して,そ の男は死 んで しまった。助か るはずであ ったのに死んで しま

ったので,多 くの人び とがその占い師を うたが った。

　 島の人た ちは,死 者の葬儀をお こな った。中央 カロ リン諸島の島 々では,キ リス ト

教がはい る以前 には,死 者を水葬にす ることが多 かった。 しか し,水 葬 にす る前 に,

死者 の体 を布 で くるむ儀式がお こなわれた。親族 の女た ちが死体 を布 で くるみ はじめ

た ときに,死 者 の手 が うごき,自 分の体をぽ りぽ りとかきはじめた。人 びとが びっ く
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りして,布 をと りはずす と,死 んだはずの男が息をふ きかえ し,目 を あけていた。死

者 がよみがえ ったのであ る。それ以来,こ の組みあわせは,kefikefwowと よばれる

よ うにな った。ketikefは 「ひっか く」,　wowは 方 向を指示す る接尾辞で 「内か ら,

内 へ」 を意味す る。

253)(4十4)(4十1)yilinefo吉

　 Pulusuk環 礁 の カヌーが,　Truk群 島 をめざ して航海す ることにな った。 出発前 に

占いを した ところ,こ の組 みあわせをえた。 これは吉 であるので,す ぐに船 出を した。

ところが,Truk群 島 の島々を目前 に して,嵐 にまき こまれた。す ぐに帆をおろ して,

漂 流す る ことに した。風雨が強いので,ど うす ることもできないままに,カ ヌーは,

一 つの島の近 くの リーフに座礁 した
。 カヌーが こわれて,乗 組 員は全 員,海 にな げだ

された。 けれ ども,島 が近か ったので,全 員泳 いで無事に島にたど りつ くことがで き

た。 この組 みあわせ は,カ ヌーが座 礁 した ところの地名にちなんで名づけ られた もの

であ る。

　 ただ し,占 い師によ って は,カ ヌーが座 礁 して,こ われた ことか ら,こ の組みあわ

せ を凶 とみなす者 もあるとの ことであ る。

254)(4+4)(4+2)kalaishag吉

　 この組 みあわせ の伝承 は不明。ただ し,こ れはWoleai語 で,　kalは 「カヌーで海

にで るときに もってゆ く食べ物」,iは 「わた しの」,　shagは 「… …だけ,… …のみ」

の意。つま り,こ の食べ物 は,わ た しのためだ けの もの,と い う意味で ある。

255)(4+4)(4+3)mcrcntakay吉

1亀lik環 礁 の一人の酋長 がWoleai環 礁 にきていた。ある日,島 の男た ち数 人が,

そ の酋長 をおそって袋だたきに した あと,大 きな穴のなかにほお りこんだ。気絶 して

いた酋長はやがて意識を回復 し,夜 明けとと もに島をぬけだ して,泳 いで 島の近 くの

り一 フの ところにい った 。日中はその リー フのと ころに身をか くして,夜 に島にもど

って助 けを もとめた。meranは 「……のおわ り,… …の端」 の意。　Takayは 隠 れ場

所 とした リーフの地 名である。

256)(4+4)(4+4)kassupai吉

　 むか し,1鍛1ik環 礁 には二人のたいへん好戦 的な酋長がいた。その酋長の名前は,
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MoyuunとMaineyesで あ った。 あるとき,二 人 は 五amotrek環 礁 を支配下 におさ

め ようと して,カ ヌーの軍団をつ らねておそ った。しか し,そ のときの攻撃 は失敗に

おわ った。そののちに,ま たあ る日,二 人が占いを したところ,こ の組 みあわせをえ

た。二人 が待ち望んで いたのは,こ の組 みあわせで あ ったのでふたたびカヌーをつ ら

ねて,五amotrek環 礁 をおそった。 はげ しい戦闘 の末 に,つ いに島々の制圧 に成功 し

た。その とき以来,こ の組みあわせは,kassupaiと よばれるよ うになった。　kassuは

「あげる」,paiは 「手」の意。 つま り,つ きあげた手 とい う意味である。　Lamotrek

を 手 中 にお さめたとい うことを意味 して いる。

3.koranの 分 析

　 Satawal島 の数 占いにお ける256のkoranを い くつかの視点 か ら分類 してみる と,

つ ぎの諸点があ きらかとなる。

1)256のkoranは,一 つの例外をのぞいて,の こりのすべてが吉 もしくは,凶 のど

ちらかを になってい る。 その うち,174のkoranが 吉,81のkoranが 凶 であ る。 の

こりの一つ は,吉 凶の どち らで もな く,占 いで それをえた ときには もう一度や りなお

す ことにな って いる。この ことか ら,吉 をえる確率が68.0%,凶 を える確率が31・6%

とな り,吉 をえ る確率がかな り高 い ことがわかる。

2)256のkoranは,一 つの例外 をのぞいて,の こ りのすべてが固有 の名前を もって

い る。255の 名 前の命名の 由来を

分類 してみると,表2の ごと くと

な る。表 で もあき らかな ように,

地 名や人 名などのよ うな具体的な

事柄を もとに した命名が多 く,超

自然的世 界 との関わ りを示唆す る

もの は4例 だけである。

3)256のkoranは それぞれ名前

の由来伝承を もっている。 その う

ち,伝 承の内容があ きらかな もの

が139,不 明 の ものが117で あ る。

内容 があき らかな139の 由来伝承

を,主 たるモチーフにしたがい分

類 してみると,表3の ごとくなる。

表2　 命名 の由来 の分類

地名

行為

人名

植物名

カヌーの部分名称

自然現象

海洋生物の名称

身体名称

用具名

超自然的存在の名称

技法名

鳥の名称

その他

名前なし

名前の意味不明

6

5

Q

6

5

0

0

8

8

4

2

2

4

1

5

6

4

2

1

1

1

1

　

　

　

　

　

　
　

4

計 256
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表3　 伝承のモチーフによる分類

戦闘への参加

航海中の事故

生命をねらわれる

漁掛にでる

航海にでる

病気

超自然的存在の活動

島で仕事中の事故

その他

2

7

8

0

9

2

2

2

7

4

3

2

¶⊥

計 139

主たるモチーフとしては,戦 闘へ

の参加,航 海中の事故,生 命をね

らわれるなど,生 命に直接関わる

ものが圧倒的に多い。ここにおい

てもまた,超 自然的世界との関わ

りを示唆する伝承は2例 だけであ

る。つまり,超 自然的世界の事柄

よりも現実的世界でのそれが由来

伝承のモチーフのすべてを成 して

いる。そして,そ れらの由来伝承

の内容 が,koranの 吉 凶を決定す る要因 とな っている。

4)koranの 名前 および由来伝承をみ るか ぎり,koranの 吉 凶 は超 自然的世界 との関

わ りにおいて決定 されているとい うよ りも,む しろ現実的世界 にお ける出来事 によ っ

て,吉 凶が定 め られている。

5)koranの 伝 承のい くつかの事例 において,本 来,吉 であったものが凶にかわ った

り,そ の逆 もまた あ りうる。つま り,占 いにおける吉凶が不変 の ものと してあたえ ら

れているというよりもむ しろ可変 的である。

6)koranの 伝 承をい くつか検討 して みると,解 釈の仕方 によって は,吉 凶がま った

く逆転 しうるものがある。 事実,い くつかのkoranの 伝 承で もあき らかなよ うに,

何 人かの 占い師が同一 の組み あわせに対 して,互 いに異なる結論 を下 してい る事例が

ある。 これか らあ きらかな ことは,吉 凶の解釈の仕方に 占い師の個人差が ありうる点

であ る。

表4　 伝承に登場する島々および登場回数

Kusaie 

Pingelap 

Ponape 

Ngatik 

Kapingamarangi 

Mortrocks 

Nama 

Truk 

Namonuito 

Pulap 

Puluwat 

Pulusuk

1

1

1

1

1

3

1

1

6

5

9

7

　

　

　

　

　

　

　

1
⊥

　

　

　

■⊥

Saipan 

Satawal 

Lamotrek 

Elato 

West Fayu 

Olimarao 

Gaferut 

Ifalik 

Woleai 

Eauripik 

Sorol 

Fais

1

2

6

3

1

1

1

9

5

2

2

2

　

　

　

　

　

　

　

　

1
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7)特 定の数が,吉 とか凶といったような特定の象徴的な意味をになっているかどう

かについて分析をおこなったが,そ れに関しては規則性を抽出することができなかっ

た。つまり,特 定の数の組みあわせが不規則的に吉凶をになっているということであ

る。

8)　名前の由来伝承のなかには,具 体的な島の名前がでて くる場合が多い。伝承に登

場する島を表に示すと,つ ぎのごとくとなる(表4参 照)。 東はKusaie島 から西は

Fais島 まで,カ ロリン諸島のほとんどの島々が伝承に登場していることがわかる。

V.数 占いの比較考察

1。Saipan島 の 数 占 い

　 Saipan島 に は,中 央カ ロ リン諸 島の島々か ら移住 してきた人 々の住 む集落が ある。

移住 は19世 紀のは じめごろか らはじめ られた といわれて いる。Satawal島 か らも,

1810年 ご ろに,Agurup酋 長 にひ きい られた一群の人び とが,　Saipan島 に はじめて

移住をお こな った といわれてい る。当時,Satawal島 が大 きな台風の直撃を うけ,生

活が苦 しくな ったためといわれて いる。 もちろん,そ れ以前 において も,中 央 カ ロリ

ン諸島の島 々とマ リアナ諸 島のあいだで交流があ った とお もわれる。 しか し,組 織 的

な移住 は,19世 紀 の初頭には じまる と,Satawal島 の 人びとは主張 している。

　 このよ うな状況 のなかで,松 岡静雄は,Saipan島 に居一住す るカ ロ リン人がお こな

っていた,数 占いを記録 にとどめている[松 岡　 1943:156-161]。 た だ し,こ れ は松

岡が直接,調 査をおこな ってえた資料を もとに した ものではな く,日 本統治時代の南

洋庁 サイパ ン支庁の役人 がえた資料を もとに した ものである。おそ らく,1920年 代 の

は じめごろに集 め られた資料 である とお もわれ る。 しか も,Saipan島 の カ ロ リン人

と書かれているのみで,中 央 カ ロ リン諸島の どの島か らきた人た ちか らえた資料であ

るのかについては明記 されていない。 以下 に,松 岡の報告に もとついて,Saipan島

にお ける数 占いの概要 を記す ことにす る。

　 Saipan島 で もやは り,数 占いの ことは,ボ エといわれてい る。そ して,ボ エ?)に

は,三 種類あ る。 ココヤ シの葉 の葉片を,1条 だけ もちいる場合,2条 もちいる場合,

4条 もちいる場合の三種類である。それぞれ,ボ エ ・リヤシ,ボ エ ・ペーグ,ボ エも

しくは ウラボエとよばれてい る。占いの方 法は,Satawal島 の 場合 とまった く同 じで

　 7)松 岡は現地語をカタカナ表記 しか していないので,そ れにしたがうことにする。
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ある。 また,占 い師の ことをサ ウ ・ボエとよんで いる。

　つ ぎに,Saipan島 の ボエもや は り,カ ヌーが関係 している。 その カヌーの ことを,

ウ ァ ・サ ラクとよんでい る。 ウァ ・サ ラクにはや は り,16人 のyaan丘ycfemasが 乗

りこんでい る。16人 のyaanayefemasの 名 前 とそれぞれがになって いる数字 の組 み

あわせは,表5の とお りで ある。 この16人 をSatawal島 の事例 と くらべてみる と,

(2+3)と(3+2)が 正反対 とな っている以外 は,す べて名前 と数字の組み あわせ も同 じ

で ある。また,カ ヌーにおける16人 の席 次 は,図3の ごと くである。16人 がすわ る位

置につ いて は,(1+1),(2+3),(3+2),(4+4)以 外 は,す べて ことな って いる。

　 Saipan島 の事例 で重要 な ことは,数 占い にい くつかの規則性 のあることが指摘 さ

れてい る点にある。松岡 が報告 してい る数 占いの規則性を整理 して,箇 条書 きにする

と,つ ぎの ごと くとなる(以 下,簡 約 のた め,16のyaanUyefemasの 表 記 には,表

5に 記 した①か ら⑯までの番 号を もちい る)。

(1)⑯ が 先行す る組 みあわせ は,す べて吉で ある。反対に⑯が後 になる組みあわせ

　 は凶で ある。 その理由 として は,⑯ の シェグイヤが,こ の カヌーのpalfiで あ るた

　 めに,か れが先 に声 をかけて,他 が これ にこた えるのが順当であ り,配 下がかれに

　先んず ることは非礼 とみな されるか らであ る。

表5　 Saipan島 の16人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

(1+1)

(1+2)

(1+3)

(1+4)

(2+1)

(2+2)

(2+3)

(2+4)

(3+1)

(3+2)

(3+3)

(3+4)

(4+1)

(4+2)

(4+3)

(4+4)

テ リフォグ

ソ ウペ ス

リプル
む　　　

フコ ロマノレ

イ ルバ イ

イ ラー マル

ミセ ウグ

イ リンメル

ラガパ ラル

マー ノ

タ ウ ラプ

リソ ロワル

イ リフ ァル

イ リフ ァオ

ボエ ンアグ

シ ェグ イヤ

[松 岡 　 1　94・3　:159】 によ る

図3　 Saipan島 の数 占い の カ ヌー

　　　 [松 岡 　 1943:158]に よ る

236



石森　 　サ タワル島の数 占い

(2)　 図3の カヌーの席次にもとついて,進 行方向にむかって,前 席にあるものが先

　んずる組みあわせは吉であるが,そ の逆は凶である。

(3)図3の カヌーの席次にもとついて,④ ②③を甲,⑧ ⑩⑫を乙,⑮ ⑦⑭を丙,⑨

　⑤⑬を丁とする。甲が丁に先行する組みあわせは大吉であるが,そ の逆は大凶であ

　る。乙が丁に先行する組みあわせは吉であるが,そ の逆は凶であ多。乙が丙に先行

　する組みあわせは小吉であるが,そ の逆は小凶である。

(4)① と甲および丁との組み合わせは,ど ちらが先行 しても,吉 である。

(5)乙 および丙が①に先行する組みあわせは吉であるが,そ の逆は凶である。

(6)① が⑪に先行する組みあわせは大吉であるが,そ の逆は吉である。

(7)① と⑥の組みあわせは,ど ちらが先行 して も,大 凶である。その理由としては,

　どちらが動いても,カ ヌーのバランスがくずれて,転 覆するか らである。

(8)⑪ が甲および丁に先行する組みあわせは,吉 である。その反対に,甲 が⑪に先

行する場合には吉であるが,丁 が⑪に先行する場合には凶となる。

(9)⑪ が乙および丙に先行する組みあわせは吉であるが,そ の逆は凶である。

(10)⑥ が甲および乙および丁に先行する組みあわせは,吉 である。ただし,こ の場

合に,⑥ が⑫に先行する組みあわせだけは,例 外的に凶である。同様に,甲 および

　乙および丁が⑥に先行する組みあわせは,吉 である。ただ し,こ の場合に,⑫ が⑥

　に先行する組みあわせだけは,大 吉である。

(11)⑥ が丙に先行する組みあわせは凶であるが,そ の逆は大吉である。

(12)⑥ が⑪に先行一する組みあわせは凶であるが,そ の逆は大吉である。

(13)⑥ が⑪に先行する組みあわせは大吉であり,そ の逆 もまた大吉である。これに
　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　めかけ

　は由来がある。⑥は女性で,カ ヌーのpalUで ある⑯の妾であったが,あ るとき航

　海中に月経になったために,⑯ はそれを不吉として,⑥ を海になげいれた。それを

　⑮がたすけようとしたが及ばず,結 局⑭が身を挺 して助けたといわれている。そし

　て,そ の後,⑯ の許可をえて,⑭ と⑥は夫婦になったといわれている。そのために,

　この両者の関係はたいへんよいのである。

　 この ように,松 岡はSaipan島 の 数 占いにおける規則性 を指摘 したのであるが,そ

の結果生ずる ことになる256の 組 み あわせの名前および吉 凶について は,何 も記述 し

ていない。そ こで,上 記の規 則性 に もとつ いつ,256の 組 みあわせの吉凶を解析す る

と,つ ぎの ごとくとなる。ただ し,吉 凶にお ける大小 の区分,つ まり大吉,小 吉,大

凶,小 凶 とい う四分 類は,す べて吉 と凶の二分類 に還元 して処理をお こな った。吉 凶
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を四分類せず に,二 分類 しか していないSatawa1島 の資料 と比較検討 しやす くす る

ためである。

　松岡が指摘 した規則性 によると,同 じものが重 なる場合,た とえば① と①や② と②

のよ うな組 みあわせ についての吉凶が不 明で ある。しか し,.そ れ らの16と お りの組み

あわせ を除 く,240の 組 みあわせについては,規 則性 に したが って,吉 凶を確定す る

ことができた。 それによると,240の 組 みあわせの うち,吉 は138,凶 は102と な り,

吉 を うる確率 は57.5%で,凶 を うる確率 は42.5%と な る。Satawal島 の場合 と くらべ

て,吉 の確率が低 くな ってい る。ただ し,の こりの16の 組みあわせ の吉 凶が不明であ

るので,あ まり確定的な ことはいえない。

2.Namoluk環 礁 の 数 占 い

　 Namoluk環 礁 の数 占いについて は,ド イツ人学者 のMax　 Girschnerが,20世 紀

の初頭 に調査をお こない,民 族誌的報告をお こな っている[GIRscHNER　 1912:199-

208]。 そ の報告によれば,Namoluk環 礁 で もやは り,数 占いの ことはpweと よ ば

れて いる。 けれ ども,pweと して は,4条 の ココヤ シの葉片 を もちいてお こな う占

表6　 Namoluk島 の16人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

(1+1)

(1+2)

(1+3)

(1+4)

(2+1)

(2+2)

(2+3)

(2+4)

(3+1)

(3+2)

(3+3)

(3+4)

(4+1)

(4+2)

(4+3)

(4+4)

Tilifek 

Saupith 

Lipul 

Pukenemar 

Inipwai 

Inoaeman 

Mesauk 

Inemain 

Laneperen 

Momo 

Toalefailan 

Lithanwel 

Ilifar 

Ilifau 

Pwainek 

Sauya

[GIRscHNER　 1912:199]1こ よ る

図4　 Namoluk環 礁 の数 占 いの カ ヌー

　 　　 [GIRscHNER　 1912:200]に よ る
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いだ け しか報告 されていない。1条 も しくは2条 もちいる場合 についてはな にも記述

されていない。 しか し,占 いの方法については,Satawal島 の 場合 と同 じや り方で

ある。

　 Namoluk環 礁 における数 占いの起源伝 承については,す でに詳述 したので,こ こ

で はそこに登場する,16人 のyaantiyefemasの 名 前 とそれ らがにな う数字 の組み あ

わせを,表6に 示す。この16人 を,Satawal島 の 事例 と くらべてみると,や は り先 ほ

どのSaipan島 の 場合 と同様に,(2+3)と(3+2)が 入 れかわ っている以外 はまった く

同 じで ある。また,カ ヌーにおける16人 の席次 は図4の ごとくである。席次 について

は,各 島の資料を後ほ ど比較検討す るので,こ こでは これ以 上ふれない ことにす る。

ただ し,Namoluk環 礁 の伝承 によれば,数 占いの カヌーが天上世界か ら地上世界 に

お りて きて,ま ず はじめにNgatik環 礁 にい ったが,そ の ときに環 礁の入 り口の水路

の ところで座礁 し,そ れに よってそれ まで最前席 にすわ っていた③が④ と交替 してい

る。そ して,そ れ とともに,最 後席 の⑬ と⑨ も入れかわ っている。 図で示 したの は,

そ の交替 したのちの ものであ る。

　 Namoluk環 礁 の数 占いに関するGirschnerの 報 告 のなかで,も っとも注 目に値 す

ることは,256の 組 みあわせ の名前 と吉凶がすべて記録に とどめ られている点 にあ る。

い ままでお こなわれた数 占いに関する民族誌 的報告で は,占 いの方法 と16人 のyaan丘 一

yefemasに つ いての資料の提示はあ って も,も っとも重要な256の 組 みあわせ にっい

て は断片的資料 しか記録 に とどめられていなか った。 その点で,Girschnerが 記 録 し

た256の 組 み あわせの名前 と吉凶はSatawal島 の事 例 と比較検討で きる唯一の資料で

あ る。ただ し,256の 組 みあわせの名前 の由来伝承 につ いて は,ほ とん ど記録 されて

いない点が惜 しまれる。

　 まず,吉 凶 について は,256の 組

み あわせの うち,162が 吉 で,93

が凶 で ある。ただ し,一 つ だけは

例外的に吉凶の どちらで もない。

したが って,Namoluk環 礁 にお

いて は,吉 を うる確率 が63.3%,

凶 を うる確率 が36.3%と な る。

Satawa1島 の 場合には,吉 の確率

が68.O%で,凶 の確率 が31.6%で

あ ったので,ほ ぼ似かよ った確率

表7　 命 名の 由来の分 類

入間の行為にもとつくもの

地名

状況にもとつくもの

植物名

用具名

カヌーの部分名称

自然現象

身体名称
人名

海洋生物の名称
超自然的存在の名称

食物名
その他

64

45

32

24

23

20

11

9

　9

　7

　5

　2

　5

計 256
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である。

　ついで,組 みあわせの名前の由来についてであるが,そ れを分類すると表7の ごと

くとなる。表で もあきらかなように,人 間の行為とか,あ る種の状況など,具 体的な

事柄をもとにして,命 名がなされている場合が多い。しかし,名 前の由来伝承につい

ては,具 体的に報告がなされていないので,名 前の命名と伝承の内容の関連性につい

ては不明である。ただし,数 少ないけれども,い くつかの組みあわせについての由来

伝承が報告されており,そ れをみるかぎりにおいては,伝 承をもとにして命名がおこ

なわれていることがあきらかである。また,Satawal島 の場合と同様に,伝 承の内容

によって,組 みあわせの吉凶が定められている。

3.Truk群 島 の 数 占 い

　Truk群 島 における数 占いについて は,　BolligとKramerの 報 告が もっともす ぐれ

てい る[BoLLIG　 1927:64-68;KRAMER　 l932:336-340]。

　 Kramerに よれば,　Truk群 島 には じめて数 占いを伝えたの は,　Fais島 の 人た ちで

あった といわれてい る[KRAMER　 l932:336ユ 。

　む か し,Fais島 の カ ヌーが漂流 して,　Truk群 島 のTol島 にた どりついた。 その

とき,島 の人び とが,カ ヌーの乗組員を殺 そうと したので,す ぐにその島を離れて,

Udot島 に にげた。 そ こで も命 をね らわれたので,　 Param島,　 Fefan島 な どの島々

を転 々と して,最 終的にUman島 の酋長 にたす けられた。そ こにTorres島 の酋長

もや って きて,こ れ らの二人 の酋長がFais島 か らきた人た ちを手厚 くもてな した。

それに感激 したFais島 の 人た ちが,数 占いを は じめて教えた。それによって,　Truk

群 島 には じあて数 占いが もた らされたので ある。

　 Kramerが 報告 しているこの伝承 に対 して,　Bolligは,数 占いがKusaie島 か ら伝

え られた とい う伝承 とYap島 も しくはNgatik環 礁 か ら伝 え られた とい う伝承があ

る,と 報告 してい る[BOLLIG　 l927:64]。

　 Truk群 島 で は数 占いの ことをpueと い い,そ れには2種 類があ る。4条 の ココヤ

シの葉片を もちい る場合 と1条 だ けを もちいる場合 の2種 類であ る。前者 はPue　 unus

(完 全 な る数 占いの意),後 者 はpue　 eu(一 つ だけのpueの 意)と よばれて いる[BoLLIG

1927:・67]。 また,占 いのや り方は,Satawal島 の 場合 とほぼ同様 であ り,占 い師 は

soupueと よばれている。

　 Truk　 i群島の数 占いにおいて も,や はりカヌーにの った16人 のyaan丘yefemasが 重

要 な関わ りを もってい る。これ らの16人 の名前 とそれ らがにな っている数字の組みあ
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表8Truk群 島 の16人

①(1+1)

②(1+2)

③(1+3)

④(1+4)

⑤(2+1)

⑥(2+2)

⑦(2+3)

⑧(2+4)

⑨(3+1)

⑩(3+2)

⑪(3+3)

⑫(3+4)

⑬(4+1)

⑭ 　 (4+2)

⑮ 　(4+3)

⑯(4+4)

 Bollig* 

Telefes 

Sofis 

Nipun 

Pukulimer 

Inepoi 

Inomau 

Mamau 

Inemein 

 Nereperen 

Mesauk 

Poula 

Nitaluen 

Ineper 

Inepou 

Porongek 

Sauia

 Kramer** 

Oilefes

Saupis 

Pukunumar 

Ineboei 

Inoman 

Mesauk 

Inemein 

Lengibaran 

Mamu 

Taulap 

Li tanual 

Inifar 

Inefau 

Bueigak 

Sauia

*[BOLLIG　 l927:65]に よ る

**[KRAMER　 1932:337]に よ る

図5　 Truk群 島 の 数 占 い の カ ヌー

　 　 　[BOLLIG　 l927:65]に よ る

わせを表8に 示 す。表で もあき らかな ように,16人 の 名前 とそれ らが になう数字の組

み あわせについては,KramerとBo】ligの 報告 で ことな って いる。　Bolligの 提 示 す

るデー タは,Satawal島 の もの とま った く同一であ る。 それに対 して,　 Kramerの

資 料 はSatawal島 以 外の島 々における数占い・とTruk群 島 の それとの符 合を示 して

い る。いずれに して も,こ の点 については後 ほど くわ しく検討す る。

　つ ぎに,こ れ らの16人 のカヌーにおける席次については,Bolligし か 記録 にとどめ

ていない。 それは,図5の とお りである。 なお,Bolligは,こ れ ら16人 の ほかに,

Supulumenの 存 在を指摘 している。 しか し,そ れが,　yaanUか ど うかにつ いて は,

な に も記録にとどめていな い。また,数 占いのカヌーに関 して,も う一つ重要な指摘

があ る。それは,数 占いの カヌー に2種 類ある とい う点で ある。一 つはua　 akamara

(帆走 カヌー),も う一つ はua　 fadil(手 漕 ぎカヌー)で あ る[BoLLIG　 1927:66]。

そ して,こ れ らの2種 類の カヌーにおける,16人 の 席次 はことなるそ うである。ただ

し,帆 走カ ヌーにおける席次 は図5に 示 した とお りであるが,手 漕 ぎカヌー にお ける

席次1こついては何 も記 されて いないので不 明である。 しか し,そ の相違 は重要 である。

なぜな ら,Truk群 島の 占い師はそのどち らか にもとついて占いをす るので,ど ちら

を とるかによ って,占 いの結果 もことな って くるか らで ある[BOLUG　 1927:66]。
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けれ ども,く わ しい記述 がないので,そ れ以上 の ことについては不明である。

　最後 に,256の 組 みあわせ につ いて は,Bolligが それ らが名前を もってお り,吉 凶

が決 め られている と指摘 している[BoLLIG　 l927:65]。 た とえば,(1+4)(4+4)の

組 みあわせ はtuasipと 名 づけ られ,そ の逆の組みあわせ はtululelo9と 名 づけ られ

て いると例をあげている。 しか し,そ れ以外の組 みあわせ の名前 および吉凶につ いて

は一切ふれ られていない。一方,Kramerは256の 組 み あわせの名前についてはな に

も記 していないが,12の 組 み あわせの吉凶につ いてだ けは記録にとどめてい る。

4.Yap島 の 数 占 い

　 Yap島 における数 占いについて も,い くつかの短 い民族誌的報告 がなされて いる。

Yap島 に おいては,数 占いの ことは,　bei[FuRNEss　 1910:130],　 wei[WALLEsER

1913=1062],vei[MむLLER　 l917:373]な ど とよばれて いる。 占いの方法 は,　Sa・

tawal島 の 場合 とほぼ共通 してい る。

　他 の島々と同様に,Yap島 の場合 にも,16のyaanUyefemasが 占いに関わ りを も

って いる。Yap島 で は,そ れ らの ことをkanと よ んでお り,　Furnessは そ れをde-

monと 訳 してい る[FuRNEss　 l910:133]。 しか し,　kanはdemonだ け に とどま ら

ず,超 自然的存在のすべて を含む,よ り包括的な概念で ある[SALEslus　 1906:122]。

そ れ らの16のkanの 名 前 とそれ らがにな う数字 の組み あわせ は,表9の とお りであ

る。

　 Yap島 の16のkanで 重 要 なことは,性 別が明確な ことである。　Furnessに よ れば,

(1十1),(1十2),(1十3),(1十4),(2十3),(2十4),(3十3),(3十4),(4十4)が 男性

で あ り,そ れ以外が女性である[FuRNEss　 l910:134-136]。 つ まり,男 性が9人 で,

女 性 が7人 とい うことになる。 それに対 して,MUIIerに よ れば,(1+3),(2+3),

(2+4),(3+1),(3+3),(4+2),(4+3),(4+4)が 男性 であ り,の こ りが女性であ

る。つ ま り,男 女が同数 となる。両者 の報告 に相違がみ とめ られるが,そ れ以外 に資

料が ないので,ど ち らが より一 般的なのか不明で ある。

　た だ し,Furncssは,男 女 の性別 を明確 に しただけでな く,そ れ らの男女間に婚姻

関係 があると報告 してい る点が注 目される。 それ によると,こ れ らのkanの 酋 長が

(4+4)で あ り,そ の妻 が(2+2)で あ る。そ して,そ れ らのあいだにで きた息子が(1+

1)で あ る。つ いで,男 性(1+2)と 女 性(2+1)が 夫 婦となる。 同様 に,男 性(1+3)と 女

性(3+1),男 性(1+4)と 女 性(4+1),男 性(2+3)と 女 性(3+2),男 性(2+4)と 女 性

(4+2),男 性(3+4)と 女性(4+3)が,そ れぞれ婚 姻関係 にあるといわれてい る。ただ,
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表9Yap島 の16人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

(1+1)

(1+2)

(1+3)

(1+4)

(2+1)

(2+2)

(2+3)

(2+4)

(3+1)

(3+2)

(3+3)

(3+4)

(4+1)

(4+2)

(4+3)

(4+4)

Furness* 

Thilibil 

Saupis 

Nebul 

Wunemerr 

Navai 

Nagaman 

Musauk 

Namen

Languperran

Fawgomon 

Thugalup 

Trunuwil 

Liverr 

Nafau 

Vengek 

Sayuk

Wallese** 

Ziliweg 

Sopes 

Newul 

Wunumer 

Newey 

Negeman 

Mesog 

Namein 

Lanporon 

Fogomou 

Zogolop 

Tenuel 

Lifer 

Nefau 

Weneg 

 Seyok

 Milner*** 

Tiliveg 

Supis 

Nivul 

Vunimor 

Navai 

Nagamon 

Masog 

Naman 

Lineparon 

Fugomo 

Tagalop 

Tsanuul 

Lifor 

Nifau 

Vaneg 

Sayog

　 　 　 　 　 　 　 　 *[FURNEss　 1910:134]に よ る

　 　 　 　 　 　 　 **[WALLEsE　 1913:1063]1こ よ る

　 　 　 　 　 　 　 ***[MOLLER　 1917:375]1こ よ る

も う一 人 だ け の こ る 男 性(3+3)は

い ま だ に 独 身 と み な さ れ て い る

[FuRNEss　 l910:135-136]。 　 こ

こで注 目すべ きなの は,(4+4),

(2+2),(1+1),(3.+-3)以 外 のkan

の婚 姻関係 には,数 字の組みあわ

せが密接 に関わ りをもっ七 いる点

である。つま り,男 性の数字の組

みあわせ の正反対の数字の組み あ

わせをにな う女性が,そ の男性 と

婚姻関係にあるとされてい るわ け

である。

　Yap島 の数 占いのガヌーの席次

については,MUIlerだ け しか記

録に とどめていない[MtiLLER

1917:375]。 そ れは図6の とお り

であ る。 このカ ヌーはアウ トリッ
図6　 Yap島 の数 占い の カ ヌー

　 　 　「MtiLLER　 1917:375]に ょ る
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ガー ・カヌーで あるが,そ れが帆走カヌーか,手 漕 ぎカヌーかについて は,正 確 な記

述 がないので不 明で ある。 ただ し,Yap島 の カ ヌーの席次 が,他 の島々における席

次 と,大 き くことな ってい る点が注 目される。 それ について は,の ちほど他 の島の資

料 と比較考察す る。

　 16のkanの 組 み あわせによ って生 じる256の 組 みあわせ については,ほ とんど記録

にとどめ られていない。ただ,Walleserが い くつ かの組みあわせの吉凶を例 と してあ

げて いるのみであ る[WALLEsER　 1913:1063-1064]。

5.Woleai環 礁 の数 占 い

Woleai環 礁 における数 占いについて は,　Alkireが 報 告をお こな って いる[ALKIRE

l970:13-16】 。

Woleai環 礁 においては,数 占いはbwe[ALKIRE　 1970:13],も し くはbe[SoHN

and　 TAwERILMANG　 1976:227]と よばれてい る。 占いの方法 は,　Satawal島 の場

合 とま った く同 じで ある。そ して,こ こで もやは り,16人 の超 自然的存在8)が 関わ り

表10Woleai環 礁 の16人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑱

⑭

⑮

⑯

(1+1)

(1+2)

(1+3)

(1+4)

(2+1)

(2+2)

(2+3)

(2+4)

(3+1)

(3+2)

(3+3)

(3+4)

(4+1)

(4+2)

(4+3)

(4+4)

Tilifug 

Saopis 

Lipul 

Bwogolimar 

Ilubwai 

Ilagomal 

Mesaiug 

Ilimail 

Langaparal 

Magomoi 

Tagolap 

 Lechuliwe] 

 Inifar 

 Ilufao 

Bweingug 

Saowaig

[ALKIRE　 1970=14]に よ る

図7　 WoIeai環 礁 の 数 占 いの カ ヌー

　　　 [ALKIRE　 1970:14]に よ る

8)Alkireは,こ れ らの超 自然 的 存在 の こ とをspiritと 記 して い る だ けで,そ れ に対 応 す る現 地

語 を記 録 して い な い[ALKIRE　 l　970:14]。
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を もってい る。それ らの名前 とそれぞれが になってい る数字の組 みあわせ は,表10の

とお りで ある。

Woleai環 礁 の16人 に関 して,重 要な ことは,格 づ けが なされている点 にある。(4+

4)が カ ヌーのpalUで あ り,最 上位にある。次 いで,(1+4)が 第 二位,(4+1)が 第 三

位に位 して いる。(3+3)は そ れ らに次いで いるが,肉 体的 にはもっとも強い とみなさ

れている。その次に,(2+4)と(4+3)が 同格 でそれにつ づいてい る。それ以 外につい

ては,格 づ けが なされていない。 ただ し,(2+2)は 女 性であ り,そ れ以外 は全 員,男

性 である。

Woleai環 礁 で もやは り,数 占いのカ ヌーにおける16人 の席次が明確 に認 知 されて

い る。それ は,図7に 示す とお りである。

　 16の 超 自然的存在の組みあわせによ って生 じる256の 組 みあわせ は,maralibweと

よばれている。それ らはすべて固有の名前 を もち,吉 凶が あたえ られてい る。 しか し,

残 念 なが ら,Alkireは,(2+1)と(3+2)の 組 みあわせ がlimongoiと よ ばれ,凶 とみ

な されているとい う一例をあ げてい るだけで,そ れ以外 の組 みあわせ について はなに

もふれていない。

6.比 較 考 察

　 六つの島 々における数 占いを比較考察 してみると,つ ぎの諸点があ きらか とな る。

1)数 占いには3種 類がある。 もちいる ココヤ シの葉片が,1条 だけの場 合,2条 の

場合,4条 の場合 の3種 類で ある。 この うち,も っと も一般 的なのは,4条 の ココヤ

シの葉片 を もちいる場合であ る。1条 だ けの葉片を もちいる数 占いにつ いて は,Sata-

wal島 とSaipan島 の事例 しか報告 されていない。

2)　 占いの方法 につ いては,六 つの島 々でほぼ共通 して いる。ココヤ シの葉片 に結び

目をつ くり,そ の数 をかぞえて,最 後 にの こった数の組みあわせ によって吉凶を 占う。

その場合 に,結 び 目の数のかぞえ方が特徴 的である。つ ま り,数 を4ま で かぞ えると,

また1に もどる。 この点 に関 して,4と い う数 が とくに重要で ある。

3)　 カロ リン諸 島における数 占いの基本は,16と お りの数 の組みあわせにあ り,し か

もそれ らを16の 超 自然的存在がそれぞれになって いるとかんがえ られて いる点 にあ る。

これ らの16の 超 自然的存在 は,ど の島々で も共通 に認知されてお り,そ れぞれが固有

の名前を もっている。名前 については,Yap島 の 事例 をのぞいて,ほ ぼ共通 している。

また,そ れぞれがになってい る数の組みあわせ につ いて も,ほ ぼ共通 している。この

ように,神 話的世界 と密接な関わ りを もって,数 占いが成立 してい る点が一 つの特徴
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とな っている。

4)数 占いのカヌー とい う観念 について も,六 つの島 々で共通にみとめ られ る。しか

し,16人 の超 自然的存在が カヌーの どの位 置にすわ るかについては,各 島で見解 が異

な っている。 この点 については,各 島で独 自の展開があ った もの とお もわれ る。 しか

しここで もまた,Yap島 に おけ る数 占いの カヌーの座席については,他 の島々の もの

とあき らかに異 なっている。それがどのよ うな理 由による ものかは,不 明で あるが,

Yap島 の 数占いについては異 なる系統に属す る もの か もしれない。なお,　Truk群 島

の事例 によると,数 占いの カヌーには,帆 走 カヌーと手 漕 ぎカヌーの2種 類 があると

されているが,他 の島 々ではそのよ うな報告はみ られない。その上に,カ ヌーの種類

の相違 によって,数 占いが どのよ うに異 なるのかについて も不 明である。

5)数 占いに関わる16人 の超 自然的存在について,も う一つ重要な点 は,Yap島 の 事

例 で,16人 の性別が明確 にされてい ることで ある。そ して,そ れ らの16人 が夫婦関係

および親子 関係 にあ るとい う指摘 は興味深 い。 同様に,Woleai環 礁 の事例で,16人

の あいだにおける格付 けがなされている点 も重要である。それ らの諸点 につ いては詳

細 な記述 がないので,16人 の より具体的 な相互関係については不 明で ある。おそ らく,

本 来 は もっと完全なかた ちで,神 話的世 界における16人 の相互関係 につ いての伝承が

存在 したとお もわれる。

6)Saipan島 の事 例では,数 占いのカヌーにお ける16人 の座席の位置 によって,吉

凶が規則的 に定 められている。 これは他の島 々においてはみ られない点で ある。しか

し,こ れ につ いて も詳細 な記述 がないので,い かな る理由によ って,座 席の位置の相

違 が吉 凶を決定す るうえで,重 要 な役割をはた しているのか不 明で ある。 おそ らく,

この点 について も,神 話的世 界における16人 の超 自然的存在 の相互関係 についての伝

承 が存在 したはずであ り,そ こにおいて16人 の相互関係 が明確iに規定 されて いた よう

にお もわれ る。 したが って,Saipan島 の事例 の場合 には,神 話的世界にお ける16人

の相互 関係が,そ のまま数 占いにおける吉凶を定める要 因 とな った もの とお もわれる。

7)　 いずれに して も,こ れ までの考察か ら,カ ロ リン諸 島の広範囲 にわた って,共 通

の数 占いの文化 が存在 した ことを指摘 しうる。

VI.お わ り に

　筆者 らによる,Satawal島 の社会 と文化 に関す る本調査が現在進行 中であるた め,

本 稿 も中間報告的意 図を もって書 かれた ものであ る。したが って,本 稿 のみで,Sata一
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wal島 の数占いについてすべてを論 じつ くしたというものでは決してない。本稿には

なお多くの不備があり,そ れ らの点については,本 調査の成果をもって補 うつ もりで

ある。 しか しなが ら,本 稿をとじるにあたって,将 来への展望もふ くめて,い くつか

の間題を記しておきたい。

　 Satawal島 における数占いについてもっとも特徴的なことは,超 自然的世界 との密

接な関わりにおいて数占いが成立 していると観念 されている点にある。それについて

は,数 占いの起源伝承でもあきらかなように,数占いは人間が創案したものではなく,

天上世界の超 自然的存在が人間のもとにもた らしたものであるとみなされている。数

占いと超自然的世界との関わ りは,こ のような伝承にのみとどまるものではな く,数

占いの基本体系でもっとも重要な点とも密接に関わっている。つまり,Satawal島 の

数占いにおいては,1か ら4ま での数が二つ組みあわされることによって生じる16と

おりの数の組みあわせが占いの核をなしているが,それ らを16人 のyaanUyefemasと

いう超自然的存在がそれぞれになっているとみなされている点である。さらに最終的

に,16と おりの数の組みあわせが相互に組みあわされることによって,256の 組みあ

わせが生じ,そ れによって吉凶が確定される。それはあたかも,16人 の超自然的存在

がたがいに関係をもちあうことによって,256の 新たなる関係が創造されたようなか

たちとなっている。

　 ところが,そ のような16人 の超自然的存在の相互関係の結果生 じる256の 組みあわ

せについては,超 自然的世界とは無関係にその組みあわせの内容,つ まり吉凶が定め

られている。一つまり,一一本来であれば,Saipan一 島の事例のよう一に～一一16人の超自然的存

在の神話的世界における相互関係が,占 いの吉凶を決めるにあたって規定的要因とな

るはずであるのに対 して,そ れには関わりなく吉凶が決められている。その点につい

ては,256の 組みあわせの由来伝承をみればあきらかであ り,現 実的世界において生

じた事件をもとにして,吉 凶が決められている。

　 このように,Satawal島 における数占いは基本的には超自然的世界との密接な関わ

りにおいて成立 しているけれども,最 終的に吉凶を確定する際には現実的世界におけ

る出来事をもとにしている。つまり,数 占いが超自然的存在との関わ りですべてが完

結 しているというよりも,超 自然的世界と現実的世界が混濡 したかたちで,未 来の予

測がおこなわれているといえる。それは,256の 組みあわせの伝承をみて もあきらか

なように,吉 凶は不変的にあたえられているというよりも,か なり可変的である。組

みあわせの伝承でもあきらかなように,あ る事件をきっかけにして,そ れまで吉とみ

なされていたものが,凶 に変わりうるし,ま たその逆もありうる。この点について,
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換言するならば,数 占いの方法がどの占い師にとって もかなり不変的に共通するのに

対 して,最終的におこなわれる256の 組みあわせの解釈は占い師が現実におこった出来

事に対応するかたちで,吉 凶の解釈を可変的におこなっているためであるともいえる。

　最後にもう一つ指摘 しておきたいことは,数 占いでありなが ら,数 そのものが吉凶

を確i定する上で,決 定的な役割をはたしていないという点である。つまり,特 定の数

が吉 とか凶といったような特定の象徴的な意味をになってはいないということである。

もし特定の数が象徴的な意味をになっているな らば,占 いそのものが もっと規則性を

もったものとなっていたはずである。少なくともいままでに得た資料をもとに,数 の

組みあわせだけをもとにして,吉 凶が確定されるメカニズムを解析 しても,規 則性を

抽出できなかった。 しかしなが ら,こ の点についてはまだ資料が不足しており,本 調

査でより多 くの資料を得たうえで結論すべきであるとおもわれる。

　 ただ し,Satawal島 における数の象徴的な意味について,一 ついえることは,2の

倍数が社会的に特別な意味をになっている可能性のある点である。占いでは,2条 も

しくは4条 のココヤシの葉片をもちいるのが一般的であり,結 び目の数をかぞえる場

合にも4ま でかぞえると1に もどっている。また,1か ら4ま での数が二つ組みあわ

されることによって,16と おりの組みあわせができ,そ れがまたもう一度組みあわさ

れることによって,16の 二乗の256の 組みあわせが生 じている。 これ らのすべてに,

2の 倍数が関係 している。

　 2の 倍数がなぜ社会的に重要なのかについては,ま だ確定的なことはなにもいえな

いが,予 備調査でえた資料だけをもとにしても,い くつかの点で,2の 倍数が社会的

に重要な局面を指摘できる。たとえば,新 生児が生れた場合には生後四日間にわたっ

て海の幸をとどけなければならないし,ま た人が死んだ場合にも死後四日間にわたっ

て近親者が墓地で死者の弔いをしなければな らない。そのほか,各 種の社会的タブー

や方位やココヤシの実の数え方などの多 くの局面で,2の 倍数が重要性をになってい

る。 この点については,Alkire[1970,19721が すでに指摘 しているとおりである。

しかし,2の 倍数の重要性を指摘することはできても,そ れがかれ らの世界観といか

なる関わりがあるのかという点については,ま だ十分に研究がなされていない。これ

については,本 調査による,資 料の蓄積をみてか ら論ずることにしたい。
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